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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ　魂の請負人




　人ひとりがやっと通れるかという細い路地に、男が倒たおれていた。

　少年の細い手が男の首に触ふれた。夜の雨に濡ぬれた身体からだは冷たく硬かたく、そこに命の鼓こ動どうはない。

「……死んで、る」

　少年の隣となりには、背の高い男が立っていた。男の左ひだり腕うでは、まるで今千切られたかのように服ごとなくなっていた。男は紅あかい目で死体を見下ろし、不満そうに舌打ちした。

「貧弱な身体だな」

「文句、言うな」

　寒さのせいか、それとも別の感情がそうさせるのか、少年の声は震ふるえていた。

「お前こそな」

　カッと顔を赤くし、少年は男を睨にらみつけたが、男は冷静な目で少年を見下ろす。

「文句なんか言ってない！」

「顔に書いてあらぁ。──いいからさっさとしろ。見つかるぞ」

　少年は男に突つっかかろうとしたが、男の言葉に口を閉とざし、腰こし元もとにあった刀を抜ぬいた。

　きらりと煌きらめく刃やいばを、少年が倒れる男の首に添そえた。

「ちょーっと待ってくれるかな、ぼうや？」

　第三者の声に、少年は驚おどろきながら振ふり返った。

　そこには影かげのような男が立っていた。闇やみに溶とけるような黒くろ髪かみに、真っ黒なスーツ姿。目元は夜だというのにサングラスで覆おおわれていて見えない。口元には笑えみを浮うかべていた。

　得体の知れない男に、少年は警けい戒かい心しんを剝むき出しにする。しかし黒衣の男は場ば違ちがいなほど明るい声を少年に向けた。

「その遺体は私が処理するよう頼たのまれたものなんだ。勝手に傷物にされちゃ困るよ。お嫁よめに出せなくなってしまう」

「……そんなこと知るか。邪じや魔まはさせない」

　イトが刀の先を向けて睨みつけると、男は潔いさぎよく両手を挙げた。

「ああ、趣しゆ味みの時間を邪魔してしまったのは謝るよ。そうだね、確かにこんな特とく殊しゆな趣味は人に知られたくなかったよね。しかし世の中には色んな趣味嗜し好こうがあるから恥はずかしがらず──」

「妙みような勘かん違ちがいをするなっ！」

　少年は怒ど鳴なりつけてから、苦しげに声を絞しぼり出す。

「誰だれが好きでこんなこと……っ！」

「あれ？　違ちがうのかい？　それじゃあ渡わたしてくれるよね？」

　少年が嫌いやだと答えると、男は肩かたを竦すくめた。

「その遺体を引き取るのが私の仕事なんだ。だからぼうやには渡せない」

「……俺には、必要なんだ」

「ぼうやに必要なのかい？　それとも、隣にいる彼かい？」

　少年は青い瞳ひとみの収まる目を大きく見開き、男に向けた刀を握にぎり直した。

　黒衣の男はにんまりと笑ったまま、言葉を続ける。

「ま、どっちでも構わないさ。私はお客を選ばない」

「客……？」

「ぼうやがその遺体の料金を支し払はらうのなら、その遺体を売ってあげるってことさ。必要とあらば今後も、ね。安くはないけど、ピチピチの死体をご用意するよ。どうだい？」

　サングラスの奥で笑いながら、男はまるで食材のことでも話しているかのような陽気な口調でそう言った。

　呆ぼう然ぜんとする少年を後ろに押しやり、紅い瞳の男が言った。

「お前……何者だ？」

「私は葬そう儀ぎ屋。哀あわれな魂の請負人さ」

　そう嘯うそぶいて、黒衣の男は恭うやうやしく一礼した。
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　　第一章　伝説と今




　劇場内の音を漏もらさないために固く閉ざされていた扉とびらを、茶ちや髪ぱつの少年が勢いよく開いた。幕が下りるまで、まだ半分以上の時間がある。客が出て来るとは思わなかったのだろう、ぼんやり立っていた警備の男が驚おどろき顔でこちらを見た。

　警備の視線を無視し、少年──イトは目の前にある大きな背中を外に押し出した。その広い肩かた幅はばが笑いで震えている。危なげなく劇場前の階段を一段飛ばしながら降り、サブナクは黒っぽい紅色の髪かみを搔かき上げて、ようやく笑いを収めて息をついた。

「あー、笑った笑った」

　サブナクの前に回り込み、イトは深い青色の瞳に怒いかりを宿して彼を怒鳴りつけた。

「っの、バカ！　あんな大声で笑う奴やつがあるか！」

　上演されていた演目は『聖戦士の伝説』──五千年前、人類を滅めつ亡ぼうに追いやったという大だい悪あく魔まを、聖職者レガートと戦士スラーが倒し、封ふう印いんしたとされる伝説を演劇にしたものだ。今やこの教皇国家フロレンシアでこの伝説を知らない者はいないだろう。宗教的な意味合いも込めているため、この国が信しん仰こうするフィオリ教会も少なからず出資しており、どこの劇団も定期的に上演している。国民から愛されている定番人気の演目である。

　それを開始五分で笑い出したのが、イトの隣にいる男だった。何度か笑いを堪こらえようとしていたが、役者が台詞せりふを言う度たびに吹ふき出し、とうとう笑いが止まらなくなった。周囲の刺とげ々とげしい視線に耐たえられず、イトはサブナクを引きずって劇場を出て来たのであった。

　人類を滅亡に追いやった大悪魔、サブナク。もはや彼は死んだものとされているが、イトの隣で笑っているこの男こそ、その大悪魔だった。五千年の時を経へて、イトが封印を解いたのが十年前。それ以来、イトはサブナクの悪魔の力を借りながら、サブナクの『あるもの』を探し続けている。

　彼は黙だまっていれば女性が寄ってきそうな顔を歪ゆがめて、再び笑い出した。

「ンなこと言ったってよ、真実知ってる奴が観みたら笑うしかねえよ」

「真実知ってる奴なんか、お前以外にいないんだよ……っ！」

「いるだろー、俺の隣に」

　片頰ほおを歪めてニヤリと笑い、サブナクはイトの肩に腕うでを乗せた。イトは近づいてくる紅い両目を睨みつけると、重い腕を払はらってふいと顔を背そむけた。

「じゃあ訊きくけど、本当に聖戦士なんていたのか？」

　目だけを向けるイトに、サブナクはわざとらしく肩を竦める。

「さぁな。俺に向かってきた奴なんざ、ごまんといたからな。いちいち覚えてねえよ」

「……お前の記き憶おくなんかあてにならないじゃないか」

「どういう意味だコラ」

　ぼそりと呟つぶやいた声が聞こえたのか、サブナクの声に怒りが混じったが、イトは無視して歩き出した。まだ劇は半分以上残っていたが、劇場に戻もどる気にはなれなかった。ほぼ無む駄だになってしまったチケットをポケットから出し、イトは隣を歩くサブナクを見上げた。

「そういえばこのチケットどうしたんだ？　お前が買うわけないし、誰かにもらったのか？」

「おう。賭かけに勝ってよー、金の代わりにもらっ──」

　サブナクの言葉の後半は不自然に消えた。イトはその場で高く跳ちよう躍やくし、揃そろえた両足の靴くつ底ぞこをサブナクの横っ面つらに叩たたきつけていた。サブナクの長身が道みち端ばたにどっと倒れる傍かたわらで、イトがとん、と軽かろやかに着地する。

　道行く人々がこちらを振り返ったが、イトは怒りでそれどころではない。倒れたサブナクを気き遣づかって声が掛けられようとしたところで、彼は勢いよく起き上がった。その顔には悪魔に恥じない凶きよう悪あくさがあり、彼を心配した人々が一いつ斉せいに遠ざかっていった。

「何しやがるクソガキ！　首が折れるだろうが！」

　サブナクは首を撫なでながらイトに怒鳴りつける。彼の首には、茨いばらのような傷きず跡あとがぐるりと一周している。

　人々が遠巻きになるほどのサブナクの形相に、イトは真っ向から対立して彼を睨みつける。

「いっそ折れてしまえ！　何しやがるはお前だ！　またしょーもない賭け事しやがって！　俺が何のためにフロムヘヴンになったと思ってんだ！」

【フロムヘヴン】とは、フィオリ教会のエクソシスト部隊のことだ。魔ま物ものの討とう伐ばつを専門とする戦せん闘とう員として、イトは教会に所属している。

　イトの怒ど声せいを聞いて、サブナクはわざとらしい照れた笑みを浮かべ、イトの肩に手を置いた。

「俺のためだったな」

「金のためだ！」

「その金も、結局は俺のためだろ？」

　嬉うれしそうなサブナクにイトは一度言葉を詰つまらせたが、すぐに言い返す。

「そう思うならなおさら無む駄だ遣づかいするな！　あれだけ賭け事するなって、俺言ったよな!?　これだからお前の記憶力はあてにならないんだよ！」

「そこは記憶力関係ねえだろ！」

「何回負けてもまたやるだろ！　お前よりその辺の野の良ら犬いぬの方が記憶力も学習能力もあるんじゃないか!?」

「ンだと！　お前こそ子こ猫ねこみてえなツラしてるくせにどうしてそう可愛かわいげがねえんだ！」

「誰が子猫だオッサン！　それこそ今まったく関係ないだろ！」

　今にも殴なぐり合いに発展しそうなイトとサブナクの周りからは、止めた方が良いのかと戸と惑まどう声がしていたが、次し第だいに喧けん嘩かを囃はやし立てる声に変わってきた。

「何だ？」「喧嘩じゃねえか？」「頑がん張ばれ少年！」「やっちまえー！」

　好き勝手なことを言うギャラリーを振ふり返り、サブナクが低い声で怒ど鳴なった。

「うるせえぞ外野！　だだの痴ち話わ喧げん嘩かだ馬ば鹿か野や郎ろう！　観戦したきゃ見物料払はらえ！」

「誰だれと誰が痴話喧嘩だーっ！　馬鹿野郎はお前だ！」

　イトはサブナクの顎あごに拳こぶしを叩きつけると、教会の方向へと歩き出した。

「ってえなクソガキ！　──ん？　何だ、帰んねえのか？」

「アインザッツ司教に呼ばれてるんだよ」

　とは言っても、演劇を見てから訪ねる予定だったので、時間はまだ十分すぎるほどある。

「ああ？　聞いてねえぞ」

「劇場入る前に言っただろ！　──というかお前はついてくるなよ！」

「いいじゃねえか。イッちゃんが背のことで虐いじめられてねえか心配なんだよ、おにいさんは」

「斬きるぞオッサン！」

　結局二人は連れだって、街の中心にあるアスセナ教会へと向かっていった。
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　イトが司教室のドアをノックする。返事が返ってくる前に、サブナクが扉を開けた。

「おう、いるかー？　花はな咲さか腹黒神父サンよー」

「腹黒くはないだろ」

　イトはサブナクの脇わき腹ばらを刀の柄つかで小こ突づく。

　司教室では、長い銀ぎん髪ぱつを後ろで束ねた男が長なが椅い子すに座っていた。雪のように白い肌はだに、眼鏡を掛かけた穏おだやかそうな男──アインザッツは、銀色の瞳ひとみを細めてにこりと微笑ほほえむ。

「？　ハナサカハラグロさんはおられませんが、私はおりますよ」

「お前のことだ。名前じゃねえよ」

　嫌いやみも通じないアインザッツに、サブナクが嫌そうな顔をした。そして視線を彼の隣となりへ移し、その顔に嫌けん悪お感かんを増ぞう幅ふくさせた。サブナクが鋭するどく睨にらむ先には、アメシストに似た紫むらさきの瞳が、同じようにサブナクを睨んでいた。

「何であんたまで来るのよ」

　アインザッツの隣には、絵画に描えがかれた女め神がみのような美び貌ぼうを持つ女性──パルティータがいた。少しウェーブのかかった長い飴あめ色いろの髪を苛いら立だたしげに搔き上げる。ロリポップを咥くわえた唇くちびるが、挑ちよう戦せん的に吊つり上がる。

「こんなところにいないで、さっさと土に還かえったらどうかしら、生首悪魔サン？」

「お前こそ神の子ならさっさとカミサマとやらのとこへ帰ったらどうだ、エセ聖女サマよ？」

　パルティータは、この世でただ一人の【神の子】──女性の場合は【聖女】と呼ばれる──という神聖な存在であり、桁けた外はずれの法力を持っていた。

　悪魔と聖女。その正反対の性質以上に二人は互たがいを敵視し、顔を合わせれば殺し合いでも始めそうな剣けん吞のんな空気を漂ただよわせる。今日もまた殺気を放出しながら睨み合うサブナクとパルティータに諦あきらめのため息をつき、イトはアインザッツに向き直った。そしてふと彼の膝ひざに淡あわい金色が見えて、視線を下げた。そして表情を硬かたくする。

「アインザッツ司教……そ、ソレは……」

　座ったアインザッツの膝には、淡い色の金きん髪ぱつが広がっていた。顔の造作が整いすぎていて男女の区別がつかない人物が、無防備な寝ね顔がおを晒さらしている。

　一見天使のような美貌を持ったその人物──プロケルは、実はサブナクと同じ悪あく魔まである。しかしアインザッツの傍そばを離はなれようとせず、今も平気でこの教会に居着いていた。

　イトはアインザッツの膝で眠ねむるプロケルを指さし、恐おそる恐る尋たずねた。

「アインザッツ司教、いいんですか……？」

「？　何がでしょう？」

　もはや日常となっているのか、アインザッツは笑えみを崩くずさないまま首を傾かしげた。色々と突つっ込みたいところはあったが、何から言おうか迷っていると、先にアインザッツが声を掛けてきた。

「お早いお着きですね。用事は済んだんですか？」

「あ、はい。時間があったので来てみたんですが、もしお忙いそがしいなら、後でまた来ます」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。みなさんお揃いですし、ちょうどよかったですね」

　アインザッツは椅い子すに座ったままテーブルに広げていた書類を集め始めた。膝が動いたせいか、プロケルがふと目を開けた。薄うすく開いた瞼まぶたの向こうには、夕ゆう陽ひに似た色の瞳がある。

「おや、起こしてしまいましたねプロケル。おはようございます。よく眠れましたか？」

「ん……おは、よ……？」

　プロケルは目を擦こすり、何度か瞬まばたきを繰くり返してから起き上がった。顔に掛かる髪かみを搔かき上げながら、プロケルは今まで頭を預けていたアインザッツの膝を見下ろした。

「あ……ごめんなさい。僕、いつの間にか寝ねてて……」

「ああ、膝のことですか？　謝ることはありませんよ。私のすべてはあなたのものですから」

　アインザッツが笑ってプロケルの頭を撫でると、プロケルはまた眠そうに目を細めた。

「おいイト。何言ってんだあの花咲神父は」

「俺に訊きくなよ……」

　アインザッツとプロケルを見て、サブナクがイトに尋ねてきたが、イトも答えようがなかった。

　その時ふと、イトはこちらを後ろにした長椅子から足が飛び出していることに気付いた。長椅子を覗のぞき込むと、見覚えのある身体からだが俯うつぶせに倒たおれている。

「……レント？　何してるんだ？　寝てるのか？」

　短く切った明るい色の金髪は乱れ、神父服はところどころ擦り切れて汚よごれていた。レントは俯うつぶせのまま、ぼそぼそと力のない声を発した。

「イト、僕は……僕はもう、ダメだ。今までありがとう。僕が死んだら代わりにイトがこの教会の爽さわやかアイドル担当になってね……」

「断る。──一体どうしたんだよ？」

　弱々しい声で遺ゆい言ごんのような言葉を呟つぶやくレントに冷たく返し、イトは彼の顔を見つめた。

　いつもは元気な少年──レントはぐったりした顔で笑いながら起き上がった。深緑の瞳が、どこか虚うつろだ。

「ここ最近、姐ねえさんが稽けい古こつけてやるって言って、弓の練習と体力作りでしごかれてて……助けてイト！　このままじゃ僕のガラス細工のように繊せん細さいな身体がボロボロに──あ痛っ！」

　イトに縋すがり付いてきたレントの頭を、パルティータの拳が小突いた。

「泣き言言ってんじゃないわよヘタレント。あんたが目指すのは武ぶ闘とう派は神父よ！」

「もうヘタレントでいいですよ～！　僕じゃフロムヘヴンになんてなれっこないし……ていうかなりたくないし。僕は普ふ通つう派平へい凡ぼん系神父でいいんですー！」

「あん？　私の決定に文句があんの？　いいわよ、拳で聞かせてみな」

「何で会話が肉体言語限定なんですかぁっ！」

「おお、なんだそれ。面おも白しろそうだな。俺も混ぜろや」

「いやあああああ！　イト助けて！　あの二人の肉体言語なんて冗じよう談だんじゃなく死んじゃう！」

　ボキボキと指を鳴らすパルティータとサブナクに、レントは本気で命の危険を感じているらしい。震ふるえる腕うででイトに抱だきついてきた。イトはため息をつき、レントの身体を押し退のけた。

「同情はするけど、鍛きたえといて損はないだろ。ここにいる限り、これからも魔物と戦う機会は必ずあるわけだし」

　イトがそう言うと、レントは情けない顔を引き締しめて硬い声で言った。

「それはわかってるよ。だから僕も強くはなりたいと思ってる。……わかってるけどさぁ！　何で僕だけ特別メニューなんですかぁ！」

　涙なみだ目めになったレントがパルティータに叫さけぶと、彼女はしれっと答えた。

「面白いから。──あ、間ま違ちがえた。あんたに期待してるからよ、レント」

「せめてちゃんと建前で通してくれないと、僕の小鳥のハートが壊こわれちゃいます……っ！」

　パルティータの噓うそ臭くさい笑顔を見て、レントは顔を覆おおった。指の間から大量の涙が零こぼれている。

「で、アインザッツ。話があるってのはいいけど……こいつに聞かせて良いわけ？」

　アインザッツに向き直ったパルティータがそう言って、ロリポップでサブナクを指した。彼女の言うことはもっともだ。イトはサブナクを扉とびらの方へと押し出す。

「すみません、アインザッツ司教。すぐ追い出します」

「ンなつれねえこと言うなよイッちゃん。茶ぐらいは飲ませろ。おら、さっさと淹いれて来い」

「図ずう々ずうしいんだよお前は！　さっさと帰れ！」

「サブナクさんなら構いませんよ。と、いうより、またお願いすることになってしまうかもしれません」

　アインザッツの言葉に、イトはサブナクから手を離して振り返った。

「どういうことですか？」

「今からお話しします。──それと、イトくん」

　アインザッツは穏やかな笑みのまま、改まってイトを見つめた。

「私はもう司教ではありません。どうぞ、アインザッツとお呼び下さい」

「あ……そ、そうでしたね」

　アインザッツはこの教会の司教だったが、先日自らその任を降りた。彼自身は神父も辞やめる気でいたのだが、アスセナ教会にいる者達の嘆たん願がんと、パルティータのお願いという名の脅おどしによって、彼は一人の神父としてこの教会に留とどまることになった。新しい司教が決まるまで、副司教が代理として司教の任に就ついている。しかし司教としての仕事は多忙で、今もアインザッツが司教室にいることは多かった。

　任を降りたとは言え、慣れ親しんだ名をすぐに呼び捨てにすることも出来ず、今も大たい抵ていの神父達は「アインザッツ司教」と呼び続けている。

「……司教を辞めなきゃ、いけなかったんですか？」

　レントがぽそりと、アインザッツを見て言った。イトも同じ気持ちでアインザッツを見つめる。彼は穏やかな笑顔で、自分の左手をそっと撫なでた。その手は白い手て袋ぶくろに覆われていた。

「……私は悪魔と契けい約やくしましたから。本来なら、教会を去らねばならない身でしょう」

　静かな声だが、彼の表情に迷いや後こう悔かいはなかった。

「未いまだこうして教会に留まること自体、罪深い行こう為いなのでしょう。ですが、まだ私を必要として下さる方がいるのなら、そのために尽じん力りよくしようと思います」

「当たり前よ。あんたの力をそう簡単に手放してなるもんですか」

　パルティータがそう言うと、アインザッツは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。その笑みにパルティータは呆あきれた顔で肩かたをすくめる。

「さっさと任務の内容を話しな」

「そうしましょう。その前に、お茶を淹れましょうね」

　アインザッツはのんびりとそう言って、奥の部屋へ引っ込んでいった。

「悪魔と契約しても相変わらずだな、あの花畑はよ……」

　マイペースなアインザッツに、イトの隣となりでサブナクが嫌いやそうに呟いた。







　全員に紅茶とお菓か子しを用意したところで、アインザッツはようやく任務内容を話し始めた。

「今回の依い頼らいされた任務は、ここより北西部の街にある、神父を養成する学園、聖カルファーノ学園の調査と警備になります」

「調査と、警備？」

　イトが繰り返すと、アインザッツは頷うなずいて答えた。その瞳ひとみが一いつ瞬しゆん、サブナクに向いた。

「学園周辺で魔ま物ものの出現率が高くなっているんです」

　サブナクの目が鋭するどくなるのをイトは横目で確かく認にんしてから、アインザッツに視線を戻もどす。

「それは、最近のことなんですか……？」

「元々はそれほど魔物の出現率は高い地域ではありませんでした。ですが……」

「十年前から、その頻ひん度どは上がってる……ですか？」

「明確な記録はありませんが、魔物が多くなってきたのは、ここ十年のことのようです」

　恐おそる恐る尋たずねたイトに、アインザッツは曖あい昧まいに頷きながらもそう言った。

　十年前──サブナクの封ふう印いんが解かれた時期と重なっている。

　つい一ヶ月前にも、このような状じよう況きようの街を訪おとずれ、そしてサブナクの『探し物』の一部を見つけた。似たようなこの状況を見み逃のがす手はない。サブナクを一いち瞥べつすると、その口元が笑っていた。

　少しばかり早く脈打つ心臓に落ち着けと言い聞かせ、イトは冷静に問う。

「こう言ってはなんですが、何故なぜアスセナにいる俺達にそんな任務が？」

「そこの学園の教師をしている方と、私が懇こん意いにしておりまして」

「？　誰だれよ？」

　パルティータも知らないらしい。アインザッツはどこか嬉しそうに彼女に笑いかけた。

「行けばわかりますよ、あなたも知っている方ですから。それから、聖カルファーノ学園は、約三週間後に創立祭を控ひかえています。今年は創立二百年という節目の年で、学外からもたくさんの方が見に来られますから、中止や延期は難しいんです」

「その創立祭まで警備しつつ、魔物の発生原因を探さぐる……ってことですか？」

　レントの問いに、アインザッツが頷く。するとレントは少々困ったような顔をして、自分の顔を指さした。

「……えーっと、僕も、ですか？」

　レントは弓の腕は立つが、普通の見習い神父であって、対魔物専門のエクソシスト部隊である【フロムヘヴン】ではない。力不足ではないかと、その目が不安そうに揺ゆれている。

「それは……」

　アインザッツの目がレント、そしてイトを見つめた。

「アインザッツ」

　パルティータが咎とがめるような視線を向けると、彼はいつも通りの笑え顔がおで頷いた。

　アインザッツとパルティータの言動が妙みように気になり、イトは問い質ただそうとした。しかし次にアインザッツの口から発せられた言葉に、その疑問はどこかへ消え去ってしまった。

「イトくんとレントくんには、学園の生徒として頑がん張ばってもらおうと思います」

「なっ……！　ど、どういうことですか!?」

　予想もしていなかった言葉に、イトは思わず立ち上がって絶句した。

「魔物が集まるだけでなく、学園内で魔物の声が聞こえるなど不ふ審しんな出来事も起きているようですので、それの調査も依頼されているんです。生徒の方が自然に調査出来るでしょう？」

「で、ですがアインザッツ司教、俺、学生なんて……！」

「いい経験になると思いますよ」

　戸と惑まどうイトに、アインザッツはにこにこしたまま答える。どう言葉を続けて良いものかと考えていると、アインザッツはさらに言葉を続けた。

「私とパルティータは教師として赴ふ任にんすることになります」

「「誰が教師だって!?」」

　驚きよう愕がくの声を上げたイトとサブナクの視線がパルティータに向かう。パルティータは舐なめていたロリポップを嚙かんで睨にらんできた。構わずサブナクが声を上げる。

「こいつが教師なんざ、無む謀ぼうすぎるだろ！　ちったぁ考えろ！」

「何ですってクソ悪あく魔ま」

「でもさ、イト、サブナクさん。姐ねえさんがシスターだって知った時よりは、驚おどろきは少なくない？　僕も姐さんがシスターだって知った時は人生で一番びっくりし──」

「……レント？」

　パルティータは女め神がみの微笑みと題されそうな笑顔で、真っ青になって逃にげようとしたレントの襟えり首くびを摑つかみ、両の拳こぶしで彼の頭をぐりぐりと締めつける。

「ホーント、そういう度胸だけは合格よねえ、あんた」

「すいませんつい！　悪気はないんですって！　痛い痛い頭割れるううう！　イト助けて！」

　悲鳴を上げるレントに助けを求められたが、生憎あいにくパルティータから助けられるほど、イトは強くはなかった。内心でレントに謝りながら流し、イトはアインザッツに視線を向けた。

「アインザッツ司教も、ですか？」

「はい。知り合いの方が私の身体からだを気き遣づかって下さいまして。ここアスセナでの仕事より、教師の方が体力は使わないから、と……。私はもうなんともないのでふがにぇ……」

　アインザッツの言葉の後半が不ふ明めい瞭りようになる。彼の白い頰ほおをパルティータが引っ張り上げていた。代わりに解放されたレントは、長なが椅い子すに突つっ伏ぷしてうんともすんとも言わない。

「あんたねえ……そう言って無む茶ちやして悪化したことが何度あったか言ってみなっ！　あんたのそういうとこだけは信用しないわよ！」

　パルティータが怒ど鳴なると、長椅子の上で足を抱かかえてうとうとしていたプロケルが身じろぎした。そしてぱちりとはっきり目を開けると、窓に駆かけ寄った。

「プロケル？」

「……来る。あっちから、たくさん」

　プロケルはアインザッツにそれだけを言うと、窓を開けてそこから外へと駆けだした。アインザッツは室内を振ふり返る。

「魔物のようです。みなさん、すぐに出られますか？」

「アインザッツ、あんたはまだ戦せん闘とうは禁止よ。ついてきたらぶっ飛ばすから」

　パルティータはアインザッツを指さしてきつく言いつけると、部屋を出た。その後をレントが追う。

「ま、待って下さい姐さん！」

　遠ざかっていくヒールの音を、イトもレントと共に追おうとしたが、不意にサブナクに腕うでを摑まれた。

「？　何だよ？」

　サブナクを見上げたイトの背後から、レントの声が聞こえてきた。

「イトー？　どうしたの？」

「先に行ってろ」

　立ち止まってこちらを振り返るレントに答えてから、イトはサブナクを睨みつけた。

「おい。何なんだよ、サブナク」

　サブナクはイトではなく、アインザッツを見ていた。その視線に倣ならい、イトも彼の優やさしげな顔を見た。

「何で悪魔であるプロケルをまだここに置いてやがる？　さっさと魔ま界かいに帰せ」

　サブナクの言葉に、アインザッツは困ったように微笑む。

「それが、こちらで魔物を倒たおして魔ま力りよくを集めると仰おつしやっているんです」

「魔物を……？　それで、魔力が集まるんですか？」

「ええ。どうやらフォルネウスさんが、私との契けい約やく前に、プロケルの身体の構造を変えたようなんです。魔物を倒すことで、魔力をプロケルの身体に蓄たくわえることが出来るようになったと仰っていました」

　アインザッツの口から出た名前に、サブナクの目が鋭するどく細められた。イトもついアインザッツから顔を逸そらす。

　アインザッツはその身に、フォルネウスという悪魔の魂たましいを宿し、彼と契約を交かわしていた。フォルネウスはイトともサブナクとも因いん縁ねんのある悪魔だったが、今はアインザッツとの契約によりイトの前に現れることは出来ない。アインザッツの左手には、フォルネウスと契約した証あかしである、銀色の痣あざがあった。今は手て袋ぶくろの下に隠かくれているその痣を撫なで、アインザッツはその笑みを弱くする。

　しかし、もう終わったことだ。イトとアインザッツには何の因縁もない。彼はイトの上司で、仲間だった。

　イトは普ふ段だん通りにアインザッツを見上げた。

「行ってきます」

　アインザッツは一度安あん堵どしたような表情になり、穏おだやかに笑った。

「お気を付けて」
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　イトはアスセナの街を駆け抜ぬけ、郊こう外がいへと出た。街に魔物は侵しん入にゆうしていないようだ。

　アスセナは比ひ較かく的てき新しい街で、外に出れば開かい拓たく前の山や平野が広がっている。街から北側にある一ひと際きわ大きな平野に、魔物であろう大きな群れが迫せまって来ていた。そしてそれを食い止める、神父達の影かげ。その中で一際目立つのはパルティータとプロケルの姿だった。

　異常に発達した腕と、その爪つめを持つトカゲのような魔物をプロケルが睨んだ。狙ねらいを定めたようだったが、その魔物は純白の光──法術によって消された。

　法術を使った人物を、プロケルは不満そうな顔で振り返る。

「消さないで。僕が倒すんだから」

「あら、何のことかしら？」

　プロケルがパルティータを見つめると、彼女は惚とぼけて笑った。

　少し離はなれたところで弓を引いているレントを見つけ、イトは駆け寄って声を掛かけた。

「悪い、遅おくれた。何ともないか？」

「平気平気ー。姐さんがほとんど倒しちゃうから」

　レントはそう言って笑った。そのすぐ後ろで、倒れていた魔物が動いた。

「レント！」

　イトはレントを突き飛ばすと、向かってきた魔物の爪を腕ごと斬きり飛ばす。耳みみ障ざわりな悲鳴を上げ、魔物は狂くるったようにもう片方の腕をイトに向けた。攻こう撃げきを弾はじきながら、急所を探さぐる。

「イト！」

　今度はレントが緊きん迫ぱくした声を上げた。イトも視界の端はしに魔物が迫ってくるのを捉とらえたが、刀は目の前の魔物の爪を防ぐのに精せい一いつ杯ぱいだった。

（しまった……！）

　トカゲのような魔物の、無数の牙きばの生える口が、腕に嚙みつく。肉が嚙み切られる音がした後、ごき、と硬かたい音がした。骨の砕くだかれる音だ。

　魔物の爪を防ぎながら、イトは背後を一いち瞥べつする。──イトの身体を覆おおい隠すようにして、自分の腕を嚙ませたサブナクを。

「サブナク……！」

「何してやがる。戦いの最中にぼーっとしてんじゃねえぞ」

　厳しい声のサブナクに何か言い返す前に、イトは目の前の魔物の隙すきを見つけて腕を斬り捨て、胴どうを貫つらぬいた。振り返ると同時に、サブナクの腕に食いついた魔物に刀を振り下ろす。頭と胴体が離れると、サブナクの腕に嚙みつく力も失うせ、魔物の頭がどさりと地に落ちた。

　イトはそれを確かく認にんすることもなくサブナクの腕を見た。彼の腕は肉だけではなく骨も砕かれ、辛かろうじて繫つながっている状態だった。イトは舌打ちしながら上着を脱ぬぎ、サブナクの腕に覆い被かぶして隠した。

　イトは迫ってきた魔物を警けい戒かいしつつ、サブナクにほとんど答えのわかっている問いを向けた。

「……その腕、治せるか？」

「一時的ならな。長くは保ちそうにねえ」

　現在首だけであるサブナクの身体は、ある一部分しか見つかっていない。そのため彼は、死体の身体と首を繫げて形を保っていた。

「それより俺に言うことがあるだろ、イッちゃん？」

「……は？　何を」

「助けてくれてありがとうございます、サブナク様！　かっこいい！　大好き！　……ぐらいは言ってもいいんだぜ？」

「腕を嚙かまれたと思ったけど、重傷なのは頭の中だったか」

「どうしてそう可愛かわいくねえんだ、お前は──っと」

　サブナクが迫ってきた魔物を蹴けり飛ばし、その首をイトが刀で刎はねる。

「……まぁ、確かに、助けられた」

　イトはサブナクの腕を見ると、嫌いや々いやながら認めた。

「で？」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ニヤニヤと笑うサブナクの顔面を殴なぐり飛ばしたい衝しよう動どうを必死で抑おさえる。

「お前が礼を言いたくないことはわかってらぁ。俺も感謝の言葉なんていらねえよ」

　てっきりここぞとばかりに恩に着せるつもりだと思っていたため、イトはサブナクのその言葉に驚おどろいて彼を見上げた。しかしサブナクの顔から意地の悪い笑えみは消えていない。

　サブナクは屈かがんで、イトの耳元で囁ささやくように言った。

「礼は形で返すのが望ましいと思わねえか？」

　サブナクが何を求めているかはわかっている。わかっているが、イトが今それをサブナクに提供する気はなかった。サブナクの顔を押し返し、イトはきっぱりと言った。

「断る。──あいつに、頼たよるしかないか」

　そう呟つぶやいてから、イトはサブナクを見上げる。

「とにかく、他ほかの神父に気付かれる前に帰れ」

「おにいさんがいなくても大だい丈じよう夫ぶかぁ、イッちゃん？」

　馬ば鹿かにした言い方に怒いかりを覚えるが、助けられたばかりである。むすりと黙だまったままイトが頷うなずくと、サブナクは笑いながら立ち去っていった。

　イトは一人、大きくため息をつく。

（これでまた貯金がなくなる……）
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　すっかり夜も更ふけているが、サブナク行きつけの酒屋は、まだうるさいほどに賑にぎわっていた。

　酒屋でイトは電話を借りた。家から持ってきた一枚の名めい刺しを片手に、その番号にダイヤルを回す。

　しばらくすると受話器から聞き知った男の声が聞こえてきた。

『はいはーい。こちら、あなたの心に安らぎを！　新しん鮮せん丁てい寧ねい、葬そう儀ぎ屋さんでーす』

「……親切はないのかよ」

　胡う散さん臭くさい言葉の羅ら列れつにイトが呆あきれた言葉を放つと、電話の向こうから三秒ほど沈ちん黙もくが流れてきた。イトが口を開きかけたところで、ようやく声が聞こえた。

『その面めん倒どう臭くさそうなツッコミと、わざと低くしている感のある声はまさか……ぼうやかい!?』

「変な言い掛かりすんな！　あとぼうやはやめろ！」

　思わず怒ど鳴なってしまったイトに、店内の目がこちらを向いた。イトは内心慌あわてたが、何事もなかったかのように電話に向かって声を潜ひそめた。

「──頼たのみがあるんだ、ネウマ」

　イトがそう言うと、受話器の向こうで男──ネウマは少しだけ間を空けてから言った。

『いいのかい、ぼうや？　確かに私は性格も顔もスタイルも良い上に、ちょっとお金を持っていて、しかもミステリアスな魅み力りよくがある。しかし、しかしだよ？　私は裏社会に生きる男だ。ぼうやとは同じ気持ちだが、ぼうやを危険な目に遭あわせてしまうかも──』

「おい待て。何の話だ」

　受話器から次々に流れ出てくるネウマの言葉を遮さえぎり、イトが尋たずねる。彼はきょとんとした声を返してきた。

『え？　愛の告白じゃないのかい？』

「本気でそう思ってるんなら、耳と脳のう味み噌そ取り替かえて来い！　あんたなら簡単だろ」

『そんな……っ！　ぼうやとイチャイチャ出来る機会がようやく巡めぐってきたと思ったのに！』

「そんな機会は一生ない。来世でもない」

　イトが最大限冷たい声でそう言うと、ネウマは笑いを滲にじませて言葉を続けた。

『冷たいなぁ。でもそこがぼうやの魅力だよね。とまぁ、遊びはこの辺にしてと。──身体からだの調達、だね？』

「それ以外であんたに用なんかない」

　葬儀屋などと名乗っているが、その実態は身寄りのない、またはワケありの死体を引き取り『斡あつ旋せん』する業者だ。その点、イトとサブナクは彼にとって良い顧こ客きやくだった。

　ネウマは初対面から、サブナクの身体が死体であることを見み抜ぬいていた。以前、何故なぜ死体とわかったのかと尋ねたことがある。すると彼はあっさりとこう答えた。

「身体の色や匂においや音かな。動いているとはいえ、生体じゃないからすぐわかる。ああ、心配しなくていいよ。長年死体ばかり扱あつかってる私だからわかることだ。他の人にはバレやしないさ」

　胡散臭い。イトがさらにそう思った瞬しゆん間かんだった。

　受話器の向こうから楽しげな声が聞こえ、イトはその声に意識を向け直した。

『可愛い可愛いぼうやのお願いなら、上等なのをお届けにあがるよ！　今ならネウマおにいさんとのデート権もサービスするよ！』

「いらない」

　短く冷たく拒きよ否ひして、イトはさっさと届け先を伝えた。

　イトが届け先を言い終わると、ネウマはさらに上じよう機き嫌げんな、しかしどこか鋭するどさのある声で付け足した。

『もちろん、お金は用意しておいておくれよ？』

「わかってるよ……」

『今回も値切らないからね～？　あ、デートしてくれるなら考えなくも……』

「じゃあな！」

『ああっ！　待ってくれぼうや！　冗じよう談だんじゃないか。久しぶりなんだから、もう少し可愛い声を聞かせてくれてもいいじゃ──』

　用件は終わった。まだネウマは何か言っていたが、イトが受話器を置くとその声も強制的に途と切ぎれた。

「……くそっ」

　首のない死体一体の値段は膨ぼう大だいな額になる。イトは財さい布ふを握りしめ、小さく舌打ちした。
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　聖カルファーノ学園はアスセナから北西部にある街、ロートゥスの中心にあった。

　広大な敷しき地ちの中に、校舎をはじめとして校庭、講堂、図書館、礼拝堂などその他施し設せつと、そして一部の生徒達が過ごす学生寮りようがあった。イトとレントはこの学生寮に入ることになっている。教師として赴ふ任にんするアインザッツとパルティータ、名目上は学園の警護としてついてきたサブナクとプロケルも職員寮に入るということだった。

　どこまで続いているのかというほど長い塀へいからは、落ち着いた白しら壁かべの校舎が見えた。

「なんか、教会と似てるな」

　そう言うと、アインザッツが元々は教会だったということを教えてくれた。

「今も時々、教会として使うこともあるそうです。卒業生の結けつ婚こん式などは、ここでされているそうですよ。ですが、あくまでここは学校として造り替かえられた場所ですので、教会は別の場所に新しく建てられたんです」

　校門から敷地内に足を踏ふみ入れ、校舎に向かって歩いていると、先ほどから妙みように辺りを気にしていたサブナクがぴたりと足を止めた。

「……サブナク？　どうしたんだ？」

　サブナクはイトではなく、アインザッツを見て言った。

「おい、花畑神父。この辺りを警備するんだったな」

「ええ、そうお願いしようかと……」

「なら俺は勝手にやる」

「あ、おい！　サブナク！　勝手なこと……！」

　イトが勝手に歩き出したサブナクに追いつき、その腕うでを摑つかむと、煩わずらわしそうな目で見下ろされた。むっとするイトに、サブナクは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま身を屈め、イトにしか聞こえないような小声で言った。

「……身体の気配が近い」

　イトは目を瞠みはる。学校内を睨にらむように見み据すえるサブナクの目に、冗談の色はなかった。

「この、街にか……？」

「さっきまでは気のせいかと思ってたんだがな。──奴やつらがついて来ると面めん倒どうだ。目星は付けておく。あとは何とかしろ」

　サブナクは早口でそう言うと、頷くイトを見ることもなく歩き出した。その歩ほ幅はばがいつもよりもわずかに広い気がした。

　イトが戻もどると、アインザッツが少しばかり心配そうな顔をしていた。

「イトくん、サブナクさんは……？」

「何か気になることがあるみたいで……すみません。あとできつく言っておきます」

「……拳こぶしで？」

　ぐっと拳を握にぎって言ったイトに、レントが苦く笑しようしながら訊きいた。当然だとイトは頷うなずく。

　イトの言葉に、アインザッツは特に疑う様子もなく微笑ほほえんで頷いた。

「気になることねえ……何かしらね？」

　挑ちよう戦せん的なパルティータの笑えみに、イトは「まぁ、サボるだけかも」ととぼけて顔を逸そらした。パルティータがいる場所で余計なことは言わない方が良いだろう。

　手入れされた道を歩いて行くと、昇しよう降こう口の前に若い背の高い男が一人立っていた。男はこちらに気付くと、軽く手を上げた。

「げっ……！」

「姐ねえさん？」

　呻うめき声がして、ヒールの音が止まる。振ふり返ると、パルティータが苦い顔で立ち止まっていた。そんな彼女には気付いていないのか、アインザッツは男の前へと歩いて行く。パルティータを気にしながらも、イトとレントもアインザッツの後を追った。

　若い男はアインザッツと並ぶぐらいの身長に、整った顔立ちをしていた。神父服をきっちり着ており、両手には白い手て袋ぶくろを嵌はめている。身につけた小物は洒しや落れていて、洗練されたものばかりだ。飴あめ色いろの髪かみもわざと緩ゆるく撫なでつけていた。黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛かけた吊つり気味の目に少々神経質そうな印象も受けるが、こういう男を色男というのだろう。眼鏡の奥の瞳ひとみは、アメシストに似た紫むらさき色いろをしている。──その色を、イトはどこかで見た気がした。

「お待ちしておりました、アインザッツ神父！」

　興奮した様子で、男はアインザッツに詰つめ寄った。その顔は初対面のイトでもわかるほど嬉うれしそうに紅潮している。

「お元気でしたか、フーガ」

「あなたの笑顔を拝見出来たことで、このむさ苦しい男子校で荒すさんだ心は一気に癒いやされました！　まるで暗くら闇やみの荒こう野やに一筋の光が見えたようですよ！　──あ、いや、俺のことより、アインザッツ神父こそ怪け我がの方は平気なのですか？　お辛つらいようでしたら、すぐに仰おつしやって下さい」

「ありがとうございます。もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　フーガと呼ばれた男は、アインザッツに親しげに笑いかけている。やはりその笑みに、イトは既き視し感かんを覚える。

「んー、あの人、どっかで会ったっけ……？」

　胸中で考えた言葉が隣となりから聞こえてきた。見れば、レントも男を見て首を傾かしげている。

「レント。あの人、アスセナにいたか……？」

「ううん。僕は会ったことない……と、思う。だけど、なーんか見たことある気がするんだよね……。イトも？」

　イトは頷いて、再び男に目を向けた。

　アインザッツが振り返り、イトとレントに男を紹しよう介かいした。

「イトくん、レントくん。こちらはフーガ。元は教皇庁の神父でフロムヘヴンなのですが、今はこの学園で教きよう壇だんに立っておられます」

「ご紹介痛み入ります」

　フーガはイトとレントを見もせず、アインザッツに頭を下げた。

「てことは……先生、ですか？」

「ええ。そういうことです」

　レントの問いに頷き、アインザッツはイトとレントを紹介する。

「フーガ、こちらが以前よりお話ししていた弓の名手、レントくん。そしてフロムヘヴンのイトくんです。お二人とも、アスセナ教会の期待の星なんですよ」

「いやぁ……ダイヤの原石だなんて、そんな！」

　レントが大おお袈げ裟さに照れて頭を搔かくと、アインザッツの死角からフーガはレントを睨んできた。その眼光の鋭さに、レントが顔を蒼あおくした。

「何をふざけたことを……。野や郎ろうの分際で、アインザッツ神父の口を煩わせるな」

　フーガはアインザッツに向ける表情から一変して、欠片かけらの興味もなさそうな目で二人を見つめてくる。

「期待の星、ねえ……。まぁ、アインザッツ神父がそう仰るなら、素質はあるのかもしれませんが。──お前ら、アインザッツ神父のために死ぬ気で働いてるんだろうな？　アインザッツ神父の手を煩わせているようなら、タダじゃおかんぞ……！」

　次々と飛んでくる棘とげのある言葉の数々に、イトとレントは半ば呆ぼう然ぜんとして黙だまっていた。

「心配には及およびません。二人ともとってもよく働いてくれますよ」

　アインザッツの言葉に、フーガは嘆たん息そくした。

「こんなガキ共に、優やさしすぎるお言葉です。やはりあなたこそ、神に最も近い存在だ」

　フーガを見据えながらむっとして黙っていたイトに、レントが耳打ちする。

「ね、ねえイト。僕達、あの人に何かしたっけ……？」

「覚えはないな。だから腹が立つ」

　どこかで見た気はするが、彼とは完全に初対面のはずだ。なのに何故なぜこうも見下されなければならないのか。

　フーガはアインザッツから少し視線を外し、また違ちがう種類の笑みを浮うかべた。

「男のことなどどうでもいいのです。それよりアインザッツ神父、彼女は？」

（彼女？　……なのか？）

　パルティータのことかと思ったが、フーガの目はアインザッツのすぐ後ろに向かっていた。そこには校舎を見上げるプロケルの横顔があった。眩まぶしげに細めた目はどこか憂うれいを含ふくみ、プロケルの儚はかなげな美しさを際きわ立だたせる。

　プロケルはフーガの視線に気付いて彼に視線を向けた。首を傾げるプロケルに向けて、フーガは世の女性達が蕩とろけそうな笑みを浮かべた。

「不ぶ躾しつけに見つめてしまって申し訳ありません。あなたのような美しい女性を初めて見たもので、見とれてしまいました……。俺はフーガと申します」

　アインザッツへの尊敬の眼まな差ざしとも、イトとレントへの冷たい眼差しとも違う、熱っぽい目でフーガはプロケルを見つめる。彼は手袋を取ると、プロケルの指先を優しく掬すくい取った。

「本当に……見れば見るほど美しい。まるで天使だ。お名前を教えて頂けますか？」

　プロケルは突とつ然ぜん手を握ってきたフーガに驚おどろいたのか、しばらくぽかんとしていた。しかし瞬まばたきを一つすると、不思議そうな顔でフーガを見上げた。

「ジョセイ？　テンシ……？　多分、違うよ？」

　あまり理解していないような口調でそう言うと、プロケルはフーガの手を握り返し、彼の掌てのひらを自分の胸に押しつけた。その瞬しゆん間かん、フーガの目が大きく見開かれた。

　フーガの手を放し、プロケルは彼から距きよ離りを取った。フーガはプロケルの胸を触さわった手を見下ろした。その手がわなわなと震ふるえている。

「揉もめない……だと……!?」

　フーガは絶望的な表情と震えた声でそう言った。

「まさか、女性じゃない……!?　そんな、この俺が男を女性と間ま違ちがうはずが……！　だ、だが、今のは慎つつしみ深い胸というには平らすぎ……いや、しかし手に触ふれた際の柔やわらかさは男のものではなかった、はず……っ」

　険しい顔で何かをブツブツ呟つぶやいていたフーガは、突然ぴたりと言葉を止めた。そしてきりりとした眼差しでアインザッツとプロケルを見み据すえた。

「わかった。天使だ。天使なんですね！　地上で最も清らかなアインザッツ神父のことです。天使の一人や二人引き連れていたって何らおかしくありません！」

「……この人、ちょっと怖こわい」

　プロケルの言葉を聞いて、イトとレントも大きく強く頷いた。

　プロケルがアインザッツの腕うでをぎゅっと摑つかむと、アインザッツはプロケルの手に優しく触れて、淡あわい色の金きん髪ぱつを撫でた。
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「大丈夫ですよ、プロケル。フーガは優しい方ですから。──フーガ。こちらはプロケル。警備に協力すると言って下さったので、つれてきました。もう一人協力者がいらっしゃるのですが、また次の機会にご紹介しますね」

　フーガは優しくプロケルに接するアインザッツと、彼に寄り添そっているプロケルを見て目を瞠みはり、空を仰あおいで顔面を覆おおった。そしてアインザッツの前まで来ると、蒼い顔で崩くずれ落ちるように膝ひざを突ついた。両手と額を地につけたところで、彼は突とつ然ぜん叫さけんだ。

「申し訳ありません、アインザッツ神父！　俺は、俺はなんということを……！」

「？　何のことでしょう？　立ち上がって下さい。服が汚よごれてしまいますよ？」

「愚おろかな俺になんと慈じ悲ひ深いお言葉……っ」

　アインザッツは首を傾げながらフーガを起こし、彼の服に付いた汚れを払はらう。フーガはそんなアインザッツに感かん極きわまった様子で頭を下げてから声を上げた。

「しかしそれでは俺の気が済みません！　……そうですか、彼女は、あなたの……。いや、あなたにこそ相応ふさわしい天使のような方です。俺のこの汚きたない手で触れてしまって申し訳ありませんでした！　どんな処しよ罰ばつも甘んじて受けます！　ですからどうか俺の愚ぐ行こうをお許し下さい！　あなたに見放されるは神に見放されるも同然です！」

　フーガは心から己おのれの行こう為いを反省しているようで、真しん剣けんな面おも持もちでアインザッツとプロケルに謝罪した。どうやらプロケルのことを、アインザッツの恋こい人びとか何かだと思ったらしい。しかし言われた当人達は意味がわかっていないようで、顔を見合わせ、首を傾げている。

「ハッ！　なーにが天使よ。あんたの女好きの目、濁にごったんじゃない？　それとも腐くさったのかしら？」

　ヒールの音と共にパルティータの声が飛んできた。フーガは即そく座ざにそちらに向き直り、驚きよう愕がくの表情で彼女に人差し指を突きつけた。

「な……何故お前がここにいる！」

「気付いてなかったの？　……ああ、アインザッツとプロケルしか見えてなかったのね」

　パルティータの言葉は図星だったようで、フーガの整った顔が歪ゆがむ。

「女好き男嫌ぎらいのあんたが男子校にいるなんてね。男だらけの園そので、よく発はつ狂きようしなかったわね」

「うるさい！　……確かにここに就任した当初は、野郎しかいないというストレスで胃痛腹痛頭痛、眩暈めまいに吐はき気、そして蕁じん麻ま疹しんに視力の低下、果ては女性の幻げん覚かくを見るほどに悩なやまされたが……！」

　パルティータの言葉で、イトは何故初対面の彼に嫌きらわれているのかを理解した。

（ああ、なるほど。男って時点でこの人の嫌けん悪おの対象ってことか。というか、大だい丈じよう夫ぶなのかこの人……）

　イトが内心不安になる前で、パルティータは知り合いらしいフーガを鼻で笑う。

「あんたには一番効く処罰よねえ。教皇庁で一体何やらかしたんだか」

「お前と一いつ緒しよにするな！　何もしとらん！　優ゆう秀しゆうゆえの就任だ！」

「どーせ教皇庁のシスターに手ェ出して左さ遷せんされたんじゃないのー？　このエロ眼鏡」

「人聞きの悪いことを言うな！　俺がそんなヘマをするか！　──ええい、そんなことはどうでもいい！　何故お前がここにいる！　お前の顔など見たくなかったというのに！」

「私だってあんたがいるってわかってりゃ来なかったわよ！　アインザッツ、何で言わなかったのよ！　私とこいつの関係、知ってるでしょ！」

　二人の言い合いを見守っていたアインザッツはにこにこしながら答えた。

「お二人とも、もうずいぶん長い間会っていなかったでしょう？　久しぶりに、会いたいかなぁと思いまして。驚かせようと思って黙っていました。すみません」

　謝りながらもどこか悪戯いたずらっぽく、嬉うれしそうなアインザッツに勢いを削そがれたのか、パルティータは舌打ちし、フーガは顔を覆って項うな垂だれた。

「あ、あのー、姐ねえさん。フーガ、先生？　とは、お知り合いなんですか……？」

　レントが恐おそる恐る聞くと、パルティータとフーガは同時に顔を逸そらし、同じように眉まゆを顰ひそめた。その仕草はよく似通っている。イトには大体予想がついた。

　パルティータが嫌いやそうに口を開き、吐き捨てるように言った。

「……兄よ」

「ああ、お兄さんですかー………………って、ええ!?　お兄さん!?」

　レントは目を丸くしたが、イトは納なつ得とくしていた。よく見れば二人の瞳ひとみや髪かみは同じ色で、端たん整せいな顔の造作も似ている。すぐにわからなかったのは、露ろ出しゆつの多い格好をしたパルティータとは違ちがい、フーガはきっちりと神父服を着込んでいたからだろう。手て袋ぶくろまでしている。

「じゃあ、あなたもパルティータと同じ神の子……なんですか？」

「……知っているのか、こいつが神の子だということを」

　イトの問いにフーガは顔を顰めてそう言ってから、首を振ふった。

「俺は違う。今教会で認められている神の子は、こいつ一人だけだ」

「ですが、フーガの法術は教皇庁の中でもトップクラスなんですよ」

「恐きよう縮しゆくです」

　アインザッツの言葉にフーガは嬉しそうに頭を下げたが、次のアインザッツの言葉ですぐに顔を上げた。

「あ、そうそう、フーガ。パルティータは、例の一人として来てもらったんです」

　フーガは眼鏡の奥の目を大きく見開き、大声を上げた。

「よりによってこいつを!?」

「一番の適任だと思いますよ。それは兄であるあなたが一番わかっておられるのでは？」

　アインザッツがそう言うと、フーガは何か言いたそうに一度口を開いたが、結局は何も言わずに黙だまり込んだ。パルティータがニヤッと笑うと、フーガは端整な顔立ちを苛いらつきで歪めて彼女を睨にらんだ。

　イトには『例の一人』が何のことなのかわからなかった。レントを見ると、彼も首を傾かしげてイトを見つめてきた。聞いても良いものかと思っていると、フーガが睨んで来た。お前達には関係ない、とでも言いたそうな目だ。

「まぁ、アインザッツ神父がそう仰おつしやるのでしたら。──とにかく、一度学園を案内しましょう。疲つかれたら遠えん慮りよなく仰ってください」

　最後の言葉はアインザッツとプロケルのみに言って、フーガは歩き出した。他ほかの三人は勝手について来いという扱あつかいなのだろう。

　イトはパルティータを見上げた。合わせたわけではないが、レントも同じタイミングで彼女を見つめる。明らかに不ふ機き嫌げんそうな目で、パルティータはイトとレントを見下ろす。

「何よ。言いたいことがあるならはっきり言いな」

「……別に」

　ふいと顔を逸らして黙り、イトはフーガ達の後を早足で追った。

「や、何か……アインザッツ司教には弱いとことか、姐さんと似てますねー」

　正直な感想を口にしたレントの悲鳴が背後から聞こえてきた。レントがどうなったのかは見なくてもわかっていたので、イトは心の中だけで十字を切っておいた。







　　第二章　箱庭の異物




　イトは自分を囲んだ神父達を見み据すえる。神父達は純白の光を纏まとった剣けんを一いつ斉せいにイトに向けてきた。それら全すべてを避よけ、イトは自分の持つ剣を握にぎった。

「何人来ようと、何度挑いどもうと、人間など塵ちりも同然だ。──死ね」

　次々に向かってくる神父達にイトが剣を閃ひらめかせると、神父達は次々に地に倒たおれた。神父達の手から法術の白い光が零こぼれ、宙へと舞まい上がる。神父が倒れた分だけその光は増えていく。

　暗くら闇やみの中、ふわふわと浮うかんでいる白い光が、イトの身体からだに纏わりつくようにして集まって来た。剣で振り払おうとするが、その光だけは神父達とは違い、消えることなくイトの黒衣を照らし出した。次し第だいにイトは身動きが取れなくなる。

　ぐらりと身体が倒れ、膝を突く。剣を支えに身を起こそうとすると、残っていた二人がイトの前に立った。

「大だい悪あく魔まサブナク！　貴様はここで終わりだ！」

　一人がイトに向かって剣を薙なぎ、倒れるイトにもう一人の神父が法術を浴びせてきた。イトは法術を浴びせられ、剣を取り落としながら、高い位置から倒れ落ちた──




「はい、オッケー！」

　監かん督とく役の少年の声を聞いて、イトは立ち上がった。倒れた先でイトの背中を受け止めたのは、柔やわらかなマットだった。法術も生きている人間には何の影えい響きようもないため、身体にも傷はない。

　イトがいるのは、講堂の舞ぶ台たい上だった。明日に迫せまった創立祭の出し物である演武のリハーサルをしていた。

　監督役の生徒が舞台に上がってきて、イトに笑いかける。

「イト、完かん璧ぺきだな」

「完璧、なのか……？」

　イト自身、段取りを間ま違ちがえたつもりはない。しかし──と、舞台上で未いまだ倒れている生徒達を見下ろす。何人かの生徒が、イトの剣が当たった箇か所しよを押さえて蹲うずくまっていた。

「……悪い。当てるつもりは、ないんだけど……」

　イトは首を搔かきながら、蹲る面々に謝った。段取り通りに動き、当たらないよう気をつけてもいるのだが、どうしても何人かに剣が当たってしまう。イトにとって、剣けん戟げきは敵に当てるものだ。わざと外すことなどしたことがなかった。

「ま、後は明日の本番だけだし、そんな気にしなくていいって」

　監督役の生徒がそう言ってイトの肩かたを叩たたくと、神父役の生徒達も気にするなと言ってくれた。

　しばしの休きゆう憩けいに入り、イトは舞台から降りる。

「気に入らねえなぁ」

　投げかけられた低い声に、イトは振り返った。いつからいたのか、サブナクが備え付けの椅い子すに座っていた。不機嫌そうなサブナクを、イトは目を眇すがめて見つめる。

「何がだよ」

「派手さと盛り上がりに欠けてねえかぁ？　何より、最後に大悪魔様が倒されるところが気に入らねえ」

「たとえこの演目がこれから人形劇に変わっても、そこは絶対に変わらない場面だよバカ」

　イトは倒れ込むように椅子に座り込み、顔を覆おおって俯うつむいた。

「何で俺がこんな役……っ」

「ま、大悪魔様役をやるなら、一番の美形ってのが第一条件だからな！　喜べ！　背が足りねえのが唯ゆい一いつ不満だが。明日までにせめて十センチぐれえガッと伸のびねえか？」

「伸びるか！　元はと言えばお前があんなこと言い出すからだろ！」

　イトは無責任なことを言うサブナクに怒ど鳴なり、こうなるまでの経過を思い起こしていた。
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　聖カルファーノ学園へ来たその日、フーガの案内を受けていると慌あわただしい足音が近づいて来た。教師らしき男がフーガを見つけ、大声で告げる。

「フーガ先生！　北東の方角に魔ま物ものの影かげが発見されました！」

「わかりました。すぐ行きます」

　フーガは教師に即そく座ざに答え、イトを見て挑ちよう戦せん的に笑う。その顔がパルティータと似ていた。

「お手並み拝見だな」

「……わかりました」

　刀に触ふれながら、イトも睨むようにフーガを見つめて頷うなずいた。途と端たんにその端たん整せいな顔を歪ゆがめ、口元からは舌打ちが聞こえた。

「生意気なガキだ」

　フーガが歩き出すと、その後ろから、アインザッツが声を上げた。

「フーガ。私も行きます」

「いえ、アインザッツ神父はここにいて下さい。あなたに戦わせないために、俺はあなたを教師としてお呼びしたんですから」

　フーガが真しん剣けんな表情で頼たのみ込むように言うと、アインザッツは微笑ほほえんで頷いた。

「わかりました。何かあったらすぐに呼んで下さいね」

「呼ばないわよ。プー、あんたはアインザッツを見張ってな！　いいわね？」

「……ん」

　パルティータにそう言われ、プロケルは頷いて、アインザッツの神父服をぎゅっと握った。







　イト達が魔物が出たと言われた街の外れに駆かけつけると、既すでにほとんどの魔物の姿がなかった。不思議に思いながらもイトは駆け出し、抜ぬいた刀で魔物を斬きりつけようとした。

　その時、白い光がイトの目の前で炸さく裂れつし、思わず目を閉じてしまった。しかし瞼まぶたを開いた時には、迫っていた魔物達は消えていた。

　イトの視線の先には二つの影があった。一人は丸まる腰ごしだが、その両手には純白の光──法術を纏っている。もう一人は長ちよう剣けんを構え、それを魔物の身体に突つき立てた。見る間に魔物の数が減っていく。

「すごい……。もしかしてあの二人、生徒ですか？」

「ああ。この学園で一番優ゆう秀しゆうで一番の問題児の二人だ。また勝手に出て来やがったな……」

　フーガはレントに答えてから、舌打ちまじりに呟つぶやいた。

　法術で戦っていた方の短い赤あか髪がみの少年の肩がほっと息をついた瞬しゆん間かん、宙を舞う魔物が彼の背中を狙ねらっていた。

「屈かがめ！」

　イトが叫さけぶと、赤髪の少年はイトが言った通りその場に屈んだ。魔物の爪つめは宙を切る。魔物が着地し、二撃目が来る前に、イトは刀を薙いで魔物の身体を斬り裂さいた。

「怪け我がは？」

　イトが尋たずねると、少年は金色が混じった緑の瞳ひとみで、こちらを睨にらんできた。

「余計なことすんじゃねえよ！」

　少年は大声でイトに怒鳴った。──しかしその直後、全ての感情を消してイトを一心に見つめてきた。

（……何だ？）

　少年の強い視線に、イトはその場で硬こう直ちよくした。時が止まったようなその一瞬。時間の経過が遅おそくなり、少年の瞬まばたきさえもゆっくりに見えた。瞼が一度閉じ、再び開かれる。晒さらされた瞳の奥に──

「レガート！　スラー！　勝手に迎げい撃げきするなと何度言えばわかる！」

　フーガの怒ど声せいが飛んで来て、イトは我に返った。少年を見ると、彼も夢から覚めたような顔で、少しだけぼうっとしていた。

「レガート？　どうした？」

　背の高い、褐かつ色しよくの肌はだと銀ぎん髪ぱつの少年が彼の肩を叩くと、ハッとして頭を振ふっていた。

（何だったんだ？　今のは……？）

　イトはもう一度赤髪の少年を見つめてみるが、彼ももうぼんやりとはしていなかった。少年は勢いよく立ち上がって声を上げた。

「ふん！　先生達が来るのが遅おせぇんだよ！」

「すみませんでした」

　赤髪の少年はフーガから不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむける。背の高い少年は素す直なおに謝ったが、その無表情からは誠意が感じられない。フーガが怒いかりで歯を食いしばる。

「このクソガキ共……調子に乗りやがって！　──それよりレガート、お前はこのちっこいのに言うことがあるだろ」

「はあ？　何が？　自分で何とか出来たのに、そいつが勝手に出しゃばってきたんだろ。俺には関係ねえよ！」

　言い方に腹は立ったが、レガートと呼ばれた赤髪の少年の言い分も、イトにはわからないではなかった。かなり強い法術を使うようだし、イトが助ける必要はなかったのかもしれない。しかし謝るのも怒おこるのも違ちがうような気がして黙だまっていると、レントが一歩前へ出た。

「そんな風に言うけど、君、イトが助けなきゃ大おお怪け我がだったじゃないか」

「助けろなんて言ってねえよ！　最強の俺様に助けなんかいらねえんだよ！」

　赤髪の少年は腕うでを組み、レントに怒鳴る。鼻白むレントの前に、背の高い少年が立ち、水色の瞳でイトとレントを見下ろしてきた。

「すまない。こいつは人前で礼を言うことが出来ない性格なんだ」

「別に気にしてない」

　イトがそう言うと、背の高い少年はレガートと呼ばれている赤髪の少年を一いち瞥べつして言った。

「プライドが高くてバカなだけなんだ。あまり気を悪くしないでくれ」

「スラー！　誰だれがバカだ！」

　背の高い少年──スラーは悪びれる様子もなくレガートを宥なだめてから、何事もなかったかのようにフーガに向き直った。

「それよりフーガ先生、こちらの方々は？」

　フーガは明らかに億おつ劫くうそうに親指でイト達を指した。

「臨時の養護教諭一いつ匹ぴきと転校生二匹だ」

「紹しよう介かいが適当すぎやしませんか!?　しかも匹って！」

　ぞんざいなフーガの紹介に、レントが声を上げた。パルティータは慣れているのだろう。肩かたを竦すくめてイトとレントに言った。

「女とアインザッツ以外の人間に対しては、こいつの反応はこんなもんよ」

「元は教皇庁の神父……ですよね？」

「対女性専門のな」

　イトが思わず猜さい疑ぎの目で尋ねると、フーガはすかさずそう言った。まさか本当に女性専門というわけではないだろうが、その顔も声も真剣そのものだった。

　フーガの大人げない態度に口元を引きつらせていると、イトの前にスラーが立っていた。顔を上げると、彼は水色の目を細めて静かに言った。

「俺はスラー・リード。こいつはレガート・カデンツァだ。よろしく」

　イトとレント、パルティータも名乗ると、突とつ然ぜんレガートが前に出て声を上げた。

「何がよろしくだスラー！　おい、チビ！」

「誰がチビだと……！」

　ビシッと指をさしてきたレガートの言葉に、イトは拳こぶしを握にぎって怒りをやり過ごす。

「腕は立つみたいだけど、俺様の方が強いんだからな！　もう出しゃばんじゃねえぞ！　だいたいな、法術なしで戦うなんて、何考えてんだよ!?」

「倒たおせればいいだろ。それに、俺は法術が使えないんだよ」

　イトがそう言うと、レガートは指さしていた手を引っ込め、目をむいて大声を上げた。

「法術が使えない!?　何しに来たんだよ！　魔ま物ものを確実に倒せるのは法術だろ！　スラーみたいに補助として剣けんを使うならわかるけど……。こんなのが戦場に来るなんて、信じらんねえ」

　レントがむっとしてレガートを睨んだが、彼は顔を逸そらして相手にしない。そして一瞬真顔になると、レガートはフーガを見上げた。

「フーガ先生。この二人、俺達のクラスの転校生？」

「いや。違うクラスだが」

　レガートはイトを強く見み据すえると、再び目の前に指を突きつけてきた。

「よし決めた！　今度の創立祭で俺達のクラスが勝ったら、お前はもう戦場に来るな！」

「……はあ？　なんだそれ。全然関係ないじゃないか。それに俺、フロムヘヴンなんだけど」

　フロムヘヴンであるイトに戦場に来るなとは、つまり仕事をやめろと言うことに等しい。

　イトがフロムヘヴンだと名乗った瞬間、レガートの顔に衝しよう撃げきが走り動どう揺ようした様子で目を見開いてイトを見つめて来た。

「フロムヘヴン……!?　こんなちっこいくせに!?　俺だってまだ、認にん定ていされてないのに……！」

「背は関係ないだろ……っ」

　イトが睨むと、レガートは動揺を抑おさえて再びイトを見据えてきた。

「と、とにかく！　フロムヘヴンだろうとなんだろうと、法術も使えねえくせに戦場に立つなんて邪じや魔まなんだよ！　いいか、創立祭で俺達のクラスが勝ったら、ついでにフロムヘヴンも辞やめろ！　いいな!?」

　すでに勝っているかのように胸を張るレガートを見つめながら、イトは不思議な思いに駆かられていた。言葉は上から目線で高飛車で腹立たしいはずなのだが、本気で怒ろうという気が起きない。短気なイトには珍めずらしいことだった。

　レガートの目をもう一度よく見つめてみる。金色の混じる緑の瞳は、まるで新芽についた朝あさ露つゆのように澄すんで見えた。
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（……何でだろう？）

　イトが考え込んで黙っていると、レガートはむっとして大きい声をさらに荒あらげた。

「何だよそのやる気のない目は！　聞いてんのか!?」

「え？　ああ、聞いてるけど……その創立祭をよく知らないんだよ。勝負事なのか？」

「はあ!?　そのぐらい知っとけよ！　うちの創立祭は有名だろ!?　やる気あんのか！」

　激げき昂こうするレガートから視線を逸らし、イトは小さくため息をついた。

「……面めん倒どう臭くさいな、こいつ……」

「なっ……！　面倒臭いって何だよ！」

　心の中だけで言ったつもりだったが、口に出ていたらしい。吹ふき出す声が聞こえ、その方向を見るとフーガとパルティータが背を向けていた。が、その肩は震ふるえている。明らかにイトの発言で笑っていた。

「こ、この俺に向かって……失礼な奴やつだな！」

　レガートが顔を真っ赤にしてイトを睨にらむと、スラーが前に出て静かに言った。

「面倒臭いとか本当のことを言ってやらないでくれ。適当にかかってこいとか言って流してくれればいいから。こいつなりにお前達のことを心配して言ってるんだよ。法術の腕は確かなんだが、頭が弱くてな、上手うまく心配していると伝えられない奴なんだ。あとで一人大反省会するような奴だから、悪く思わないでやってくれ」

　心配している、という言葉と、レガートの妙みように澄んだ目が繫つながり、イトは一人納なつ得とくしていた。簡単に言うと「心配だから法術も使えないお前は戦場に来るな」ということらしい。

　スラーのフォローしているんだかバカにしているんだかわからない言葉に、レガートは首まで真っ赤にした。

「だ、誰が心配なんかするか！」

「そうか？　俺は通訳したつもりだったんだが」

「通訳なんかいらねえよ！　俺の下僕のくせに勝手なことすんじゃねえ！」

　スラーを怒ど鳴なりつけてから、レガートはもう一度イトを睨みつけた。

「覚えてろ！」

「えーっと……──ああ、そうか、ごめん。かかってこい」

　イトはスラーに言われた通りそう言ってみたが、やはり気に入らなかったようだ。

「今さら言うなチビ！　ヘタレ！　バーカ！　行くぞスラー！」

「はいはい。どうでもいいが罵ば倒とうが五歳児並みだぞ、レガート」

「うるせえ！　さっさと来い！」

　ブツブツ言いながら去って行くレガートとスラーに、レントが腕を振ふり上げた。

「誰がヘタレだ、この学園アイドル候補の僕にー！　イトも何とか言いなよ！」

「いや、何か……何でだろう、面倒臭くはあるけど、あんまり腹立たない」

「ダメだよそんなんじゃ！　絶対勝つよ！」

　そう言うレントの目にも、敵意はない。ただどこかわくわくしたような輝かがやきがあった。

「何でそんなにやる気なんだよお前。俺達は警備に来てるんだぞ？」

「それはそれ、これはこれ！　さっきの聞いたでしょ？　創立祭がどうとかって。僕達は生徒でもあるんだし、お祭りの勝負事は本気でやんなきゃ楽しくないよ！」

　ぐっと手を握って興奮するレントとは反対に、イトは疲つかれた顔で言った。

「……帰りたい」

　まだ一日も経たっていないのに、イトはため息と共に本音を呟つぶやいていた。
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　翌日からはイトとレントも生徒として授業に参加することになっていた。

　支給された学園の制服に身を包んでイトとレントは校舎へ向かったが、どうやら制服の着用は公式な場以外では自由らしく、私服の生徒も多く見られた。

　イトとレントはフーガが担任を受け持つクラスに入ることになっていた。職員室へ向かい、フーガに挨あい拶さつした後、二人は彼の後を歩いてある教室の前まで来た。

「おらガキ共、三秒以内に席に着け。間に合わんかった奴は問答無用で留年だ。三、二、一」

　とても教師とは思えない言葉と共に教室に入り、フーガは三秒で三十人あまりの生徒を全員席に座らせた。

　教きよう卓たくの前に立ち、フーガは口を開いた。

「ＨＲを始める。今日からこの学校に在ざい籍せきする転校生二匹だ。ＨＲ終しゆう了りよう。じゃあな」

　フーガは見るからに億劫そうに言って踵きびすを返し、たった今入って来たばかりの扉とびらに向かった。

　イトとレントは無言でフーガを見送っていたが、完全に彼が教室を出て行く前に、レントが声を上げた。

「……え？　ええ!?　は、早くないですか？　せめて紹しよう介かいしてくれるとか……」

　扉に手をかけたまま、フーガは振り返って端たん整せいな顔を歪ゆがめた。

「お前らは名前も言えん赤ん坊ぼうか？　紹介ぐらい自分でやれ」

　ぽかんとする生徒達を背に、フーガは教室を出て行った。

「あの人、本当に教師か……？」

　思わず呟いたイトに、前列にいた生徒が声を掛かけた。

「まぁまぁ。フーガ先生って大体こんな感じで放任だから～」

「ＨＲ早く終わっていいよな。あ、法術の授業はちゃんとしてくれるから、安心していいぜ！」

　クラスメイト達は慣れたもので、教室を出るフーガを引き留めもしなかった。

「あの人、法術の先生なのか……」

　そういえば、教皇庁でも法術の腕うではトップクラスだったとアインザッツも言っていた。法術を使えないイトは、短い間とはいえ少々不安になった。

　転校生であるイトとレントを、クラスメイト達は明るく迎むかえてくれた。昨日の魔物との戦いも学校中に伝わっており、イトがフロムヘヴンであることも何故なぜか全員知っていた。生徒達曰いわく、そういう興味深い噂うわさはすぐに広まるのだという。

　学校というものをよく知らないイトも最初は戸と惑まどっていたが、特に気後れするものではないとわかると、力を抜ぬいて普ふ通つうに生徒達と話し始めた。

　そこでふと、昨日出会った二人のことをクラスメイトに尋たずねてみた。

「レガートとスラーって奴、知ってるか？」

「知ってるも何も、学園どころかこの街の有名人だよ。ファンもいるぐらい」

「「ファン……？」」

　舞ぶ台たい俳優でもない一個人にはあまり聞かない単語だ。イトとレントは顔を見合わせ、クラスメイト達の言葉を待った。

「あいつらはさ、大だい悪あく魔まサブナクを倒たおした聖戦士達の末まつ裔えいなんだってさ。知らないわけじゃないっしょ？　よく舞台にもなってるあの伝説の聖戦士達だよ」

「あ、ああ……知ってるけどさ……」

　大悪魔を法術と剣けんで倒したと言う、聖職者と戦士の伝説。ついこの間も──前半の前半ぐらいまでだが──その公演を観みたばかりだ。

「本当なのか？　五千年も前の出来事だろ？」

「まぁ、本当かどうかはさすがにわかんないけど、あいつらは五千年前の聖戦士達の再来だって言われてるらしいよ。んで、名前も聖職者レガートと戦士スラーと同じ名前にされたんだって」

「実際、レガートの法術は先生達より強力だし、スラーもこの学園で一番強いよな」

　その実力は、確かに昨日の魔ま物ものとの戦いで見てきた。

「あ、ちなみにあいつらのあだ名はリンゴ爆ばく弾だんと忠犬な！」

　聖戦士とはほど遠い彼らのあだ名に、イトは少し反応が遅おくれた。レントは聞いた瞬しゆん間かん吹ふき出していた。

「な、何だそれ……？　忠犬はともかく……リンゴ爆弾？」

「レガートって黙だまってりゃ顔ちっちゃくて美形なのに、すぐ顔真っ赤にして怒おこるからさー、リンゴが爆ばく発はつするみたいじゃん？　で、リンゴ爆弾。リンゴちゃんとも呼ぶ。リンゴ好きらしいし可愛かわいくね？」

「たとえ可愛いとしても、爆弾で台無しじゃないか……？　っていうか、聖戦士形無しだなそのあだ名……」

　名前の由来は納得したが、可愛いかどうかは不明だ。隣となりではレントが大笑いしていた。

「で、あいつらがどうかしたの？」

　クラスメイトの一人に尋ねられ、イトは正直に答えた。

「喧けん嘩か売られた。創立祭で決着つけてやるとか言われて。創立祭で勝負って、どういうことなんだ？」

「ああ。法術を使った出し物するんだよ。演劇でもなんでもいいんだけど。んで、生徒と一いつ般ぱん客きやくに投票してもらって優勝が決まる──んだけどねえ……」

　答えた生徒の歯切れが悪い。イトが首を傾かしげていると、その肩かたをレントが組んできた。

「喧嘩売られちゃったし、負けてられないよね！　ね、イト！」

「いや、俺は別に……」

　拳こぶしを握にぎるレントに、イトはやる気のない返事をしてレントを引き剝はがした。しかしレントのやる気に反し、クラスメイト達はあっさりした顔で首を振った。

「ああ、そりゃ無理だ。優勝はあいつらのクラスで決まりのようなもんだから」

「……へ？」

　レントが間の抜けた声を発し、イトも少しばかり目を瞠みはった。

「決まってるって、どういうこと？　優勝は投票で決まるんでしょ？」

　戸惑うレントに、クラスメイト達は諦あきらめたような顔で言った。

「まー俺達も優勝は狙ねらいたいんだけどねえ……」

「今回はレガートもスラーも同じクラスだからさ、あの二人主演で大悪魔との戦い──『聖戦士達の伝説』の演劇やるんだってさ。ちょうど創立二百年って節目の年でもあるし、そりゃもう学園どころか街中が注目してるんだよ。教会の偉えらい人たちも来るって噂」

「そんなの、正直勝ち目ないじゃん？　一体俺達は何やればいいっていうんだよ」

　クラスメイト達が一いつ斉せいに暗いため息をついた。

「レガートが自信満々だったのはそういうことか……」

　イトが呟くと、それを聞いたクラスメイトが慌あわてて顔の前で手を振った。

「ああ、いや。リンゴちゃんは多分わかってないよ。あいつすげえ潔けつ癖ぺきで、勝負は正々堂々じゃないと許せない熱血おバカちゃんだから」

「リンゴちゃんて法術は出来るんだけど、こういうことに関しちゃ鈍にぶいからなぁ……」

「スラーが過保護にしすぎなんだって。口ではバカにしてるけど、結局いつもレガートのわがまま聞いてるじゃん。ホント忠犬だよなぁ。──って、あいつらのことより、うちの演目早く決めないと！」

　そこでイトは、ふとあることに気付く。不安になりながら手を挙げてクラスメイトに尋ねる。

「……さっきから聞いてると、まだ何も決まってないように聞こえるんだけど」

「決まってない」

「「……え？」」

　当然とばかりの顔で答えるクラスメイト達に、イトとレントは絶句した。

「決まってないって……もう十日前だろ!?　二週間切ってるんだぞ!?」

「そう。これから十日間、猛もう練れん習しゆうすんの。で、五日前になったら授業潰つぶして休日も返上で準備。そして今日が演目の提出締しめ切りだから、今日中に演目決めねえとやばいでーす」

「決めとけよ！　大だい丈じよう夫ぶなのかよ!?」

「だぁってさー、何も思い浮うかばないんだよー」

　頭を抱かかえ、あーでもないこーでもないと議論し、だれた空気が漂ただよい出す。こんな調子で十日前まで来てしまったのだろう。

　と、そこへ、開け放した窓から低い声が飛び込んできた。

「俺に良い考えがあるぜ、ガキ共」

「なっ……！」

　イト達の教室は一階だ。窓の縁へりに腕を掛けたサブナクがそこにいた。イトは彼に駆かけ寄り、声を潜ひそめて怒ど鳴なりつけた。

「お前、何してんだよ……っ！」

「お前らを警護してやってんじゃねえか。ありがたく思え」

（噓うそだ……！　絶対暇ひまだから遊びに来ただけだ……！）

　ぽかんとするクラスメイトのうち一人が、サブナクを見て、イトに尋ねてきた。

「知り合い？」

　イトが口を開きかけたところで、サブナクにぐいと肩を摑つかまれた。

「イトの大事な存在……ってやつだな」

　サブナクがイトの耳に口を寄せてそう言うと、クラスメイト達がどよめいた。イトは無言でサブナクの手を払はらい、彼の顔面目掛けて肘ひじを突つき出した。すんでのところでサブナクは首を捻ひねっり、肘は避よけられた。イトは悔くやしげに舌打ちしてサブナクを睨にらみつけた。

「っぶねえなクソガキ！　ホント冗じよう談だん通じねえなお前は！」

「もういいから今すぐどっか行け！　そして永遠に戻もどってくるな！」

「まぁそう言うなよ……っと」

　サブナクは窓まど枠わくを飛び越こえて教室内に入ると、窓枠に座り、楽しげにクラス中を見回す。その手にはイトの愛刀があった。いくら普ふ段だんのイトが戦せん闘とう員とは言え、学内で刃は物ものの所持はまずいだろうと、仕方なくサブナクに預けることになったのだ。

「話は大体聞かせてもらったぜ。つまりお前らのクラスは、聖戦士共の演目と張り合うぐらいにでかいテーマが必要なわけだ」

　突とつ然ぜん現れた異様な空気を纏まとう男に、クラスメイト達は驚おどろき、怯ひるみつつも頷うなずいた。サブナクがニヤリと笑うと、こちらに向けられているわけではないのに、何故なぜかイトの背筋に悪お寒かんが走った。サブナクは楽しげに続ける。

「そんじゃ、お前らはその敵の大悪魔を主役にすりゃあいい」

「はあ!?　何言ってんだよ！　出来るわけないだろ！」

　サブナクの突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、イトが大声を上げた。クラスメイト達も突然の提案に戸と惑まどっていた。

「大だい悪あく魔ま、って……それは、ちょっと……。なあ？」

「うん、教会の最大の敵だし……。さすがに心証悪いかと」

　クラスメイト達は苦く笑しようしながらサブナクの提案をやんわりと断ろうと言葉を探さぐる。しかしサブナクは大きくため息をついて、クラス中を睨むように見回してから言った。

「バーカ、何言ってんだ。大悪魔がどんだけ恐おそれられていたかを伝えていくことも、教会の役目だろうがよ？　聖戦士共を褒ほめ称たたえるだけで、大悪魔の恐きよう怖ふを風化させちまっていいのか？」

「何もっともらしいこと言ってんだ張本人……！」

　彼の正体を知っているイトが小声で呟つぶやきながら拳を握った。その隣でレントも苦笑している。

　しかし神しん妙みようなサブナクの言葉に、クラスメイト達はハッとした面おも持もちになった。

「そ、そうだよ！　大悪魔の恐怖こそ、忘れちゃいけない事実じゃないか！」

「すげえ！　これは盲もう点てんだった！　いけるんじゃないのかこれ！」

「……えっ？」

　クラス中は呆ぼう然ぜんとした沈ちん黙もくから一転、すっかりサブナクの提案を採用する空気になっている。今度はイトが呆然とする番だった。

　興奮したクラスメイト達がサブナクを振ふり返る。

「お兄さん、天才ですか！」

「おう、もっと褒め称えろ。ちなみに俺は大悪魔にはちったぁ詳くわしい。お前らがどうしてもってんなら、監かん督とくしてやってもいいぜ？」

「マジですか！　お願いします！」

「お、おい待て！」

　イトが止めようと大声を上げたが、クラス中の関心はサブナクに向かっていた。完全に面白がっているサブナクは詰つめ寄ってきた生徒達に真面目まじめな顔で言った。

「大事なのはとにかく最強だったってことだ。それと法術を使わなきゃならねえんだったな。じゃ、その法術を使ってもまったく倒たおせねえぐれえに強いってことを表現すりゃあ、逆に聖戦士共がどんだけすげえ奴やつらだったかってことも引き立つんじゃねえか？」

「あ……兄貴と呼ばせて下さい！」

「仕方ねえなぁ。じゃ、まずはパンでも買ってこい」

　興奮したクラスメイト達にさっそく横おう柄へいな態度を取り、サブナクは楽しげに笑う。

「もちろん主役は美形使えよ？　大悪魔は魔ま界かいの男前代表と言われてたからな。リアルにやれ」

「強くて……美形……」

　沈黙が降りる。クラスメイト達は全員の顔を見回す。その視線が徐じよ々じよにイトに集中し始める。

「……何だよ？」

　イトが目を眇すがめると、クラス中が一いつ斉せいにイトを指さしてきた。

「強くて美形！」

「は……？　ま、待て！　何の話してんだ！　おい！」

　何故なぜ自分が指をさされているのか、イトは理解出来なかった。否いな、したくなかったのかもしれない。顔から血の気が引くのがわかった。

　イトの声は都合良く聞こえていないのか、クラス委員である生徒が教きよう壇だんに立って声を上げた。

「じゃあ採決を取りまーす。大悪魔役はイトが良いという人は挙手して下さい」

「はあ!?　何でそうなった!?」

　イトの動どう揺ようをよそに、イト以外全員の手が挙がった。と、そこでサブナクの呆あきれたため息が聞こえた。

「待て待て。こいつは確かに多少腕うでが立って美形かもしれんが、致ち命めい的てきに足りねえもんがある」

　サブナクは眉まゆを寄せ、鋭するどい目をする。緊きん張ちようの糸が張り詰める中、彼は深刻な声で言った。

「背だ」

　イトは無言でサブナクが持っていた刀をぶんどり、彼の横っ面つらに向けて力ちから一いつ杯ぱい振ふり抜ぬいた。

　倒れたサブナクを踏ふみつけ、イトはクラスメイト達を振り返った。

「とにかく俺は絶対に嫌いやだ！」

「えー。イトぴったりだし、それにイトも早く決めろって言っただろー？」

「うっ……！　そ、それはそうだけど……っ」

「ってことで、大悪魔役はイトに決定な！」

「何でだーっ！　勝手に決定するな！　──おい黒板に書くなっ！　ふざけんなーっ!!」

　満まん場じよう一いつ致ちの決定に、ただ一人、イトの抗こう議ぎの声が教室に響ひびき渡わたった。
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「……何で俺なんだよ……」

　演目の主役に抜ばつ擢てきされ、すでに創立祭一週間前というところまで来ていてなお、イトは配役に納なつ得とくしていなかった。項うな垂だれながら廊ろう下かを歩くイトの隣となりには、苦笑するレントがいた。

　結局、イト達のクラスは大悪魔を主役とした演武に決定した。演劇にしようという声もあったが、主役に決まったイトの脅おどしとも取れる抵てい抗こうにより、最低限の台詞せりふしかない演武に決まった。

「まだ言ってんのイト？　いいじゃん、強くて美形って言われて決まったんだしさ！　自信持ちなよ！」

　イトの肩かたをレントが叩たたく。イトは顔を上げ、その脳天気な笑え顔がおを睨みつけた。

「……うるさい。もうお前なんか友達じゃない」

「そんな拗すねないでさー……って、えっ、何で!?　僕達親友じゃん心の友じゃん！」

「自分で言うな！　役決める時、お前もしっかり手挙げてただろ！」

「だって強くて美形ってイト以外いないし。サブナクさんもそのつもりみたいだったし」

「あんな奴に乗せられるなバカ！」

「バカかもしれないけど、僕はそれを爽さわやかさとアイドル性で一いつ生しよう懸けん命めいカバーしてるんだよ！」

「意味のわからないことを自信満々に言うな！」

　イトとレントが言い合っていると、背後から不意に声が聞こえてきた。

「練習しなくていいのかよ？」

　振り返ると、レガートがふんぞり返り、その後ろにはスラーが静かに立っていた。二人の姿を見て、レントが勝ち誇ほこった笑みを浮うかべて声を上げた。

「もう僕達のクラスは完かん璧ぺきだから、練習なんていらないんだよ！」

　レントはそう言ったが、練習した期間はまだたったの三日だ。実際はまだまだ練習不足だった。よく見ればレントの視線は少しばかり泳いでいた。

「君たちのクラスが優勝決定って言われてるみたいだけど、こっちも負けないからね！　このリンゴ爆ばく弾だん！」

　レントがそう言うと、レガートが顔を真っ赤にした。堪こらえ切れず、イトは小さく吹ふき出した。

「そのあだ名で呼ぶんじゃねえ！　くそっ、生意気な奴らだな！　俺様が負けるわけねえんだよ！　そうだろスラー！」

「お前がそう言うのなら、俺はお前を勝たせよう。お前が望むなら、俺はなんだってするよ」

　スラーが当然のようにそう言うと、レガートはムッとして彼を見つめた。そして不意に頰ほおを歪ゆがめて笑い、レガートはイトを一いち瞥べつしてからスラーに言った。

「……そこまで言うなら、スラー。そのチビが舞ぶ台たいに立てないようにしろよ」

「な、何言ってるんだよ!?」

　慌あわてるレントに、レガートは鼻を鳴らした。

「スラーは俺の言うことは何でも聞くんだ。俺の下僕だからな！」

「下僕って……友達にそんな言い方ないだろ！　おかしいよ！」

　レガートの高飛車な物言いに、レントが鋭い声を上げた。レントのその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、レガートの瞳ひとみに怒いかりが宿った。

「黙だまれ！」

　レガートの拳こぶしがレントに殴なぐりかかる。が、その腕をスラーが摑つかんだ。

「お前は手を出さなくていい。俺がやる」

　レガートを背後に押しのけ、スラーが前に出た。スラーはレントではなく、イトを見み据すえていた。その目に迷いはない。身構えたイトに、スラーの手が伸のびてくる。避よけ切る自信はあったが、その手はイトに届く前に止まった。

「っ！　やめろスラー！」

　青ざめた顔でレガートが叫さけんだ。スラーはレガートを振ふり返りながら腕を下ろした。

「何故なぜだ？　お前が望んだのだろう？」

「ビビらせてやっただけだ。何本気にしてんだよ！　そんなことしたら、下手へたすりゃお前が停学になるじゃねえか！　ったく、バカじゃねえの。何が俺のためだ。もっとてめえで考えろよバカ！」

「お前よりは考えているんだが。まぁ、お前がいいと言うならやめる」

「うるせえ！　冗じよう談だんもわかんねえバカは黙ってろ！　だからお前は下僕なんだよ！」

　レガートの言う通り、スラーは平然とした顔で黙った。彼の表情に、理り不ふ尽じんなレガートの言葉を気にした様子は窺うかがえない。その横顔を見たレガートの口元から、舌打ちが聞こえた。

（何であいつが怒おこってるんだ？）

　今のスラーの答えも行動も、高飛車なレガートの望む通りのものではなかったのだろうか。

　レガートを無表情で見ていたスラーの視線が、ふとイトの背後に向かった。イトもその方向を見ると、サブナクがこちらに向かって歩いてきていた。

「何してるんだよ、こんなところで？」

「気になることがあってな」

　サブナクはそう言い、イトを一瞥してすぐに前方に視線を戻もどした。レガートが怪け訝げんそうにサブナクを見て、イトを見つめて来た。

「知り合いか？」

「あー、まぁな。ここを警備してるんだっけ？」

　イトがそう尋たずねたが、サブナクはあらぬ方向を見て、イトの言葉に何の反応もしない。

「おい、サブナク？」

「サブナク……!?　あの、大だい悪あく魔まと同じ名か……？」

　レガートとスラーが目を瞠みはる。イトは慌てて取り繕つくろう。

「ま、まぁな……本当に名前が一いつ緒しよってだけだよ」

　そう言ったイトの傍そばを、サブナクは通り過ぎた。彼は紅あかい目を鋭く細め、前方を睨にらむように見つめていた。彼の性格上、レガート達に興味がないであろうことはわかっていたが、それを抜きにしてもどこか様子がおかしい。イトは彼を追いかけ、その腕を摑んだ。その間も彼は足を止める様子がない。

「おい、どこ行くんだよ！」

「……妙みような気配がすんだよ」

　サブナクの足は中庭に向かっていた。ほぼ一面芝しば生ふで整えられ、いくつかベンチがある。その中心には卒業生が作った聖戦士二人の銅像があった。その銅像の足あし下もとに、生徒達が集まっていた。

「おい、しっかりしろ！」「先生呼んで来い！」

　突とつ然ぜん叫さけび声が上がり、イトは駆かけ出した。

　近づくと二人の生徒が倒たおれており、一人は口から血を吐はいていた。

　混乱する生徒達の間を強ごう引いんに割って入り、サブナクは銅像の前に屈かがみ込んだ。

「イト、コレだ」

　サブナクの背中から、彼が言うものをイトも見つけた。

　倒れた生徒の傍には、赤黒くくすんだ色の石が転がっていた。緑の芝生に不ふ釣つり合いなそれを見て、サブナクが興味の失うせた顔で呟つぶやいた。

「俺の身体からだとは関係ねえ、か」

「でも、妙な気配っていうのは、この石からするんだろ？」

「そうだな。なんだこりゃ？　魔ま力りよく……じゃ、ねえな？」

　そう言ってサブナクが右手で石を摘つまみ上げると、彼の指に紅い亀き裂れつが走った。

「サブナク！」

「おーっと」

　さして慌てた様子もなく、サブナクは石を手放した。亀裂は彼の手全体に広がり、血を滴したたらせていた。傷は浅く、彼は手を振って冷たい血を払はらった。

　傷の原因はわからないが、サブナクの手を見ると素す手でで触さわってみる気にはなれなかった。イトはサブナクから刀を受け取り、鞘さやの先で突つついてみようとした。

「その石に触るなっ！」

　鞘の先がその石に触ふれようとした瞬間、鋭するどい声が背後から飛んできた。手を引いて振り返ると、顔を引きつらせたレガートがいた。

「何で、これが……こんなところに……っ」

「知ってるのか？」

　レガートの視線は石に注がれたまま動かない。スラーもしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、イトが目を向けると、口を開いた。

「レガートの家で封ふう印いんしてある、危険な石だ。持ち出せるわけがないのに……何故なぜ……？」

　レガートはイトの前に進み出て、石に手を伸ばした。

「おい、触ったら……っ！」

　イトが止めようとしたが、レガートは構わず石を摑んだ。レガートの手は法術の白い光で包まれている。彼は自身の手が見えないほどの光の中で、石を握にぎり、立ち上がった。

「……強力な法力で身体を守らないと、危ねえんだ」

　どう危ないのか、レガートは口にはしなかった。しかし倒れた生徒やサブナクの手を見ると、身体を傷つけるものであることは確からしい。

「これが、なくなったら……！」

　レガートが小さく呟いたのを、イトは聞いた。まるで大切なものを守るかのように、石を握りしめている。しかしその目には一いつ瞬しゆんだが、恐おそれの色がはっきり見えた。

　しばらくしてフーガ達が駆けつけ、倒れた生徒二人にはパルティータの治ち癒ゆ法術が施ほどこされ、事なきを得た。

　──しかし翌朝、この石はまた校内で見つかることになる。

　そしてレガートの家──カデンツァ家の屋や敷しきからは、またこの石がなくなっていた。
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　不思議な石によって生徒達が倒れた日の翌日。明日からは全すべての授業を潰つぶして創立祭の準備が始まる。

　あれからさらに石は三つ見つかった。そのこともあり、創立祭は中止されるのではと思われたが、学校側は創立祭を実じつ施しすると表明した。創立二百年目という節目の年でもあり、聖戦士の末まつ裔えいであるレガートとスラーもいるためではないかと生徒達は噂うわさしている。

　その日の昼休み。創立祭が実施されると聞いて、イトは顔を顰しかめた。

「安全が第一じゃないのかよ……」

　そう口にすると、隣となりに居たサブナクが意地悪く笑った。

「とか言ってお前、中止になったら演武しなくていいのにって思ってねえか？」

　図星を指され、イトは黙だまり込んだ。もちろん言ったことに噓うそはないが、イトは未いまだに演武の主役に抵てい抗こうがあった。しかし、クラスメイト達は演武の成功に向けて必死で練習したり、衣装や小道具の作製に徹てつ夜やしたりと、それぞれ活動している。中止になればその苦労が全て無む駄だになるのだと思うと、それも嫌いやだった。




　創立祭前の最後の授業は、イト達のクラスはアインザッツの特別授業となっていた。彼は神父としての業務や神父になるための心構えについて話した。

　転校生のためにと用意された教きよう卓たく前の席で、イトとレントは並んで授業を受けていた。レントが言うには一番嫌な席を押しつけられたらしいが、イトは純じゆん粋すいに黒板が見み易やすくて良い席だと思う。言ったら絶対に身長のことをからかわれるから言わないが、現に授業を受けていて不都合は感じない。

「神父という職業は、信徒の方から悩なやみを聞くことも仕事の一つです」

　アインザッツの穏おだやかな声は人を惹ひきつける。それは教会でも思っていたが、学校でも同じらしい。何気なく振り返ると、生徒達は皆みなアインザッツの方に顔を向けていた。

「しかし、その方が仰おつしやっている言葉が、全て真実とは限りません」

「疑えってことですか？」

　思わず零こぼれたイトの言葉に、アインザッツはにっこりと微笑ほほえんで頷うなずいた。生徒達が驚おどろいて顔を見合わせる。

「言っていることと思っていることが違ちがうという経験は、みなさんにもありませんか？」

　アインザッツがそう続けると、生徒達の小声の会話がぴたりと止まる。

「その方の仰る言葉が噓だから疑えと言っているのではありません。その言葉を信じ、そしてその上で、その方の一言一言を注意深く聴きいてあげてください。時には、何も話さない方もいらっしゃいます。そんな時はその方の沈ちん黙もくを受けとめてあげてください」

　アインザッツは胸に手を当てる。

「心の奥にある、本人にもわからない、本当にその方が仰りたい言葉が隠かくれていることがあります。それにいち早く気付いてあげられることが大切です」

「難しそう……」

　誰だれかがぽつりと漏もらした言葉に、アインザッツは神しん妙みように頷く。

「ええ。とても難しいことです。それでも、一緒に悩んでくれる人がいるという事実は、支えになりますよ」

　その言い方に、イトは何かひっかかりを覚える。自分のことを話すような口ぶりだ。

（アインザッツ司教にも、そういう人がいたのか？　プロケル……は、まだ会って日が浅いし……そうなると──）

　一人の名前が浮うかんだところで、窓の開く音がした。イトはそちらに目を向けて、脱だつ力りよくした。

「たーだーし！　引き込まれちゃダメよ」

（何でどいつもこいつもここに来るんだ……っ。しかも窓から……）

　軽々と窓まど枠わくを飛び越こえてきたのはパルティータだった。養護教諭の白衣を羽織っているだけで露ろ出しゆつの高い服は変わらず、クラスメイト達が色めき立った。

「まさかあれは……噂の美人お色気養護教諭……っ!?」

「養護教諭と言いながら、ほとんど保健室にいないからちっともお目にかかれないという、幻まぼろしのお色気女め神がみ……！」

「おい。保健室にいろよ養護教諭」

　イトがそうつっこむと、パルティータは形の良い唇くちびるを尖とがらせた。

「だぁーって、じっとしてるの暇ひまなんだもーん。プーも保健室で寝ねちゃってるしー。ってことで、手伝ってあげるわアインザッツ」

「ありがとうございます」

（邪じや魔ましに来たの間ま違ちがいじゃないのか……？）

　楽しげなパルティータに礼を言うアインザッツを見ながら、イトは内心で呟いた。

　パルティータは美女の出現に浮うわつくクラスを厳しい目で見回し、イト以外の全員が背筋を伸のばしたところで口を開いた。

「人の悩みなんて暗いことばっかなんだから、適度に距きよ離りを保って付き合わないと、こっちがダメになるってことを肝きもに銘めいじときな。相手の悩みを自分のものにして、心を病やんだ神父も少なくないわ。まず自分を保つこと。その上で相談に乗りなさい」

　そこまで言ってから、パルティータは不意にアインザッツを振ふり返った。

「……って、言ったでしょうね、アインザッツ？」

「さすがですねパルティータ。ありがとうございます。彼女の言う通り、自分も大切にしてくださいね」

「そこが欠けてるあんたに言われてもって感じだけどね……。ま、プロケルに会ってからはマシになってきたか」

　パルティータはため息に混じらせて小声で呟つぶやいた。誰に言ったわけでもないその独白は、辛かろうじてイトの耳に届いてきた。

　生徒達に目を向けると、パルティータは笑えみを消し、厳しい声で言った。

「ちょっとお勉強して、ちょっと法術が使えたところで、すべての人を救えるなんて思わないことね」

　パルティータは首から下げた十じゆう字じ架かを手に取った。

「……どんなに願ったって、私達が救える人間なんて、ほんの一ひと握にぎりなのよ」

　桁けた外はずれの法力を持つ神の子──そんな彼女の瞳ひとみに、一瞬だけ深い悲ひ哀あいと後こう悔かいの色が掠かすめた。

　十字架を放すと、パルティータは顔を上げて微笑み、神父の卵達を指さした。

「だからせめて、目の前にいる奴やつを大事にしな。絶対不幸になんかさせないって心に誓ちかうことは無駄じゃないわ」

　パルティータの力強い笑みと言葉に、生徒達は感動したような声を上げた。

「ね……姐ねえさん……っ！」

　そう呼ばれた途と端たん、パルティータは笑みを硬かたくしてレントを見下ろした。

「……レント？　どうしてか弱いこの私が姐さんなんて呼ばれるのかしら？」

「僕は何も言ってませんよ！　っていうか姐さんがか弱かったら人類なんてみんな蚊かみたいなもん──」

　パルティータが投げたチョークがレントの額に直ちよく撃げきした。

「レントー！」「死ぬなーっ！」

　周りの生徒達がレントの名を叫さけぶが、彼は白目を剝むいて椅い子すの背もたれに身を預けた状態のまま動かない。イトが呆あきれていると、終しゆう了りようのチャイムが鳴った。

「では、今日はこの辺りで。みなさんお疲つかれ様でした」

　アインザッツがそう言い終わると、教室の扉とびらが開いた。

「アインザッツ神父、お疲れ様で──」

　輝かがやかんばかりの笑顔をアインザッツだけに向けて、フーガが教室に入ってきた。しかしすぐに笑顔を消した。彼の目は、足を組んで教卓に座ったパルティータに向けられている。即そく座ざに彼女に詰つめ寄ると、フーガは勢いよく教卓を叩たたいた。

「何やってんだこのじゃじゃ馬！　アインザッツ神父の神聖な授業を邪魔するな！　降りろ！」

「フォローしてあげてたのよ。邪魔なんかしてないわよ、このエロ眼鏡！」

「誰がエロ眼鏡だ！　お前こそ仮にも教師なんだ！　その恥はじらいのない格好をやめろ！」

「うっさいわね！　絶ぜつ縁えん宣言してきたくせに、今さら兄貴面づらすんじゃないわよ！」

「最初に宣言したのはお前だろうが！　ったく、アインザッツ神父の元にいて、どうしてこうも改心しないんだお前は！」

　フーガは怒いかりと呆れの混ざったため息をついた後、エロ眼鏡に吹ふき出したり二人が兄妹きようだいと知って驚いたりと騒さわいでいた生徒達をひと睨にらみで黙らせ、指を突きつけた。

「いいかガキ共。このじゃじゃ馬はともかく、アインザッツ神父の仰ったことは神の言葉に等しい。一言一句忘れるんじゃないぞ！」

　フーガの言葉に、一度は静かになった教室内が再びざわめいた。

「あ、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんで男嫌ぎらいのフーガ先生にこんなことを言わせるなんて……！」

「もしかしてアインザッツ先生って……神の子なんじゃないか!?」

「いてて……。まぁ確かに、アインザッツ司教の方が神の子っぽいよねー」
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　額を撫なでながらようやく復活したレントはそう言った後、聖女の拳こぶしで机に沈しずんだ。すると今度はフーガがレントの前に来て、レントの頭に拳を下ろし、文字通り彼を叩き起こした。

「起きろヘタレ。何を寝ている。お前に用があるんだよ。ついてこい」

「いちいち叩かなくても！　ホントそっくりだよこの人達！　──ぎゃー！」

　フーガとアインザッツが歩き出すと、その後ろから、パルティータがレントの襟えり首くびを摑つかんで引きずっていった。

「だから余計なこと言うなって言ってるのに……」

　レントには聞こえないと知りつつ、イトはそう呟いて立ち上がった。その時。

「おうイト！　終わったかー？　まぁ終わってなくても来い」

　創立祭の準備に行こうとするイトの背後から、聞き知った声が掛かかった。振り返る前から目を鋭するどくし、イトは窓の外にいるサブナクに詰め寄った。

「来るなよ！　警備しろ！　働け！」

「冷てえこと言うなよ。お前がいねえ間、俺は身を引き裂さかれそうな思いだったんだぜ……？」

「そのまま頭も引き裂かれれば良かったのにな」

「このクソガキ……ンッとに可愛かわいくねえな。──まぁンなことどうでもいいんだよ。さっさと来い」

　サブナクはイトの返事を待たずに背を向けた。

「あ、おい！　ちょっと待て！　サブナク！」

　すたすたと歩いて行くサブナクの背を追い、イトも窓枠を飛び越えて教室を出た。







　サブナクがイトを連れてきたのは、小さく古い礼拝堂の前だった。もう一つ大きな礼拝堂があるのだが、そちらはまだ新しい。こちらの小さな礼拝堂はこの学園が創立される前からあるもので、今はもうほとんど使われていないとのことだった。

　イトが礼拝堂を眺ながめていると、後ろからサブナクの声がした。

「この辺りをブラついてみたんだがな。どうもここにあるらしい」

「何が？」

「俺の身体からだ」

　突とつ然ぜんの言葉に、イトは息を詰めた。

「学園っていっても、広いだろ。どこかわかってるのか？」

　驚おどろきつつも、イトはそう言ってサブナクを見上げた。サブナクは右手に持った刀の柄つかの先で、イトを指した。何故なぜ自分を指しているのか最初はわからなかったが、その意味を理解して、イトは背後の礼拝堂を見上げた。

「ここに……？」

「隠かくし部屋があったんだが、そこも封ふう印いんが施ほどこされていて、今は手が出せなかった」

　瞠どう目もくして黙だまるイトの前に、サブナクの顔が近づく。

「何だその顔は？」

「お前……遊んでたんじゃなかったのか……っ!?」

「お前は俺を何だと思ってやがる！」

「役に立たない生首」

「……ほおう？」

　即そく答とうしたイトに、サブナクは怒りを込めた低い声を発し、身を屈かがめた。

「な、何だよ……？」

　感情を消したサブナクの顔が至近距離に近づき、イトは足を半歩後退させた。しかしすでにサブナクの顔は鼻先が触ふれそうなほどに近づいていた。イトが慌あわてて距離を取ろうとすると、彼はあっさり身を引いた。

「？　一体、何がしたい──」

　イトの言葉が途と切ぎれ、代わりに、ごん、と鈍にぶい音が辺りに響ひびき渡わたった。同時にイトの額に激痛が走る。

「……っ！」

　サブナクの頭ず突つきを喰くらって、イトはしばらく無言で額を押さえて蹲うずくまる。一度至近距離に顔を近づけたのは、しっかり狙ねらいを定めていたのだ。

「……ったいな！　何すんだよ！」

「口で言ってもわかんねえだろうからな。頭でわからせてやったんだよ」

　物理的な説得方法に、イトはサブナクを睨みつつ立ち上がった。

「……それより封印って、どんなだよ」

「法術でガッチガチ。ありゃ相当な力を持った奴じゃなきゃ出来ねえだろうな。それに、どうやら一いつ朝ちよう一いつ夕せきの封印じゃなさそうだ。何百年と封印し続けて来た感じがある」

「ってことは……レガートあたりか？　聖職者の子孫って、本当なのか……？」

「なんだそりゃ？」

　イトはクラスメイトから聞き出した、レガートとスラーのことを話した。サブナクはあまり興味がなさそうに聞いていたが、イトの話が終わると、怪け訝げんそうな顔でぼやいた。

「聖戦士達、なぁ……。復活してからよく聞くが、ちっとも記き憶おくにねえんだよな」

「は？　何当たり前のこと言ってるんだよ？　お前を倒たおしたのは──」

「そうじゃねえよ」

　サブナクが封印された経けい緯いは、無論彼が一番よく知っている。

　魔ま界かいから人間界にやって来たサブナクは、イトの祖先である【瑠る璃りの一族】という人間達に肩かた入いれし、当時瑠璃の一族と争っていた【大国】との戦争に参加した。しかし大国側にも悪あく魔まがついたせいでサブナクは瀕ひん死しに陥おちいり、封印されることになったのだ。サブナクを封印まで追い込んだのは、聖職者と戦士ではなく、同類の悪魔であった。

「これだけ根付いてるってこたぁ、それなりに俺と因いん縁ねんがありそうなもんだろ。人間でも骨のあった奴やつは、俺も覚えてる。だが、聖職者と戦士のタッグなんざ、まったく記憶にねえ」

「珍めずらしくなかっただけじゃないのか？」

「まぁ、それもあるだろうが……」

「それかお前の記憶力がないんだろ」

「もう一発頭突き喰らいてえかクソガキ」

　サブナクは納なつ得とく出来ない様子で腕うでを組んで考え込んでいたが、不意にイトに目を向けた。

「とにかく、その聖戦士の末まつ裔えいとやらとは仲良くしとけ。何かわかるかもしれん」

「仲良くったって……俺、初っぱなから敵視されてるんだけど」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前には奴らと仲良しこよしになるための、最強の方法があるじゃねえか！」

「最強の方法……？　なんだよそれ？」

　怪訝そうに目を細めるイトに、サブナクは刀を押しつけ、空いた右手で力強くイトの肩を摑んできた。

「色いろ仕じ掛かけという最強の方法があるだろ！」

「他ほかにどんな方法があっても、それだけは絶対にないだろ！」

　イトは肩に置かれたサブナクの右手を勢いよく払はらった。ふと、サブナクが先ほどから左手をポケットにしまったまま動かさないことに気付く。

　イトが払った右手をぶらつかせながら、サブナクは言った。

「まぁ色仕掛けは俺のためにとっといてだな。ここからが本題だ」

「寝ね言ごとは棺かん桶おけの中で言え。──ん？　本題？」

　身体の場所が見つかったこと以上に大事なことなどあるのだろうか。またくだらないことを言い出すのではないかと、イトがじとりとサブナクを見上げると、彼はずっとポケットにしまったままだった左手を出した。その手を見て、イトは絶句する。

「な、んだよ……それ……っ」

「この間魔ま物ものにやられた傷のせいで、そろそろマジで動かなくなってきたんだよ」

　肘ひじを曲げることもままならないようだ。指先から手首が黒っぽい紫むらさき色いろに変色している。──死した身体の色に、イトは声を吞のんだ。

　動かない左ひだり腕うでが苛いら立だたしいのか、サブナクは舌打ちしてイトを見た。

「あの悪徳死体屋には連れん絡らくしたのか？」

「した。ちゃんとこの街に来るようにも言ってある。けど、まだ来ないんだよ」

「役に立たねえなあの野や郎ろう。──じゃ、しばらくは応急処置しとかねえとな」

　わざとらしく優やさしげに笑ったサブナクが一歩、イトに近づいた。反射的にイトは後退する。サブナクが笑えみを消してイトを見下ろす。

「おい。何逃にげてんだ」

「……本能が逃げろって言うから」

　サブナクが近づくとイトが逃げる。それを数度繰くり返すと、イトの背中に何かが当たった。礼拝堂の壁かべまで追い込まれ、ほとんど真上から、のし掛かかられるようにサブナクに見下ろされる。嫌いや々いや見上げると、逆光になった彼の顔が片頰ほおを歪ゆがめてニヤリと笑った。

「観念しな、イッちゃん。痛いてぇのは最初だけだからよ」

「ンなわけあるかっ！」

「まぁな。お前が痛がらねえと楽しくねえしな、俺が」

「お前、後で絶対ぶん殴なぐるからな」

　殺意に近い怒いかりの目で、イトはサブナクを睨にらんだ。ニヤリと笑ったサブナクの右手が、イトの左腕を摑つかんだ。彼の右手を、イトは凝ぎよう視しした。

（昨日の傷、まだ治ってない……）

　サブナクの右手には、あの不思議な石に触れた際についた傷が、生々しく残っていた。

　イトが険しい表情でサブナクの右手を見つめていると、彼はイトの左手を引き、自分の口元に寄せた。そこでイトは自分の置かれている状じよう況きようを思い出した。サブナクが口を開いたところで、イトの顔が引きつった。

「……え？　ちょ、ちょっと待て！　サブナ──」

　彼の名前の最後の一文字は、鋭するどい犬歯が手の皮ひ膚ふを破る、ぷつ、という音と重なった。

「いっ……！」

　嚙かまれた箇か所しよから、痛みと共に鮮せん血けつが溢あふれる。突とつ然ぜんの痛みに声を上げそうになるのを、歯を食いしばって堪こらえた。傷口をサブナクの唇くちびるが啜すすると、痛みがさらなる熱を伴ともなう。

　痛みで手が震ふるえると、サブナクが目を細めてイトを見上げ、笑った。一いつ瞬しゆんだけ痛みを怒りが凌りよう駕がしたその時、イトは声を振ふり絞しぼった。

「せめて……っ、一言言え、バカ！　っ……！」

「心の準備なんて、ガキみてえなことが必要か？　ああ、イッちゃんはまだガキだったか」

　サブナクが傷口に唇を当てたまま喋しやべるせいで、唇が擦こすれて新たな痛みが走った。

「っの、オッサン……っ！」

　イトが睨みつけるも、楽しげに喉のどの奥で笑い、サブナクは最後に傷口に舌を這はわせてイトの手から口を離はなした。

「……美味うまかったぜ、イッちゃん」

　口元についた血を舐なめ、満足そうにサブナクは笑った。イトは彼を睨みながら、摑まれたままの手を引き離した。すでに傷きず跡あとはなかったが、イトは制服の端はしでごしごしと手を拭ぬぐった。手ての甲こうには鳥とり肌はだが立っている。

「気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いっ!!」

「何回も言うなクソガキ！」

　顔を蒼そう白はくにして叫さけぶイトに怒ど鳴なりつけてから、サブナクは左腕に視線を落とした。

「あー、ダメだなこりゃ。見た目はなんとかなったが、やっぱまともに動かねえ」

　現在首だけしかないサブナクは、首から下は人間の死体を用い、自分の仮の身体からだとしている。身体を動かすにも相当な魔ま力りよくを消費する。魔力は寝しん食しよくでも回復するが、一番魔力への変へん換かん率が高いのは人間の血液だった。特にイトの血は変換率が他の人間よりも高く、サブナクはイトの血を吸うことで魔力を補っていた。

　しかし死体を動かすにも限界があった。深い傷がつくと魔力を以もつてしても修復不可能になるのだ。今も彼の肘は辛かろうじて曲げられるようだが、指先がぴくりとも動いていない。

　イトは項うな垂だれながらも怒りを込めてサブナクを睨んだ。

「俺の血、無む駄だだったんじゃないか……！」

「応急処置って言っただろうが。ま、もうちょっと血があればもしかすると動くかもしれねえなぁ。どうだ、今度はその首元に──ぶっ！」

「調子に乗るな！」

　再度近づいて来たサブナクの顔を力ちから一いつ杯ぱいぶん殴り、イトは彼に背を向けた。







　　第三章　本当の言葉




　創立祭はすでに五日後に迫せまっていた。今日からは全すべての授業を潰つぶして創立祭の準備をするため、イトもレントも軽い鞄かばんを手に校舎へ向かう。

「はよー、イト！　今日も朝から美人だな！」

　寮りようから校舎への道をレントと歩いていると、クラスメイト達に声を掛けられた。

「おはよう。朝からぶん殴られたいか」

「ホントのこと言っただけじゃーん。なぁレント？」

　クラスメイトがレントに話を振ると、レントは大きな欠伸あくびをしながら頷うなずき、イトに言った。

「イト、せっかく褒ほめられてるんだから、笑って投げキスするぐらいのサービスはしなきゃ、爽さわやかアイドルになれないよ？」

「なる気もない。そう思うならお前がやっとけ」

「イトったらつれなーい」

　イトの素っ気ない反応に、レントを筆頭にクラスメイト達が口を尖とがらせた。ちっとも可愛かわいくない、むしろ苛いらつきしか感じないクラスメイト達のブーイングを無視し、イトは教室に入った。

　教室には既すでに数人の生徒達がいて、演武の練習のために机を教室の後方に寄せていた。イト達も手伝いに入ると、隣となりにいたレントが眠ねむそうに欠伸をした。そういえば先ほどから何度も欠伸を繰り返している。朝から元気なレントには珍めずらしいことだった。

　思い当たる節がないわけではない。イトは疑問を口にした。

「お前、昨日の夜、どこ行ってたんだ？　俺が寝ねた後、どこか行っただろ？」

「ああ、ちょっと眠れなかったから、寮の中ブラブラしてたんだよ」

　レントは目の端に浮うかんだ涙なみだを拭い、いつもの明るい笑みを浮かべて答えた。

　頷きながらも、イトはレントの笑みをもう一度見つめてみる。何かがひっかかる。レントは再び欠伸をしてから、イトを見つめて来た。

「何？」

　きょとんとするレントに何でもないと首を振る。

（気のせいか……？）

「もしかしてイト、僕の顔に見とれてた？　まぁ僕ほどの爽やか美少年にもなると──」

「そうだな、今日は良い天気だな」

「冗じよう談だんぐらいせめて最後まで言わせてよ！　流さないでー！」

　レントが何か言っていたが、イトは頑かたくなに窓から青空を見つめていた。

　立ち回りの確かく認にんをしていると、扉とびらの方からクラスメイトの声が掛かった。

「イトー。エロ眼鏡から呼び出しー」

「エロ眼鏡……って、その名前で呼ぶなって言われてるだろ……」

　パルティータがそう呼んだせいで、フーガのあだ名は生徒にも広がっていた。勤務態度は真面目まじめで授業もわかりやすいフーガだが、男、つまりこの学校の全生徒に対しては、微み塵じんの罪悪感もなさそうな様子で暴言を吐はく。そんな彼が「エロ眼鏡」などという不ふ名めい誉よなあだ名で呼ばれるのが生徒達は面おも白しろいらしく、瞬またたく間に定着してしまった。

「フーガ先生に聞かれたらただじゃ済まないぞ」

「だから聞かれないところで言ってんじゃん。俺達だってフーガ先生を本気で嫌きらってるわけじゃないんだぜ？　男にとってはエロなんてある意味褒め言葉だからな！」

「褒め言葉……なのか？」

　だったらこの前、そのあだ名を本人の前で口にしてシメられていた生徒は何だったのだろう。そう思いながらも、伝えてくれた生徒に礼を言って、イトは職員室に向かった。




　職員室でフーガに声を掛けると、ついてこいと言われ、彼は職員室を出たすぐ傍そばにある面談室に入った。イトもそれに倣ならう。机一つと椅い子すが四つ、書しよ棚だなが一つ、扉の正面に窓があるだけの簡素な作りの部屋だ。しかし扉を閉めると、ざわついた校内の騒そう音おんがほとんど聞こえなくなり、防音対策のしっかりしている部屋だということがわかった。──つまりは、誰だれかに聞かれてはまずい話があるのだろう。

　フーガはイトに背を向けたまま静かに話し始めた。

「お前のことはアインザッツ神父から聞いている。チビ猫ねこのくせに、やり手のようだな」

　刺とげ々とげしい声に居い心地ごこちが悪くなり、イトは曖あい昧まいに返事をする。

「はぁ……ありがとうございます」

「褒めてなどいない」

　きっぱりとそう言ってから、彼は振り返った。眼鏡が陽ひの光で煌きらめいた後、彼の瞳ひとみがイトを見み据すえた。パルティータに見つめられた時と似た緊きん張ちようが走る。

「神に背そむいた者が教会内部に入り込んでいるなど、由ゆ々ゆしき事態だ」

　イトは一歩後あと退ずさり、後ろ手で出入り口の扉に触ふれた。するとフーガはおかしそうに口元を吊つり上げた。

「まだ用件も話していないのに逃にげようとするな。女でもないお前をとって食ったりはしない。まぁ、座れ」

　フーガは笑いながら椅子に座り、長い脚あしを組んでイトを見つめた。座れと言われたがそんな気にはならず、イトは扉の前に立ったままだった。イトを待つわけでもなく、フーガは話し始めた。

「俺はフロムヘヴン推すい奨しよう派でな。つまりは実力主義だ。お前がそれ相応の働きをするなら、その悪あく魔まの力も死ぬまで存分に利用させてもらうさ。使えるものは使ってやる」

　イトを見つめるフーガの目に、鋭く冷たい光が差した。

「ただし、教会に仇あだなすというのなら、容よう赦しやはしない」

「そんな予定はありません」

「ならば教会に忍しのび込んだ理由はなんだ？」

「……あんたに言う義理はない」

　イトの答えはある程度わかっていたのだろう。フーガは声を低くした。

「では、あの男──大悪魔サブナクの命で動いているのか？」

「冗談じゃない！」

　イトが詰つめ寄って机を叩たたいて否定すると、フーガは目を丸くした。

「それだけは違ちがいます！　絶、対、にっ！　誰があいつの命令なんか……っ！」

　フーガの驚おどろいた表情で、イトもようやく大声を出したことに気付き、叩いた机からそっと手を離はなした。するとフーガは一度吹ふき出してから、笑い声を上げた。彼の素すの笑えみは、思ったよりも明るく、優やさしげだった。

「なるほど。パルが気に入るわけだ」

　フーガの口から出た名は、間違いなくパルティータのことだろう。彼女の愛あい称しようを呼ぶその声は、絶ぜつ縁えんとはほど遠い、家族を呼ぶ優しい声のような気がした。

　彼は気付いていないのか、おかしそうに笑っている。

「お前が女なら、今この場で押し倒たおしてやったのに。何故なぜ男に生まれた？」

　まだ笑いの残る声でそう言って、フーガはイトを見つめた。

「あんたに押し倒されないためじゃないですかね」

　イトが嫌けん悪お感かんと共に吐き捨てるように言うと、フーガはまた笑い出した。イトはむっとしつつ口を開く。

「……用件は何ですか？　使えるものは使うんでしょう？　使えるうちに使った方がいいと思いますけど」

「使い捨ての自覚があるようでなによりだ」

　フーガはそう言うと、ようやく笑みを消してイトを見つめた。

「お前には、二つの任務を言い渡わたす」

「あの石のことですか？」

「ああ。あの石は危険だ。今後あの石が置かれていたら回収しろ」

「回収って……」

　どうやって、と問おうとして、フーガの試ためすような笑みに答えが望めないことを悟さとる。自分でどうにかしろということなのだろう。法術の使えないイトには、レガートがしたように、法術で身を守りながら石に触れることは出来ない。

「回収不可能なら破は壊かいしてもかまわん。それも出来るならの話だがな」

「破壊……って、いいんですか？　あれは、レガートの家のものなんでしょう？」

「何故個人的に封ふう印いんしているのか知らんが、あれは壊こわせるものなら壊してしまった方がいい類たぐいのものだ。──それから、誰が何の目的で置いているのかを調べろ。内密にだ。無論、あのヘタレにもな」

「わかりました。……一つ、いいですか？」

　フーガの視線が「何だ」と問い、イトの質問を許した。

「あの石は、一体何なんですか？」

「そのまま、穢けがれた石、と呼ばれているな。穢れや呪のろいを溜ため込むと言われている。どういうものなのかはまだ解明出来ていない……というか、出来ない。触れるとその穢れや呪いを受けてしまうからな。強力なものは見るだけで倒れたり、あの石が死因と思われる死亡例もある。浄じよう化かしようにも、どういうわけかなかなか上手うまくいかん。だから破壊してしまうことが多い。破壊すれば効力はなくなるからな」

　フーガの目が、挑ちよう戦せん的にイトを見つめる。

「出来るか？」

　口角を吊り上げるフーガに、イトは内心むっとしつつも頷うなずいた。

「わかりました。二つ目の任務というのは？」

「それよりももっと重要な任務だ」

　紫むらさきの瞳が、眼鏡の奥からイトを見据える。ただ事ではなさそうな張り詰めた空気を感じて、イトはフーガに向き直った。

「俺をエロ眼鏡と呼んだ奴やつを逐ちく一いち報告しろ」

「……絶っ対、嫌いやだ」

「あ？」

「……わかりましたよ……」

　渋しぶ々しぶ頷うなずきながらも、イトは内心では明らかに彼の私し怨えんである任務を蹴けっていた。

（もう既すでに報告していたらキリがないぐらい広まってるんだよ。……とは言えないし）

　椅子の軋きしむ音がして、イトは逸そらしていた顔をフーガに戻もどした。紫の瞳が、イトに真っ直すぐに向いている。

「──悪魔の力を借りて、とは言え、お前はひとりで生きてきた。俺はそれを評価してもいいと思っている」

「な、何ですか、いきなり……。どういうことですか？」

　突とつ然ぜんの言葉に、イトは戸と惑まどった声で聞き返した。

「ひとりで生きることがどれほど困難か、お前は知っているだろう？」

「……俺はただ、生きてきただけです」

「買い被かぶりすぎていたか？　孤こ独どくを知る者は、他者を強く恐おそれ、同じぐらい強く焦こがれる。それをお前は身を以もつて知っている。そうだろう？」

　彼の目に鋭するどさは感じない。しかしその目は水が浸しん透とうするかのように、イト自身も自覚していなかった胸の内を見み透すかしていた。

　彼の真意がわからず、イトは戸惑いながらフーガを睨にらむ。

「……一体、何が言いたいんだよ」

「死の恐きよう怖ふを、孤独を知っている。それがお前の強みだと言っているんだ。人類の敵である悪魔に頼たよるほど、お前は生に貪どん欲よくだ。そうして生き長らえたお前は今、教会に属している。そんな奴を利用しない手はない。何を考えているのかは追々吐はかせるとして、今は魔ま物ものを殲せん滅めつさせる道具として使ってやる」

　サブナクのことを知っていながらイトを認めるようなことを言うフーガを、イトの方が信じられなかった。

　フーガはふと笑みを浮うかべた。目だけは挑戦的に、表情は柔やわらかく微笑ほほえんでいる。彼の強い視線に気後れしそうになり、イトはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「あんた、一体どこまで俺を知ってるんですか。アインザッツ司教から、どこまで聞いたんですか」

「ふん。お前如ごときのことであの人の口を煩わずらわせる必要はない。お前を見ていれば、家の中でぬくぬくと育てられた飼かい猫でないことぐらいはわかる」

「意外と直感で物を言うんですね。もっと理論的な人かと思ってました」

「なめるなよ、ガキ。俺は教師である前に神父だ。観察眼は、悪あく魔まの力を借りているガキよりはいくらか養われているんだよ」

　余よ裕ゆうの笑みを浮かべてそう言われ、イトは歯は嚙がみした。事実、彼の言葉はイトの胸を抉えぐるように突つき刺ささる。「そんなことは思っていない」と、何故か反論が出来ない。

　それをわかっていながら、フーガはさらに言葉を続けた。

「無論、本当にお前がたったひとりで生きてきたと思っている馬ば鹿か野や郎ろうなら、完全に俺の買い被りすぎだがな？」

　今度こそ、その言葉に何か言い返したくて仕方がなかった。しかしどれだけ喉のどに力を入れても、声にはならない。悔くやしげに顔を歪ゆがめるイトを、フーガは面おも白しろそうに眺ながめている。

（くそ……っ）

　ひとりで生きてきたなんて、とても言えなかった。自分で思っていても、人には言われたくなかった。脳のう裏りに浮かぶ赤黒い髪かみを消すように、イトは首を振ふった。苦し紛まぎれに一度フーガを睨んだが、ふと諦あきらめて目を伏ふせた。

「……何で、サブナクと一いつ緒しよにいるのに、俺のことを認めたりするんだ。ほっとけばいいだろ」

　イトを使い捨ての道具として利用するためだけなら、こんな言葉をかけたりする必要があるだろうか。どうしてもそこに、人の温かさを感じてならない。

　心の内を見透かされても──腹は立つが──それは正しい人の道だと言われているようで、どこかで安あん堵どしている自分がいる。やっぱり腹が立つと思いながら、イトは彼の目を見つめた。

「野郎にこんなことを言うのは非常に不本意だが」

　顔を顰しかめて強い口調でそう言ってから、フーガは表情を緩ゆるめた。

「俺はな、もう目の前で不幸になっていく奴を見たくないらしい。男の幸せ顔なんぞ見たくはないはずなんだがな」

　同じような言葉をイトはつい最近聞いた。驚おどろくイトに気付かないまま、フーガは続けた。

「目の前にいたのに……救えたはずの人間を救えない絶望は、もう味わいたくないからな」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみに宿る、悲ひ哀あいと後こう悔かいもまた、彼女と同じだった。きっとこの人は──この人達は、それだけの辛つらい経験をした。身近な人が不幸になるのを止められなかった自責の念がそこにはあった。そして同じように、それを糧かてに前を向く強さが二人にはあった。

「……あんたとパルティータ、やっぱり似てるな」

　ぽつりと呟つぶやくように、イトはフーガに言った。途と端たんに彼の顔が歪む。

「誰だれがあのじゃじゃ馬とそっくりだと？」

「パルティータも、同じようなことを言ってた」

　フーガが悔しそうな、気まずいような顔をする。イトはそんな彼の顔を見み据すえて言った。

「目の前で不幸になる奴を見たくないって言ってるあんた達が、何で絶ぜつ縁えんなんかしたんだよ。そんなことして、お互たがい幸せなのか？　あんた達はお互いのこと、よくわかってるはずだ。血が繫つながってるなら、なおさら」

　彼の端たん整せいな顔は、まさに苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歪んでいた。しかし息をつくと同時に、フーガはその顔に笑えみを浮かべた。

「ああ、そうだ。俺達に絶縁など、出来るわけがない、な……」

　諦めたような、しかし潔いさぎよい笑みで目を伏せながら、彼は口元を小さく動かした。

「……こんなガキに言われて、気付くとはな」

　フーガは小声で何かを呟いたが、イトの耳には届かなかった。

「話が終わったのなら、戻ります」

　イトが背を向けて扉とびらを開けようとすると、フーガが声を掛かけてきた。

「頑がん張ばれよ、チビ猫ねこ」

「は？　な、何ですか……？」

　チビ猫と言われたことよりも、男を毛け嫌ぎらいしている彼に頑張れなどと言われたことに、イトは寒気を感じた。疑いの目を向けるイトに、フーガは不満そうな顔をする。

「何だその目は。この俺が生しよう涯がいで初めて応おう援えんしてやる男だぞ、お前は。ありがたく思え」

「はあ……どうも」

　男嫌いの彼の応援など、何か裏があるように思えて気味が悪い。しかし彼の、パルティータと似通ったどこか優やさしげな笑みは、不思議と嫌な気分にはならなかった。

　そこでふと、イトは何気ない疑問を口にした。

「あれ？　でも、アインザッツ司教も男じゃないですか」

　イトのその言葉が終わるか終わらないかというところで、フーガは拳で机を叩たたき、力強く怒ど鳴なった。

「あの人は神に最も近い存在だぞ！　男などという汚きたない部類に入れるな！」

「……そうですか」

（ちょっと見直したかと思ったけど、やっぱりおかしいなこの人）

　内心ではそう思ったが口にすることはなく、イトはそっと部屋を出た。







　イトは教室に戻りながら、石を見つけた際のレガートの様子を思い出していた。

（あの石……レガートの家で封ふう印いんしてるんだったよな）

　レガートほど強力な法力があれば、あの石を封じることは可能だろう。しかしあの石を見た時のレガートの慌あわて方に、どこかひっかかるものがあった。ただ盗ぬすまれた事に対する憤いきどおりや、生徒が危険にさらされるという危き惧ぐだけではない、あの目は──

（自分に危険が迫せまっている時の、怯おびえている奴やつの目だった）

　レガートが一体何に怯えているのか。それを知れば、石のことも何かわかるかもしれない。
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　聞こえてきたヒールの音で、フーガは顔を上げる。角を曲がると、ロリポップを咥くわえた顔がこちらを見た。自分と少しばかり似ているその顔は、睨みながら脇わきを通り過ぎようとした。

「パル」

　久しく呼んでいなかったその呼び方に、パルティータが驚いた顔でフーガを見上げた。

「俺はもう『絶縁ごっこ』には飽あきた。続けたいならお前一人で勝手にしろ」

　そう言うと、パルティータは口を閉とざしてフーガを見上げた。そしてむっとした顔でロリポップを突きつけてきた。

「何それ。私はとうにやめてるつもりだったけど？　あんた一人でやってたの？」

「ふん。お前は昔から、負け惜おしみだけは一人前だな」

「あんたに負けたことなんか一度もないわよ」

　挑ちよう戦せん的な目を向け合いながら、二人は同時に笑った。

「じゃ、仲直り記念にお小こ遣づかいちょーだい、お兄ちゃん！」

「今の話はなかったことにしろ」
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　こつんと窓が鳴る音で、イトは浅い眠ねむりから目覚める。ベッドから起き上がると、イトは隣となりのベッドが空であることに気付いた。

「あいつ、またいない……」

　ここ最近、レントはイトが眠ってからどこかへ出で掛かけていた。いくら何でも連日眠れず散歩、というわけではないだろう。

　レントのことを気にしながらも、イトは手早く着き替がえて窓を開けた。二階だが、上手うまく壁かべを伝って下りれば危険な高さではない。戻もどる時も、足場は確かく認にんしてある。真下にはサブナクの姿があった。彼にあらかじめ深夜になったら起こすよう頼たのんでおいたのだ。

　イトは窓から壁を伝い、危なげなく下りていく。もう飛び下りても良いかという高さまで下ってきたところで、足場が崩くずれた。

（しまった……！）

　片手を離はなしていたせいで、イトの身体からだは壁から離れて落ちていく。咄とつ嗟さに宙で受け身をとって衝しよう撃げきに備えたが、いつまで経たっても身体に痛みは訪おとずれなかった。痛みの代わりに、背中と膝ひざの裏に、誰かの両りよう腕うでがあった。

　暗がりの中で、至近距きよ離りにサブナクの意地の悪い笑みがあった。

「お怪け我がはありませんか、お嬢じようさん？」

「……っ！」

　芝しば居いがかった甘い声が耳元でして、イトはぞわりと全身に鳥とり肌はだを立てた。悲鳴を上げなかった自分を褒ほめてやりたいほどだ。囁ささやかれた耳を押さえ、もう片方の手でサブナクの顔を遠ざけてイトは小声で怒鳴った。

「やめろ気色悪い！　余計なことすんな！」

「ニャーニャー騒さわぐなよ。発情期か？　──いって！」

「ぶっ殺すぞオッサン……！」

　ぎゅっとサブナクの頰ほおをつねるイトを、鋭するどい目が見下ろしてくる。

「このクソガキ……魔ま界かい男前代表の顔になんつーことしやがる」

「くだらないこと言ってないで早く下ろせ！　っていうかお前、腕平気なのかよ？」

「支えてるだけだからな。お前軽いしよ。ったく、ちゃんと食えよ成長期！　──あ、成長期まだ来てねえか！　いや、もしかしたらもう終わってたりしてなぁ」

　吞のん気きに笑っているが、サブナクは今現在両手が塞ふさがっていることを忘れているらしい。

　イトは指を鳴らしてから、彼の無防備な顔面に向けて拳こぶしを叩きつけた。







　夜の校舎に忍しのび込むことに成功し、イトは校内を回っていた。穢けがれた石は最初の時以来、朝に見つかっている。ということは、やはり夜に置かれている可能性が高い。

　サブナクは先ほどイトが顔面を殴なぐったせいでへそを曲げ、校内にあるということだけを告げて外で待っていた。地味な嫌いやがらせに腹を立てながら、イトはカンテラの光だけで校内を探す。

　ふと、廊ろう下かを歩く足音が自分だけのものではないことに気が付いた。

（誰だれかいるのか……？）

　足音は前方から聞こえてくる。物音を立てないように近づくと、確かに人の足音がした。曲がり角から顔を覗のぞかせると、カンテラのオレンジ色の明かりを片手に、誰かが教室の扉を開けて中に入っていった。

　普ふ段だんの学校生活ではサブナクに預けている愛刀も、今はイトの腰こしにある。柄つかに触ふれながら、イトは慎しん重ちように、その人物が入った教室に近づいた。扉は開いたままだった。

　教室の中を覗き込むと、その人物は机の間を往復し、カンテラを机においてしゃがみ込んだ。その際、その横顔が見えた。

　少し垂れた目に、深緑の瞳ひとみ。

「レン、ト……？」

　驚おどろきのあまり、声を発していた。慌てて口を塞いだが、レントがこちらを向いた。

「誰だ！」

　カンテラの明かりをイトの方へ向け、そして驚きよう愕がくに目を瞠みはった。

「イト……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやかれたのが自分の名前だと気付くのに、少しばかり時間を要した。

　しばらく無言の時が過ぎ、ようやくイトが口を開いた。

「お前、何してるんだ……？」

　イトの言葉でレントも我に返ったような表情になり、右手を隠かくすように背後に回した。その際、見慣れない手て袋ぶくろをしていることにイトは気付いたが、レントはいつものように笑った。

「いきなり人を泥どろ棒ぼうみたいに言わないでよー。イトこそ、ここで何してるの？」

「お前が最近寮りようを抜ぬけ出してるから、追って来たんだ」

　──任務のことは、レントにも内密に。フーガの言葉を思い出し、イトは咄嗟に噓うそをついた。噓とは言え、気になっていたことではあった。このままレントが隠し続けるなら、実際後を追っていただろう。

「もう一度訊きく。──レント。お前、ここで何やってるんだ？」

　夜中に校内にいるなど、穢れた石を置いた犯人と疑われても仕方がないような状じよう況きようだ。

「……何か俺には言えないようなこと、してるのかよ」

　イトの言葉にも、レントは黙だまったままだった。

「おい、レント！　答えろよ！　お前、何やってんだよ！」

　レントはこんな風に一人で校舎に忍び込むような性格ではない。何か困っているなら、悩なやんでいるなら、言ってくれれば協力した。──レント相手になら、それが出来ると思った。

　手袋を嵌はめたレントの左手から、ぎゅ、と軋きしむような音がした。握にぎった拳が震ふるえている。

「レント……？」

　イトが呼ぶと、レントは真っ直すぐにこちらを見つめて来た。震える手とは違ちがい、表情は平静で、冷たささえ感じられた。

「──言えない。イトには、関係のないことだから」

　それがレントの答えだった。イトの力など必要ないという答え。

　胃の奥がすっと冷たくなる。

「そうかよ……っ！」

　イトは拳を握り、声を上げようとしたが、やめた。

「……イト？」

　イトの反応を窺うかがうようなレントの声が気に障さわった。しかしイトは努めて冷静に、平へい坦たんに、冷たい声で言った。

「……お前は俺を友達だって言ったよな？　友達って、信しん頼らいし合う関係だと思ってたけど、俺の認識が間ま違ちがってたか？」

　そこで初めて、レントの表情に動どう揺ようが走った。

「待って、イト！　違うんだ、僕は……っ！」

　大声を上げたレントを見上げると、彼の顔は引きつっていた。

　──信じたところで何になる。

　冷たい感情が胸に湧わき上がる。その感情に懐なつかしさを感じ、イトはわずかに笑った。そうだ、以前はこれが普ふ通つうだったのだ。レントのせいではなく、イトの過失だ。

「……いや、いい。やっぱりそういうの、俺には向いてないんだ。お前は悪くない」

「そうじゃない！」

　言い募つのるレントを背に、イトは踵きびすを返した。石を探さなければならない。

「僕はイトのこと、本当に友達だって……！」

　絞しぼり出すような声でレントはそう言ったが、言葉の後半は弱々しく消えていった。たとえレントの言葉をすべて聞いたとしても、今のイトには届かなかっただろう。彼もそれがわかったのかもしれない。

（信頼なんて、こんなものだ……）

　頭では冷静にそう思うのに、喉のどの奥の方から、どろりとした嫌なものがこみ上げてくる。怒いかりにしては冷たく、悲しみにしてはあまりにも激しい感情。名前のわからないその感情を胸の奥底に押し込んで、イトは教室を出た。




　教室から少し離はなれたところに、サブナクの姿があった。顔を上げると、月明かりに照らされた彼の笑えみが見えた。どうやらレントとの会話を聞いていたらしい。

「とうとうオトモダチとやらに裏切られたか？」

「……ちが、う」

　イトの弱々しい声を、サブナクは鼻で笑った。

「言い淀よどむってこたぁ、お前もそう思ってる部分があるんじゃねえのか？　やめちまえやめちまえ。いつかそこにつけこまれるぞ」

「レントは、そんな奴やつじゃ……」

　イトは自分の言葉に驚く。頭ではもう捨て置くつもりだったのに、出て来たのはそんな言葉だった。口から出る言葉、胸にある感情、頭で考えていることがバラバラだ。気分が悪い。

（これだから、嫌なんだ……。人を信じるなんて……っ）

　口を閉とざしたイトに、サブナクはつまらなそうな目を向けてきた。

「寒い友達ごっこなら勝手にしろ。だが、最後のところは許すな。さっきも言ったが、いつ誰につけこまれるかなんてわからねえ」

「……ああ。そうだな」

　イトは息をつくように頷うなずくと、サブナクが目の前にいた。紅あかい瞳がイトを見下ろす。

「お前は俺と契けい約やくしてんだ。それを忘れるな」

　底冷えするような低い声でそう言うと、サブナクは背を向けた。

　教会の敵である悪あく魔ま。彼と契約しているイトと、教会に従事するレントとはいずれ敵になると、言外にサブナクは言っていた。

　纏まとまらない考えを振ふり払はらうように、イトもサブナクの背を追って歩き出す。

「ああそうだ。一つ教えといてやるが」

　イトが見上げると、サブナクは平然と言った。

「あいつが持ってたぞ、あの石」

「まさか……っ」

　サブナクはもう何も言わなかったが、それが事実だと、イトはわかった。

　確かにレントは、イトから何かを隠すような仕草をしていた。手には見慣れない手袋をしていた。あの石は、素す手ででは触れない。

（レント、が……？）

　ありえないという気持ちと、実際に見たレントの姿が重なり、イトの視界はくらりと揺ゆれた。
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　あれからイトは寮の部屋に戻もどったが、朝まで起きていた。結局、レントが部屋に帰って来ることはなかった。

　早朝に寮が開くと、イトは食事もそこそこに校舎へと向かった。レントと会うことを期待したわけではなかったが、ただじっとしていられなかった。

　一心に歩いていると、気付けばあまり近づかない温室が見えた。ガラス張りの向こうで人ひと影かげが動く。イトはあまり考えずに、温室に足を踏ふみ入れていた。

　色とりどりの花に囲まれて、小鳥が何羽わか飛んでいる。温室の中央にはテーブルと椅い子すが置かれている。その一つに座り、その少年はこちらに背を向けて座っていた。小鳥の囀さえずりに混じり、少年の笑い声が聞こえる。

　飛んでいた小鳥たちが、一羽、また一羽と赤あか髪がみの少年の肩かたや頭に留まった。

「レガート？」

　イトが呼びかけると、赤髪の少年──レガートは肩を大きく弾はずませて振り返ってきた。

「な、何だよ、お前……っ、いつから……！」

　何を慌あわてているのかとイトが思っていると、レガートは小鳥たちを隠すように手で覆おおい、真っ赤な顔でイトを見上げた。リンゴ爆ばく弾だんという彼のあだ名が頭を掠かすめ、イトは笑いを堪こらえた。

「い、今見たこと、誰だれにも言うなよ！」

「今見たことって？　鳥と遊んでたことか？　別に知られて困ることじゃないと思うけど」

「いいから言うな！　わかったな!?」

　あまりにも必死なレガートにイトが頷くと、彼は一度ほっと表情を緩ゆるめたが、イトの視線に気付いてかすぐに顔を顰しかめた。

　イトはふと、レガートに石のことや、礼拝堂の封ふう印いんのことを聞き出すチャンスかもしれないと気付いた。──とはいえ、何故なぜか敵視されているので答えてくれるかどうかはわからないが。

　イトがどう切り出そうかと考えていると、レガートがぽつりと呟つぶやいた。

「……た、助かった」

「？　そこまで知られたくないことなのか？　いいだろ別に、鳥と遊ぶぐらい」

「そうじゃねえよ！　こ、この前のことだっ！」

「この前……？」

　最近レガートと話したのは、石を見つけた時だが、そこで彼を助けた記き憶おくはない。イトが考え込んでいると、レガートがもごもごと口を動かした。

「だから……っ、初めて会った日の！」

　どうやら彼は、初めて会った日にイトに助けられたことを言っているらしい。

「ああ。あの時か。……というか、今さら……？」

「う、うるせえ！　この俺がわざわざ礼を言ってやってんだから、黙だまって感謝しとけ！」

　顔を真っ赤にして、レガートは顔を逸そらした。

「俺様はな、聖職者レガートの末まつ裔えいなんだよ！　法術も使えないお前の助けなんか、いらなかったんだからな！」

「あーはいはい。わかったよ……」

　イトは呆あきれた顔で相づちを打ったが、レガートはぎゅっと手を握にぎって静かに続けた。

「……俺は助けてもらってちゃいけねえんだ。俺は、助ける立場にある人間なんだから」

　真しん摯しな眼まな差ざしで言うレガートに、イトは彼に対する認にん識しきを改めた。

　レガートは『聖職者レガート』の末裔であることを鼻に掛かけているのではない。その横顔には、血を受け継ついだ誇ほこり、その家系に生まれた責任、そしてかつての聖職者のように気高くあろうとするレガートの決意が滲にじみ出ていた。

（確かに、悪い奴じゃない）

　ファンもいる、と言っていたクラスメイトの言葉にも、ここでようやく納なつ得とく出来た。

　レガートは不ふ機き嫌げんそうにイトを見上げ、自分の隣となりの椅子を叩たたいた。座れということらしい。イトが椅子に腰こし掛かけると、レガートは口を開いた。

「何で朝早くからこんなところにいるんだ？」

「……早く起きたから、散歩だ」

「あいつは？　いつも一いつ緒しよにいるのに」

　レントのことを言っているのだとわかったが、すぐには返答出来ずにいると、レガートは嘲あざけるように笑いながら言った。

「あのヘタレと喧けん嘩かでもしたのかよ？」

「喧嘩、なら……まだ良かったのかもな」

「何だよ、裏切られでもしたのか？」

「違ちがう！　あいつは、そんな奴じゃない！」

　思わず立ち上がって、大声で怒ど鳴なっていた。我に返り、イトは黙って腰を下ろす。

（信しん頼らいなんかしないって、思ったはずなのに……）

　サブナクにもそう言われ、納得したと思っていたのに、今の台詞せりふは何だろう。

　イライラする。完全にレントを見捨てることも、彼を信じたうえで追つい及きゆうすることも出来ない、中ちゆう途と半はん端ぱな自分に。

　レガートを見ると気まずそうな、ムッとした顔で自分の足あし下もとを見つめていた。

「何で、そう言い切れるんだよ。わかんねえだろ、人が考えてることなんか。──ガキの頃ころからずっと一緒にいたって、わかんねえ奴だっているんだぞ」

　悔くやしげな声のレガートに、イトは首を傾かしげる。

「それって、スラーのことか？」

　レガートは目を見開いてイトを見つめて来た。

「なっ、何でわかったんだよ!?　俺、スラーのことだなんて一言も……！」

「それで気付かないわけが……いや、何でもない。──なんとなくだけど、お前とスラーの関係に、違い和わ感かんがあったっていうか……」

　イトがそう言うと、レガートは眉まゆを寄せて視線を逸らした。不機嫌というよりも、苦しげな横顔にイトは言葉を投げかける。

「この間さ、お前、スラーに俺を殴なぐらせようとしただろ。自分で命令したくせに、何で自分で止めたんだ？」

　横目でイトを見て、レガートはぽつりと呟くように言った。

「本気で殴らせようとしたんじゃない。──スラーに、嫌いやだって言って欲しかったんだよ」

　レガートの顔から不機嫌さが消え、代わりに悲しみが色いろ濃こく滲む。

「あいつは……スラーは、口ではめちゃくちゃ言うけど、結局俺の言うこと、全部聞くんだ」

「何でだ？」

「それがわかったら、俺だってこんなに悩なやんでねえよ！　やめろって何度言っても、『俺が好きでやってる』とか言って、わかってくれねえし……っ」

「何でそうしてるのか、訊きいたことないのか？」

　イトが尋たずねると、レガートは一ひと際きわ声量を上げて言った。

「あるけど……っ、でもあいつは、当然だとしか言わねえんだよ。だからムカついて、バカだとか下僕だとか言うのに、あいつ、反論どころか、怒おこりすらしねえんだ。怒ってないフリじゃなくて、本当に怒ってねえんだよ。俺がそう思うのが当然、みたいな顔して、『お前がそう言うなら、俺は下僕にでも犬にでもなる』とか、バカなことしか言わねえんだ……」

　レガートの強い瞳ひとみは徐じよ々じよに揺ゆらぎ、俯うつむいていく。

「こんなの、おかしいだろ……。あいつが俺に従う義理なんてないし、俺はそんなことして欲しくないのに……。俺は──」

　レガートの言葉の後半はほとんど消えていたが、辛かろうじて弱々しい声がイトの耳に聞こえてきた。「友達でいたいだけなのに」──と。

「……友達って、そういう関係じゃないはずだろ。俺のことばっかじゃなくて、あいつにちゃんと、自分の意思を持って欲しいし、それを俺に言って欲しいんだよ……」

　はっきりとそう言ってから、レガートは横目でイトを見て、顔を赤くした。イトが首を傾げていると、レガートは気まずそうに口を開いた。

「だ、だからこの間は、色々言い合ってるお前らが、正直、羨うらやましくなって……ムカついてつい、喧嘩売っちまったんだ。……わ、悪かった」

　素す直なおに謝るレガートに少々面めん食くらった後、イトは苦く笑しようした。

「いいけど……お前、疲つかれないか？　その性格……」

「う、うるせえな！　わかってんだよ、ほっとけ！　……ってか、何で俺、お前にこんなこと言ってんだ……!?」

　赤い顔をさらに真っ赤にして彼は怒鳴り、困こん惑わくした独白を吐はいた。

　あまりに不器用なレガートの性格に、イトはこっそり笑いを堪えていたが、彼の言うことがわからなくもない自分に気付いた。レガートとイトは、恐おそらく似たような悩みを抱かかえている。

「お前は羨ましいって言ったけど……俺だって、あいつのことなんかわからないよ。……わからなくなった」

　何故レントはイトに黙って出で掛かけていったのだろう。何を隠かくしているのだろう。何より、

　──言えない。イトには、関係のないことだから。

　平然とそう言われたことに、腹が立った。歯は痒がゆかった。悔しかった。自分を信用していないと言われているようで。イトはレントを信用したいと思っていたのに。

　イトの目は自然と虚こ空くうを睨にらんでいた。

「……なんかムカついてきた。何であいつ、何も言わないんだ……っ！」

　拳こぶしをきつく握りながら怒りを込めて呟くイトに、レガートが勢いよく振ふり返った。

「だよな！　納得いく説明ぐらいしろってんだよ！　友達って、何でも言い合える仲のことだろ！」

　真っ直すぐな目でそう憤いきどおるレガートの言葉に、イトの胸はしくりと痛みを訴うつたえる。

「そう、かな……？」

　本当にそうだろうか。イトはレントに、全すべてを打ち明けることが出来るだろうか。レントにだからこそ言えないこともある。──それは彼も同じなのではないか。

　じろりと睨むように、しかし敵意のないレガートの目がイトを見る。

「……お前らはそうだろ。何でも言い合ってたじゃねえか」

　この間廊ろう下かで喧嘩を吹ふっかけてきた時も、彼はこんな目でイトとレントを見つめて来た。それはイト達を羨む眼差しだった。イトはレガートの視線を受け止めてから、ゆっくりと首を振る。

「何でもじゃない。俺も、レントに言えないことはたくさんある。それでもあいつは、俺を信じてくれた。だから俺は、あいつを友達だって思えたんだと思う。……何も言わないってことは、何か、それなりの理由や考えがある気がする」

　レントはイトを友達だと言った。信じると言った。そんな彼が、今、イトに何も言わない。言えないと言っていた。

　──その方が仰おつしやっている言葉が、全て真実とは限りません。

　──疑えと言っているのではありません。その言葉を信じ、そしてその上で、その方の一言一言を注意深く聴きいてあげてください。

　──本当にその方が仰りたい言葉が隠れていることがあります。

　不意にこの間アインザッツが授業で言った言葉を思い出した。

（レントの、本当に言いたい言葉……）

　本当にイトに関係がないなら、あんな風に突つき放すだろうか。イトを遠ざけているようにも聞こえる。

「理由や、考え……」

　イトが考え込んでいると、レガートがぽつりと呟つぶやいた。

「スラーに、そういう心当たりはないのか？」

　イトが尋ねると、レガートは考えを巡めぐらせるように黙だまり込んだが、首を振った。

「ねえよ、そんなの。だからわかんねえんだろ」

「俺はスラーのことよく知らないからわからないけど、あいつはお前を傷つけるような奴やつなのか？」

「そんなわけねえだろ！」

　即そく座ざにそう言ったレガートに、二人の間の確かな信頼関係が見えた。

「じゃあさ、スラーを信じて、もう一度お前の言いたいこと言ってみたらどうだ？　そしたらあいつも、言いたいこと言えるかもしれない」

　イトは自分に言い聞かせるようにそう言った。

（もう少し、レントを信じてみよう。関係ないって言葉は、あいつの本当に言いたいことじゃない気がする……）

　イトの隣となりで、レガートはしばらく黙り、そして黙ったまま頷うなずいた。

　少しの間、沈ちん黙もくが落ちる。そこではたと、イトは自分のすべきことを思い出し、レガートに向き直った。

「なぁ。それとは関係なくさ、ちょっと訊きたいことがあるんだけど」

　イトが俯いたレガートを覗のぞき込むと、彼はびくりと肩かたを震ふるわせ、イトから目をそらした。どこか怯おびえているような目が気になったが、イトは言葉を続けた。

「あの石、何でお前の家にあるんだ？」

「危険だから、法術で封ふう印いんしてるんだよ。普ふ通つうの人には封印なんて出来ねえだろ」

　イトはレガートのその言葉に、わずかに違和感を感じた。まるで訊かれればこう答えることが決まっているような、言い慣れている感じがする。

「それって、持ち出すのは難しいのか？」

「持ち出せるはずがない。その部屋の鍵かぎを持ってるのは、俺とスラーだけだ」

「スラーが……ってことは、ないよな？」

「あるはずねえだろ！」

　レガートは立ち上がって、叫さけぶように言った。

「スラーは絶対、そんなことしねえよ！　あれは俺にとって大事なもんなんだ！」

（大事なもの……？）

　──危険なものではないのか。

　レガートは言葉の違い和わ感かんには気付かなかったようで、力なく椅い子すに座って続けた。

「……警備は強化してもらったんだけど、今朝また、なくなってた」

　イトは絶句した。脳のう裏りを掠かすめるのは、昨夜のレント。しかしイトは軽く首を振った。

（いや、鍵はレガートとスラーしか持っていないんだ。レントが持ち出せるはずがない）

「あれが、ないと──」

　レガートが何か言いかけたが、イトを見て口元を強く押さえた。

「もう一つ、いいか？」

　口を押さえたまま、レガートはイトを見つめた。少し顔色が悪いような気がしたが、これだけは聞いておきたい。

「聖職者レガートの末まつ裔えいって、本当なのか？」

　イトの言葉に、レガートは少しの間だけ目を瞠みはった。しかし表情を落ち着けると、口から手を離はなし、はっきりと言った。

「本当だ。……聖職者レガートの血筋には、証あかしがある」

「証？」

　イトが繰くり返したところで、レガートは胸を押さえ、上半身を折った。

「レガート？　どうしたんだ？」

　俯うつむいたレガートの口元が動く。小鳥の囀さえずりに重なって、確かにその言葉はイトの耳を打った。

「───」

　レガートがその言葉を口にした瞬しゆん間かん、今までレガートの周りで戯たわむれていた小鳥達が、まるで彼から逃にげるように一いつ斉せいに飛び立った。どこか異様な空気が流れている気がした。

　小鳥が残した羽根が、ふわりとイトとレガートとの間で躍おどる。

「レガート……？　気分でも悪いのか？」

「うるせえ！　何でもねえよ！」

「でも、顔色が──」

　立ち上がったレガートに手を伸のばすと、彼はびくりと肩を竦すくませた。

「……っ触さわるな！」

　伸ばした手を、大声と共に勢いよく払はらわれる。引きつった顔が、イトに向いた。

「嫌いやだっ……！」

　イトと目を合わせた途と端たん、レガートは喉のどから小さな悲鳴を漏もらした。プライドの高いレガートの怯えた様子にイトは驚おどろいたが、彼はすぐさま背を向けて温室から走り去っていた。

「使命……？」

　レガートが言ったその言葉を、イトは口の中だけで呟いた。
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　温室から走り去り、レガートは人ひと気けのない校舎裏で蹲うずくまった。口の中が、血の味しかしない。足あし下もとには抑おさえきれなくなった血液がぽたぽたと落ちる。

「レガート！　どうした!?」

　スラーの声がして、レガートは顔を上げた。すでにその足下には小さな血ち溜だまりが出来ていた。スラーが駆かけ寄ってくると、レガートはほっとして口元を押さえていた手を離はなした。不思議とスラーが傍そばにいると、苦痛が和やわらぐ。

「……やはり、イトがそうなんだな」

　スラーの静かな声に、レガートは勢いよく首を振ふった。

「違ちがう！　あいつじゃない。イトが、瑠璃の一族のはずがない！」

　レガートの瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ち、血溜まりの中に消えていく。

「俺は誰だれも、恨うらまない。憎にくまない。傷つけない。俺はこんなものに屈くつしたりしない……っ！」

　血を吐はきながら叫ぶレガートの背中に優やさしく手を置き、スラーは一言だけ呟いた。

「……わかってるよ」
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　静かな暗くら闇やみの中、パキンと硬かたいものが割れる音がした。

　体育館の裏手で、イトは刀を片手に一人で立っていた。その足下には、割れて色を失った穢けがれた石がある。石は壊こわせば効力がなくなるようで、欠片かけらを触っても怪け我がをすることはなかった。

　創立祭は明日だというのに、まだこの石を誰が何の目的で置いているのか、それはわかっていなかった。明日の創立祭でこの石による被ひ害がいがないことを祈いのるばかりだ。

　刀を鞘さやに納め、欠片を集めて袋ふくろに入れたところで、

「ぼ・う・や！」

　背後から男の声がした。それまで気配がなかっただけに、イトは驚きよう愕がくして背後を振り返る。

　そこには闇やみに溶とけそうな黒くろ髪かみに、夜も更ふけているというのにサングラスを掛かけた男が立っていた。百八十は優に超こえている長身を、真っ黒なスーツに包み、傍には腰こしまでの高さがある大きなトランクがあった。

　イトは男が誰だかわかると、さらに驚いて声を上げた。

「ネ……ネウマ！　あんた……何でここに!?」

「うん？　呼び出したのはぼうやだろう？」

「そうだけど、見つかったらどう説明すんだよ！　ああもう、来い！」

　イトは足下に置いていたカンテラを摑つかむと、サングラスの男──ネウマをつれて、人の気配のない体育館横の倉庫に引っ張り込んだ。かかっていた鍵は壊してしまったが、ここに石があったと報告することにした。

　ネウマは倉庫に入ると車輪のついたトランクを床ゆかにそっと横たえて、イトに向き直った。

「さて。改めて久しぶりだねぼうや。哀あわれな魂たましいの請うけ負おい人、葬そう儀ぎ屋ネウマさん参上～！」

「何が魂の請負人だよ、悪徳臓器売買人。あとぼうやはやめろって言ってるだろ！」

　上じよう機き嫌げんなネウマを、イトは怒ど気きを込めて睨にらみつける。しかし伝わっていないのか、伝わっていても関係ないのか、彼はイトの頭を撫なで始めた。

「うわやめろ！　放せ！」

「しばらく会わないうちに、ずいぶん大きくなっ──……？」

　嫌がるイトの頭を撫でながら、ネウマは笑え顔がおのまま黙だまり込んだ。そしてその笑みに少々気まずそうな色を滲にじませる。

「いや、その……お約束だから言ってみたんだが……ごめんよ」

　何のことなのか言わなくてもわかるその反応に、イトは眉まゆをつり上げて彼の手を払った。

「不思議そうな顔するな！　ちゃんと背は伸びてる！」

「ははは。ごめんよ。お詫わびと再会の証しるしにハグとキスを──」

「寄るな変態」

　イトは自分が持てる限りの冷たい声でネウマの言葉をぴしゃりと遮さえぎった。その反応にネウマは残念そうに広げた腕うでを下げる。

「相変わらずつれないねえ。──ねえ？　ぼうや？」

　ネウマは自分の背後を見て話しかけた。イトが怪け訝げんな顔をしていると、彼が後ろに回した手をこちらに向けた。

『可哀想かわいそうなネウマおにいさん。ボクが慰なぐさめてあげるから泣かな──』

「何だその気持ちの悪い人形はーっ!?」

　高い声とともにネウマの手に現れたのは、白い服を着た布製の人形だった。撥はねた茶の髪かみに青い目は、一目で誰をイメージして作られたのかがわかる。

　イトが血の気の引いた顔をする前で、ネウマは得意げに笑って、イトに似たその人形を掲かかげた。

「ふふふ。よくぞ聞いてくれたね！　これは私お手製のぼうや人形さ！　見たまえこの愛らしさ！　この髪の撥ね具合！　ぼうやそっくりだろう!?　このフロムヘヴンの制服も同じ生き地じを使っているんだよ！」

「そんなもんどこで手に入れた!?」

「ほらほら、この目も見てごらん。ぼうやの瞳の色と同じ、最高級のラピスラズリを特注して作ったんだよ！」

「変なとこで金かけるな！　余計気持ち悪いだろうが！」

「それだけじゃないよ！　この髪の毛一本一本もぼうやの髪色に似た人じんも──むぐっ」

　ネウマの言葉の途と中ちゆうで、イトの人形の手が彼の口を押さえた。

『ネウマおにいさん！　それは企き業ぎよう秘密ダヨ！』

「おっとそうだった。横領になっちゃうからね」

『もうっ！　ネウマおにいさんのうっかりサンッ！』

「おい今何言おうとした!?　それは噓うそだよな!?　おい！」

　イトが蒼あおい顔で問い質ただすと、ネウマは顔を引き締しめて口元に人差し指を当て、わざとらしく周りを見回して──無論倉庫内なので誰もいない──声を潜ひそめた。

「しーっ！　ぼうや、横領のことは聞かなかったことにしてくれたまえ。裏社会というのは意外とこういうことに厳しくてねえ……」

「俺が言ってるのはそこじゃないっ！」

　話の通じないネウマにイトが息を切らせていると、彼は楽しげに声を上げて笑った。

「ふふふ。やだなぁぼうや。冗じよう談だんだよ」

「どこまでが冗談なんだよ……っ！」

　少なくともイトの人形があることは事実だ。イトとしてはその人形が一番冗談で済ませて欲しかった。

　ネウマは人形の頭を優やさしく撫でながら、サングラスの奥からイトを見つめた。

「これはただの手て慰なぐさみの産物さ。本当のぼうやの愛らしさにはとても敵かなわないよ」

「いや、その人形で満足なら、出来れば俺はあんたに会いたくないんだけど……」

　イトが引きつった顔を彼から逸そらしながらそう言うと、その頰ほおに冷えた手が触ふれる。眼前には、ネウマのにんまりと笑う顔が近づいていた。気配もなく近づいたネウマに驚おどろいていると、彼の手がイトの頰をそっと撫でた。

「ぼうやのこの象ぞう牙げのような肌はだ……。これに勝まさるものはなかなかないだろうね。この肌が冷たくなったら、さぞ私好みになるんだが……」

　どこか恍こう惚こつとしたネウマの言葉を聞いて、イトは素す早ばやく彼から距きよ離りを取った。背筋に悪お寒かんが走る。

「相変わらず猫ねこのような動きだねえ」

　ネウマは笑いながらイトの人形に同意を求めると、人形は得意げに頷うなずいた。

（そうだ。こいつの一番危ない嗜し好こうを忘れてた……っ）

　イトはネウマの薄うすら笑いを睨みつけながら、迂う闊かつにも緩ゆるんでいた警けい戒かい心しんを取り戻もどす。

「本気でそれ以上近寄るな変態。危険人物」

「やれやれ。私はただ美しい死体が好きなだけなのに……。ぼうやのその白い肌が、さらに蒼あお白じろく、そして冷たくなってくれれば美しいだろうなーと、妄もう想そうするぐらいは構わないじゃないか。実際には死んで欲しくないよ。もちろん死体になったら一日中愛めでていられるけどね！　棺かん桶おけの中、白い花に囲まれたぼうや……いや、瞳ひとみに合わせて青い花もいいね」
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「や、やめろ……っ！　俺でそんな妄想をするな変態っ!!」

「ああ、そうそう！　その顔よりももっと蒼白い方が、ぼうやに似合っているよ！」

　血の気の引いたイトを見て、ネウマは嬉うれしそうに声を弾はずませた。

「でもそうなると、ぼうやで遊べなくなってしまうんだよねえ。それが悲しいところだ」

「それならいっそお前が大好きな死体になっちまえ」

　一人勝手に苦く悩のうするネウマに、扉とびらを開く音と共に低い声がかかった。ネウマの熱っぽい語りに得体の知れない恐きよう怖ふと不安を感じていたイトは、サブナクの声を聞いて内心で少しばかり安あん堵どした。

　ネウマが肩かたを竦すくめながらサブナクを振ふり返る。

「私は愛でるのが専門なんだよ。──そして君のように、動く死体は少々邪じや道どうだ」

「知るか。許可なく俺のオモチャで遊ぶんじゃねえよ」

「誰だれがお前のオモチャだ！　ネウマ！　いいからさっさと仕事してさっさと帰れ！」

　イトの怒ど声せいにネウマははいはいと笑い、大きなトランクについていた鍵かぎを開けた。

　トランクを開くと、その周囲にひやりとした冷気が漂ただよう。氷入りの袋を敷しき詰つめた中に、トランクに入るよう関接を曲げている成人男性の身体からだが入っていた。しかし首から上はない。

「これでいいね？」

　イトが頷くと、ネウマはトランクを閉めた。

「じゃ、こっちの方だが」

　ネウマはにこりと笑って親指と人差し指で輪っかを作った。イトの顔が曇くもったが、彼はまったく気にせず、取り出した領収書にペンを滑すべらせた。人形がイトに領収書を手て渡わたしてくる。

『お値段は愛情価格でこちらになりマース』

「……何が愛情価格だ、悪徳商人め」

　イトは人形から引ったくるようにして領収書を受け取る。文句を言いながらその額を見た途と端たん、イトは限界まで目を見開いた。もう一度、二度、三度と確かく認にんする。そして見み間ま違ちがいではない金額に絶句した。──こんな額、払はらえるわけがない。

「ふざけんな！　前買った時より跳ね上がってるぞ！」

　驚きと怒いかりで声が上ずるイトに、ネウマはへらりと笑って答える。

「やだなぁ。ぼうやは死体を調達することがどれだけ大変か、わかってないのかい？」

「だからって桁けたが違うのはおかしいだろ！」

「じゃあ……そうだなぁ」

　ネウマは考え込むと、ふと人形を見下ろし、ぺらりとその服を捲まくって言った。

「服一枚につき一割引！　半はん裸らで半額！　全裸で全額無料でどうだ！」

「誰が脱ぬぐかぁっ！」

　イトはしばらく拳こぶしを握にぎってネウマを睨にらみつけていた。しかしふとあることを思いつき、くるりとネウマに背を向けた。イトは暇ひまそうにトランクの上に座っていたサブナクの上着を引っ張って脱がせた。すでに彼の左ひだり腕うでは真っ黒に染まっており、胸の辺りまでもが黒く変色していた。脱がせたイトも少々驚いて言葉を失った。

　ネウマは口元の笑えみを消した。眉まゆも下がり、非常に残念そうな顔でため息をつく。

「ぼうや……？　君のそういう斬ざん新しんな発想は嫌きらいじゃないんだが……君はちゃんと空気が読める子だろう？」

「俺が、なんて言ってなかったじゃないか」

　イトが冷たくそう返す隣となりで、サブナクが声を上げた。

「あ。そういや下も脱いだらタダだったか。よしちょっと待ってろ。あーくそ、片腕じゃ脱ぎにくいな。イト、手伝え！」

「誰が手伝うかっ！　何で男三人でこんな会話しなきゃならないんだよ気色悪い！」

　イトが片手で何とかベルトを外そうとするサブナクを怒ど鳴なりつけていると、ネウマが諦あきらめのため息をついた。手にしたイトの人形はがくりと肩を落としている。

「仕方がない。こちらが言い出したことだ。半額にしてあげるよ。だから脱がないでくれ。ただ働きはご免めんだし、そんなノリノリで脱がれてもちっとも楽しくない」

「だろうな。どうせイトが嫌いやがる様が見たかっただけなんだろ」

「わかってるなら協力してくれればいいじゃないか、同志よ！」

　心から残念そうに、そして悔くやしげな声を上げるネウマに、サブナクが嘲ちよう笑しようを向けた。

「生憎あいにくお前を楽しませる趣しゆ味みはねえんだよ。確かにイトが嫌がる様は俺も見ていて楽しい。──が、それは俺がイトに嫌がらせした場合のみだ。こいつで遊んでいいのは俺だけなんだよ！」

　いかにイトに嫌がらせをするかで張り合う二人に、被ひ害がい者しやであるイトは拳を固めた。

「お前ら二人とも、一回死んでそのねじ曲がった性格直してこい……！」

「やだなぼうや。ねじ曲がってるのは性格じゃなくて君へ向ける愛情さ！」

「どっちにしろ最低だし迷めい惑わくだ！」

　高らかに宣言するネウマにイトは力の限り怒鳴った。しかしネウマは飄ひよう々ひようとしている。

「それにしても、ぼうやが学校にいるなんてねえ。神父はクビになったのかい？」

「なってない！　任務で来てるんだよ！」

「ああ、なるほどね。そうだ。ぼうやは何年生なんだい？　初等部……あっ、いや、すまない。いくらなんでも初等部は失礼だったね。中等部かな？」

　気を遣つかって慌あわてて取り繕つくろうネウマに、イトは拳を震ふるわせながら怒鳴りつけた。

「高等部だ！」

「またまたぁ。でも、背せ伸のびする様も可愛かわいいよ、ぼうや」

　サングラス越ごしでも、ネウマが微笑ほほえましそうな視線をイトに向けていることがわかる。

　イトは無言で鞘さやから刀身を覗のぞかせた。イトの目と同調するように、刀がギラリと光る。それを見たネウマは、慌てたように人形の両手を上げた。

「え……？　ま、待ってくれぼうや！　もしかして……本当に高等部なのかい!?」

　イトは下ろしていた刀を、ネウマに向かって振り上げた。ネウマは慌てた様子を見せながらも余よ裕ゆうでそれを避よけ、扉の方へと逃にげた。

「じょ、冗じよう談だんだよ。今日のところはこれで、ね。おやすみ、ぼうや」

　ネウマはそう言うとイトに投げキスをしてから倉庫の扉を閉め、二撃げき目のイトの刀を防いで立ち去った。肩を怒いからせるイトの後ろから、サブナクが声をかけてきた。

「おいイト、もしかして金払わなくてよくなったんじゃねえか？」

　サブナクが小声でそう言い、イトの顔に喜色が浮うかんだ──直後、再び倉庫の扉が開き、ネウマが顔を出した。

「いやーうっかりうっかり。お金をもらうのを忘れていたよ」

『もー、ネウマおにいさんは本当にうっかりさんなんだカラ！』

　イトの人形がネウマの額をつんと突つついた。

　抜ぬけ目のないネウマに、イトとサブナクは揃そろって舌打ちを浴びせた。







　　第四章　ショータイム




　ネウマがイトを訪ねてきた翌朝──聖カルファーノ学園は、創立祭当日を迎むかえていた。

　校内は学外からの見学客で溢あふれ、活気に満ちていた。そんな中、生徒達は自分達の出し物の準備に追われている。それはイトも例外ではなかったのだが、そんな事情はお構いなしに、『嵐あらし』はやって来た。

「よう二代目大だい悪あく魔ま！　本家本元の案内という栄えい誉よある仕事をやろう！」

「何言ってんのよ。イトは聖女様を案内するっていう神聖なお仕事があるんだから忙いそがしいのよ。引っ込んでな」

　サブナクとパルティータが同時にイトの元へやって来て、勝手なことを言い出した。

「どっちも断る！　お前らの案内なんて汚よごれ仕事をやってる暇はないんだよ！」

　自分達の案内を『汚れ仕事』と言われたことが気に障さわったのだろう。サブナクもパルティータも怒りで顔を引きつらせた。

　可愛くない、などとブツブツ文句を言う二人に背を向けると、イトはすぐ後ろにいた人にぶつかった。

「うわっ。すみませ──」

　背の高い男の顔を見上げた瞬しゆん間かん、男は突とつ如じよイトに抱だきついてきた。

「ぼ・う・やーっ！　探したよー！」

「何であんたがここにいる！　放せー！」

　イトを抱き締しめるのは、サングラスをかけた黒くろ髪かみの男──ネウマだった。

「ほら、電話で言ってたじゃないか。サービスのことだよ」

「サービス……？」

「ネウマおにいさんとのデート権さ！　さぁぼうや、おにいさんに何でも言ってごらん！　何でも叶かなえてあげるよ！」

「今すぐ帰れ」

　即そく座ざに答えたイトに、ネウマはやれやれと肩かたを竦すくめた。

「本当につれないねえ。それは出来ないよ。何か楽しそうなことをしているから、当然ぼうやも何かやるんだろう？　見み逃のがしたら一生後こう悔かいするからね！」

　拳を握るネウマに、イトはさらに舞ぶ台たいに立つことが嫌になった。

　項うな垂だれるイトの目の前に、青い目の人形が現れ、高い声で言った。

『そんな怖こわい顔しちゃダメ！　可愛い顔が台無しダヨ！』

　自分に似た人形がこれほど気味が悪いとは知らなかった。イトがぞっとしていると、サブナクがネウマの腕うでからイトを引き剝はがした。……までは良かったが、今度はサブナクに抱き締められた。

「おい、お前はその気色悪い人形がいるだろ。こっちのオモチャは俺のだ。触さわんじゃねえよ。うちのイッちゃんに変態がうつったらどうしてくれる」

「それってすごく面おも白しろくないかい!?」

「……ちょっと面おも白しれぇかもな」

「面白くない！　怖いこと言うな！」

　イトはネウマとサブナクの勝手な発言に怒鳴り、サブナクの頰ほおを殴なぐって彼の腕から逃のがれる。

　人形をしょんぼりさせるネウマを見て、パルティータが怪け訝げんそうに目を細めた。

「イト、誰だれよ？　──色んな意味でカタギじゃなさそうだけど？」

　パルティータがじっと見つめると、ネウマはいつもの胡う散さん臭くさい笑みを浮かべ、一礼した。

「これはこれは美び貌ぼうの女め神がみ様。私はネウマ。確かにちょーっとワケありのお仕事はしてるけど、人の役には立っていると思うよ！　ね、ぼうや！」

「俺を巻き込むな！」

　イトは同意を求めるネウマを一いつ蹴しゆうした。彼に世話になっているイトが言うのもおかしな話だが、死体を売り飛ばす裏の人間と一いつ緒しよにされたくない。

　パルティータはネウマを訝いぶかしげな目で睨にらんだ。

「ふぅん？　一体どこの世界の人間の役に立ってるんだか」

「まぁまぁ。今日はお祭りなんだから、そんな怪あやしい話はなしにしようじゃないか。──さぁぼうや！　私を思う存分案内してくれたまえ！」

「だからイトは俺を案内すんだよ！」

「私だって言ってんでしょ！」

　大の大人達が顔をつきあわせて子どものようにイトを取り合う。まるでイトが見えていないかのように、イトを囲んでその頭上でやるのが腹立たしい。サブナクとネウマを押しやって、イトはなんとか三人の元から逃れた。

「だから人を案内してる暇ひまなんかないって言ってるだろ！　大悪魔とかいう不ふ名めい誉よな役を押しつけられたせいでな！」

「不名誉とか言って照れてんじゃねえよ。誇ほこれ！」

「誇るどころか、お前の役なんて人生の汚お点てんだバカ！」

「うん？　ぼうやは劇でもやるのかい？」

　イトが渋しぶ々しぶ劇ではないと言うと、サブナクとパルティータが即座に「演武だ」とバラした。するとネウマはパッと顔を明るくして勢い込んでイトに言った。

「おお！　それは是ぜ非ひ観みに行かないとね！」

「来るな！　──とにかく、色々準備があるんだから、お前らに構ってる暇はないんだよ！」

　そう怒ど鳴なりつけ、イトは踵きびすを返して走り出そうとした。

「ああ、ちょっと待ってくれ、ぼうや」

　突とつ然ぜん腕うでを摑つかんできたネウマを振ふり返り、イトは戸と惑まどいながら彼を見上げた。

「な、何だよ？」

　ネウマは屈かがみ込むと、イトの耳元に人形を近づけて高い声で囁ささやいた。

『──狙ねらわれているよ。気をつけてネ』

　突とつ然ぜん告げられた言葉を、イトはすぐに理解出来なかった。──狙われている？　誰に？

　ネウマに問い質ただす前に、サブナクに腕を摑まれ、またも抱かかえ込まれた。

「おいコラ悪徳屋。俺のオモチャで遊ぶなっつっただろうが！」

「だから誰がお前のオモチャだ！　放せ気色悪い！　おい、待てネウマ！」

　サブナクの腕から逃れた時には、すでにネウマは人ひと混ごみの中へと消えていた。
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「狙われてる……？」

　舞ぶ台たい袖そでで、イトはネウマの言葉を反はん芻すうしていた。あと数分でイト達のクラスは本番を迎えるのだが、イトはネウマの言葉が気になっていた。穢けがれた石を追っていることを知られたのだろうか。それとも、サブナクのことだろうか。

「イト」

　考え込んでいると、背後から遠えん慮りよがちな声がかかった。振り返ると、レントが立っていた。あの日以来、今まで準備で忙しかったこともあり、口を利きいていなかった。

　レントは俯うつむいていたが、イトが見つめると、彼もまたイトを真っ直すぐに見つめてきた。

「創立祭が終わったら、少し話があるんだけど、いいかな？」

「……話していいのか？」

　イトがそう尋たずねると、レントは意外そうに目を瞠みはり、そして戸惑い気味に頷うなずいた。

「うん。話す、よ……」

「……わかった」

　何の話なのかは、言われなくてもわかっている。イトが頷くと、レントは驚おどろいたようにこちらを見つめて来た。しかしレントから話すと言うのだから、今はまだ何も言わない。レントが少しほっとしたように笑い、自分の立ち位置へと歩いていった。

　上演の合図と共に幕が上がり、低音の響ひびく音楽が流れ出す。

「あー……嫌いやだ」

　舞台上での大悪魔は一度そう呟つぶやいてから、音楽と共に舞台へと歩き出した。
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『ソレは、人類を滅めつ亡ぼうに追いやった者』

『ソレは、今もこの世界のどこかに眠ねむっている』

『ソレは、多くの災わざわいを人類にもたらした、最強最悪の、地じ獄ごくの権ごん化げ』

『──大だい悪あく魔ま、サブナク』




（あとは、この二人の法術を受ければ……）

　演武は後半に差し迫せまる。倒たおれるばかりだった神父達の中で立っている二人の神父。あえて誰だとは明確にしていないが、見ている方からすればすぐに聖戦士の二人だとわかるだろう。

　一人が法術を纏まとい、一人が剣けんを構えた。戦士スラーである神父がイトに向かって走り出そうとした──その時。突然客席がどよめいた。

　イトが客席を一いち瞥べつすると、舞台に向かって通路を駆かけてくる影かげがあった。黒いローブで全身を隠かくし、顔には目元だけを覆おおう仮面を被かぶっている。

　大おお柄がらな影は最前列を越こえると、一度の跳ちよう躍やくで舞台に上がってきた。その勢いのまま、影がイトに剣──否いな、刀を振り下ろしてきた。

（こんな段取り、なかったはず……！）

　混乱しながらも、イトは持っていた剣で向かってきた刃やいばを弾はじくと、それが自分の愛刀であることに気付いた。

　持ち主が誰かは明らかだった。イトは手にしていた剣が軋きしみを上げるほど、きつく柄つかを握にぎりしめた。

（こいつ……っ！）

　愛刀を持った影が、仮面の下で片頰を歪ゆがめて笑った。間ま違ちがいない。

　イトが戸惑う暇も与あたえず、愛刀が襲おそいかかってくる。その速さと正確さ──そしてイトの癖くせを知り尽つくし、それを逆手にして弄もてあそぶ意地の悪い攻こう撃げきの数々に、奥歯を嚙かみしめる。弾き、防ぐだけでは退かないだろう。隙すきを見て反撃し、倒さなければこの演武は終わらない。

（どうする……？）

　仮面の下で笑う影を前に考える。

　何度か打ち合い、鍔つば迫ぜり合いになった時、不意に仮面の男は刀から力を抜ぬき、イトから距きよ離りを取った。何のつもりかと動きあぐねているイトの前で、男は低い声を張り上げた。

「大悪魔サブナク！　貴様に問う！」

　朗々と響く声と共に、愛刀の切っ先がイトの前に突つきつけられる。

「貴様は最強最悪の大悪魔だ。その力を以もつてすれば、脆ぜい弱じやくな人間など一いつ瞬しゆんのうちに滅ほろぼせるはず。何故なぜそうしない？」

　剣を構えたまま、イトは呆ぼう然ぜんとしていたが、我に返って何とか口を開いた。

「……滅ぼすつもりは、ない」

　突然の事態に驚き、そして戸惑ったイトの口から出たのはそんな言葉だった。客席のざわめきが聞こえ、イトはハッとする。

『サブナクは人類を滅ぼそうとした』──それが今この世界での認にん識しきだ。

『サブナクが人類を滅ぼすつもりはなかった』──その事実を知っているのは、サブナク本人の口から聞いたイトただ一人だけだ。台詞せりふの選せん択たくを誤った。

　男は観客のざわめきを搔かき消すように、黒いローブをはためかせ、両手を広げながら客席へと身体からだを向けた。

「ならばこの死体の数は何だ！　貴様は何の目的もなく、これだけの人間を殺したというのか！」

（何でこいつ、こんなにノリノリなんだ……！　お前のことだろうが！）

　怒いかりにまかせて殴なぐりかかりたくなったが、舞ぶ台たい上ではそうもいかない。今は彼に合わせてこの場を収めるしかなかった。イトは構えたままだった剣を下ろす。

「……こんなもの、ただの戯たわむれだ。目的も理由もない」

「人間を滅ぼすでもなく、統すべるでもない、ただの戯れだと!?　そんなはずはないだろう！　貴様の心はどこにある！　答えろ！」

　男は高らかにイトに向かってそう言った。

　こんなところで五千年前の真実を訴うつたえたところで、何かが変わるはずもない。サブナク自身、誰だれかに真実を知って欲しいなどとは思っていないはずだ。

　ならば何故、イトには話したのだろう。今さら何故、こんなことをするのだろう。いくら考えても答えはただ一つ──ただ面おも白しろおかしく、自分を演じるイトをからかっているだけだ。証しよう拠こに、声こわ色いろは真面目まじめだが口元が笑っている。

（くそっ……！）

　イトは剣の柄を握りしめると、ゆっくりと口を開いた。

「心？　そんなもの、ありはしない。言ったはずだ。ただの戯れだと。──たとえあったとしても、お前達人間が知る必要も、理解する必要もない」

　イトは仮面の奥を見み据すえた。

「大悪魔の心など、俺だけが知っていればいい！」

　叫さけぶと同時に、イトは床ゆかを蹴けって男に斬きりつけていた。

　刃がかち合う瞬しゆん間かん、男の口元からは笑えみが消えていた。しかしすぐに片頰ほおを歪めて笑った。

　イトは男の懐ふところに飛び込み、剣をその身体に突き刺さす──という演技に切り替かえる。危あやうく怒りのままに本当に突き刺しそうになった。

　倒れ掛かかってきた男を避よけようとすると腕うでを摑まれ、直後、耳に痛みが走った。

「いっ……！」

　思わず声に出し、男の身体を舞ぶ台たい袖そでで蹴り飛ばした。身体が離はなれる際、低い声がした。

「───」

　彼の紅あかく濡ぬれた唇くちびると嚙まれた耳の痛みに注意を引かれ、イトは彼の言葉を聞き逃のがした。

　耳を拭ぬぐってから、イトは本来の立ち位置に戻もどった。呆然としていた神父役二人も我に返り、イトは神父二人の攻撃によって、セットの隙すき間まへと倒れながら落ちていった。

（あいつ、あとで絶対ぶん殴る……っ！）

　倒れていくイトの形相は、終演後、前列で見ていた生徒達から「本当に悪魔かと思った」と言われるほどに怒りに満ちあふれていた。

　舞台袖に引いたときには、既すでに仮面の男──サブナクの姿はなかった。
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「くそっ……逃にげられた！　あとで覚えてろよあいつ……！」

　大悪魔の衣装から制服に着き替がえ、イトはサブナクの姿を探したが、講堂の周りにはすでにいないようだ。

　サブナクの捜そう索さくを断念して、イトは講堂の正面入り口の扉とびらを開けた。舞台では、レガート達のクラスの演目である『聖戦士達の伝説』が上演されていた。

　聖職者レガートが人々を導きながら、大悪魔サブナクとの戦いへ赴おもむく決意を固める場面だった。

「あなた達を守るため、私は戦う！　戦わなければならない！　私はそのための力を神から授さずかったのだから！」

　その熱演ぶりは、ただ演技をしているだけには見えなかった。聖職者レガートを演じながらも、その言葉はレガート本人のものに聞こえた。

「あいつ、やっぱり本気なんだな……」

「友達なのかい、ぼうや？」

　突とつ然ぜん声を掛けられ、イトは驚おどろいて背後に立ったネウマを睨にらみつけた。

「あんた、いきなり現れるのやめろよ……っ」

「ふふふ。私の気配に気付かないなんて、まだまだ修しゆ行ぎようが足りないよ。で？　あのレガート役の子とは友達なのかい？」

「友達……っていうか、まぁ、知り合いというか」

　イトが小声でそう答えると、ネウマは涙なみだを拭ふく振ふりをしてイトの頭を撫なでた。

「そうか……ぼうやにも友達が出来たんだねえ……。ネウマおにいさんは嬉うれしいよ」

「うるさいな！　放せよ！」

　イトがネウマの腕を払はらったところで、ひょこりとネウマの手からあの人形が顔を出した。いい加減慣れはしたが、やはり気味の悪さは否いなめない。

　人形の顔がネウマを見上げ、ネウマが高い声を出す。

『ねえねえ、ネウマおにいさん。聖戦士の伝説って、どこまでが真実ナノ？』

　突然の言葉に、イトは驚き、そして動どう揺ようした。

「な、何だよ、突然……？」

　ネウマにはサブナクが死体の身体を使っていることを知られている。が、サブナクの正体があの大だい悪あく魔まサブナクであることまで言ったことはなかった。この男なら察している気もしたが、あえて言う必要もないため、黙だまっていた。こういう話を振ってくるということは、やはり勘かん付づいているのだろうか。

　ネウマはイトの反応など気にしていないようで、舞台に顔を向けたまま口を開いた。

「どこまでが真実なのかは、私にもわからないさ。しかしこの街には、もうほとんど忘れ去られてしまったが、とある昔話があったのさ」

『昔話？　聞きたい聞きたい！　ね、イト、聞きたいよネ!?』

「それこっちに向けるな……っ」

　自分に似た人形の顔を眼前に持ってこられて、イトは顔を蒼あおくする。

　人形をしょんぼりさせてから、ネウマは小声で話し始めた。

「昔々あるところに、悪ーい魔ま物ものがおりました。魔物は人間を襲い、村を焼く悪行三ざん昧まい。これはいけないとある二人の若者が立ち上がりました。一人は法術に長たけ、一人は剣けんの腕に長けておりました。二人は協力してやっとのことで魔物を倒たおしました。しかし魔物は強大で、完全に倒すことは出来ませんでした。二人は仕方なく魔物を封ふう印いんし、そこに教会を建てて魔物を鎮しずめ、この辺りの村は平和になりましたとさ」

『めでたしめでたし……だネ！』

「それって……」

　目を瞠みはるイトの前で、ネウマは人形を踊おどらせながら言った。

「大悪魔を倒したという聖戦士達の伝説に似ていないかい？」

　大悪魔サブナクは、聖戦士達に倒されたわけではない。サブナクも、そんな二人がいた記き憶おくはないと言っていた。単純に忘れているだけとも考えられるが、こうして伝説として残るぐらいである。普ふ通つうはぼんやりとでも覚えているものではないだろうか。

「もしかして……その話が、元だったりするのか……？」

「さて。私も長く生きているが、真相はわからない。ただ、人は美しいものが好きだからねえ」

　大悪魔が同類の悪魔によって倒された話よりも、人間が力を合わせて倒したという方が、人々の心は摑つかみやすい。

『ネウマおにいさん、それってどういうコト？』

「例えば『どこかの組織』が人を集めたいと思ったら、今の話はおあつらえ向きの話かもしれないね？」

　例えば──教会という、大悪魔を完全に敵と見なす組織なら。

「本当かよ……」

　思わず呟つぶやいたイトに、ネウマはただ笑うだけだった。そしてふと、イトを覗のぞき込むようにして身を屈かがめてきた。

「もしも本当だとしたら、その封印された魔物はどこにいるんだろうね？」

「……それって、この辺りの話なんだよな？」

　ネウマの代わりに、人形が頷うなずく。

（もしかして、その魔物って……）

　思いついた考えに、イトは思わず手を握にぎっていた。

　サブナクは礼拝堂に身体からだが封印されていると言っていた。この話と合わせれば、その魔物がサブナクの身体の一部とも考えられる。

　俯うつむいて考え込んだイトの耳に、弾はじけるような大音量が響ひびく。驚いて顔を上げると客席は総立ちで、溢あふれんばかりの拍はく手しゆが沸わき起こっていた。人々は皆みな、聖職者レガートと戦士スラーを称たたえてさらに手を打ち鳴らす。

　客席にいる人々には、脅きよう威いを退け、平和をもたらしてくれた二人の英えい雄ゆうが、五千年の時を超こえて今、この場にいるのだ。しかもそこに立っているのは、英雄の血を引いた二人だ。今なお魔物の脅威に怯おびえている人々の胸に、二人の存在はどれだけ心強いのだろう。

　たとえ事実と異なっていても、二人の存在はか弱い人々の心を勇気づけるものなのだ。

　幕が引いた時には、ネウマの姿も消えていた。そしてはたと気付く。

「しまった！　さっきのこと聞きそびれた！」

　狙ねらわれているという言葉を問い質ただそうと思っていたのに。しばらく周囲を探したが、やはり彼は見つからなかった。
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　どのクラスの出し物も成功に終わり──イト達のクラスでは多少のハプニングはあったが──、創立祭は無事に終わった。夜からは後夜祭が始まる。その前にクラス対たい抗こうの投票集計があった。投票の締しめ切りは後夜祭開始までで、結果は後夜祭で発表される。しかし噂うわさではレガート達のクラスとイト達のクラスが拮きつ抗こうしており、どうやらわずかな票差でこちらが負けているという。無論自分のクラスに入れるのは無効だ。

　教室に戻っていたイト達のクラスでは、その話で持ちきりだった。

「噂が本当なら、今からアピールするか!?　リンゴ爆ばく弾だんに負けられねえ！　そうだ！　イト、脱ぬごう！　脱いでアピールだ！」

「断る！」

　演武が終わった解放感と祭りの雰ふん囲い気きに、クラスメイトのテンションはおかしくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　俺達も脱ぐから！　創立祭、みんなで脱げば怖こわくない！」

「大丈夫どころか、後夜祭に出られるかどうかさえ危あやうくなるぞ！」

　イトが怒ど鳴なり、疲つかれたため息をついたところで、窓が勢いよく開いた。

「おいこらお前らぁっ！」

　窓から低い怒鳴り声がして、教室内の視線が全員そちらに向いた。夕ゆう陽ひを背後にした大おお柄がらな影かげは、乱入した影によく似ていた。

「乱入までして盛り上げてやったってのに、負けてるらしいじゃねえか！　何してんだ！　全員そこに座りやがれ！」

　窓を飛び越えてもの凄すごい剣けん幕まくで迫せまってくるサブナクに、イトのクラスメイト達は蒼あおい顔で一いつ斉せいに床ゆかに正座した。彼らの前に仁に王おう立だちしているのは本物の大悪魔だ。怯えるのも無理はない。

「何してんだはお前だ！　何の予告もなく乱入して来やがって！」

　イトがサブナクの前に立って怒鳴ると、竦すくみ上がっていたクラスメイト達が騒さわぎ出した。

「でもあれ、すげえ盛り上がったよな！」「うんうん、盛り上がりなら一番だったと思う！」

　実際、サブナクが乱入したことで、客席は大いに盛り上がっていたらしい。はしゃぐクラスメイト達を、イトは怒ど気きを纏まとって振ふり返った。

「お前らは少し黙ってろ……っ！」

「はい！　すみません！　黙ります！」

　クラスメイト達はビシッと背筋を伸のばし、命いのち乞ごいのような声でそう言ってから口を固く結んだ。イトの眼光を浴びて、ほぼ全員が再び顔を蒼くしていた。

「負けてんのはあんたが乱入なんかしたせいでしょ、この木偶でく悪魔」

　聞こえてきた刺とげ々とげしい女性の声に、サブナクが一ひと際きわ鋭するどい眼光でそちらを振り返った。

「あんだとコラ！　高みの見物するだけのお前に言われる筋合いはねえんだよエセ聖女！」

「余計なことして台無しにするあんたよりマシよ。それに、私ならもっと上手うまくやったわよ。この子達のクラスが負けたらあんたのせいだからね」

「ほーう、じゃあ勝ったら俺のお陰かげってことか。そんときゃ死んで詫わびろよこのエセが！」

「勝ったらこのクラスの努力の賜たまものでしょ。何偉えらそうな寝ね言ごと言ってんのよ木偶！」

　サブナクとパルティータの殺気に怯えつつも、クラスメイト達は弱々しいため息をついた。

「でも本当、こんだけ盛り上げてもらって優勝逃のがしたら、結構へこむよなー」

「な。イトもあそこでアドリブしてくれたし」

「……それを言うな……っ」

　イトは顔を逸そらしたが、サブナクがニヤリと笑ったのを、横目ではっきり確かく認にんした。

　教室の扉とびらが開き、イトがそちらに目を向けると、フーガが立っていた。

「終わったもんをどうこう言っても仕方ないだろうが。待ても出来ん犬じゃあるまいし、黙だまって結果を待っていろ」

　フーガは少々落ち込んだクラスを見回すと、侮ぶ蔑べつ混じりの呆あきれきった顔で大きなため息をついた。そして億おつ劫くうそうに口を開く。

「そこの男が乱入しても、演武として成功させたのはお前達だろうが。その男はいわば事故だ。票はこの男に入っているわけではない。このクラスに入ってるんだよ。そんなこともわからんのか、バカ共が」

　吐はき捨てるような言い方だが、彼の言葉はこのクラスの努力を認めるものだった。

「せ、先生……っ！」

　普ふ段だん厳しすぎると言っても過言ではないフーガの言葉に、クラスメイトの大半が感動した目で彼を見上げ、わっと駆かけ寄ろうとした。──が。

「それ以上近寄ったら一人残らず留年させるぞ」

　フーガは冷たい目と態度で、駆け寄ってきた生徒達を凍こおりつかせた。

「青春の一ページが台無しだよ先生!!」

「そんな野や郎ろうばかりの薄うすら寒いページ、俺にはいらん。破って便所に捨ててこい」

「ちょっとは先生らしいと思ったらこれだよ！」

　文句を言い募つのる生徒達を無視し、フーガは教室の隅すみにいたレントに目を遣やった。

「レント、話があるから来い。パル、お前もだ」

「あの、すみません。すぐ行きますから、少しだけ待ってもらえませんか？」

　既すでに背を向けていたフーガは、肩かた越ごしにレントをぎろりと睨にらんだ。

「ほう……。野郎のくせに俺を待たせるか。良い度胸だな」

　フーガの苛いら立だった目に生徒達が怯えたが、その目を向けられたレントは違ちがった。フーガの眼光を受け止め、レントは彼を見み据すえていた。

「どうしても必要なことなんです。お願いします」

「……ふん。まぁいい。その目に免めんじて許してやる。あまり待たせるなよ」

　フーガは不ふ機き嫌げんそうな顔で背を向け、教室を出た。パルティータが仕方なく、という体ていで彼についていく。二人が去ったのを見て、レントがぽつりと呟く。

「ホントそっくりだなぁ、あの二人……」

「あんまり言うと、また殴なぐられるぞ」

　イトが呆れた声で言うと、レントは驚おどろいたような顔を向けてきた。そして少し気まずい様子で頭を搔かいて、イトを見た。

「あ、えっと……イト。……いい、かな？」

　視線を合わせようとしないレントに、イトは首を傾かしげたが、すぐにその理由を思い出した。

「──ああ。悪い、忘れてた」

「ひ、酷ひどい！」

　イトはようやく、本番前に彼に呼ばれていたことを思い出していた。

（忘れてるぐらいに、もう俺は気にしてないんだけどな……）

　レントの思い詰つめた表情を見て、イトはそう思いながら頰ほおを搔く。しかしレントは気にしている──イトの言葉に傷ついたままなのだ。

　イトとレントは教室から廊ろう下かに出て、人通りの少ない場所で立ち止まった。レントを見ると、やはりその表情は曇くもっていた。

　レントはぎゅっと手を握にぎると、意を決したように口を開いた。

「……待たせて、ごめん。この前のこと、僕に、話させて欲しいんだ……っ！」

「もう話していいなら聞くけど、別に無理に言わなくてもいいぞ」

　勢い込むレントを制して、イトは自然とそう言った。それがレントには冷たく聞こえたのか、彼の表情が大きく落らく胆たんする。絶句するレントに、イトは慌あわてて言葉を続ける。

「あっ。ち、違う！　そんな顔するな！　この前のは、その、俺も言い過ぎたと思ってるんだ。……悪かった」

　イトがそう言うと、レントは垂れ気味の目を瞬またたかせ、戸と惑まどいの目でこちらを見つめてくる。

「何でイトが謝るの？　謝るのは僕の方だよ？　僕が何も言わなかったから……」

「言わなかったんじゃなくて、言えなかったんじゃないのか？」

「っ……！」

　目を瞠みはって黙るレントの反応に、イトは顔を和やわらげた。

（こいつは、人の信しん頼らいを裏切るような奴やつじゃない）

　レントの表情を見て、そう確信を持てた。ずっと人を信じることがなかった人間にそう思わせるレントを、イトは純じゆん粋すいにすごいと思う。

「……俺もガキじゃないんだから、そのぐらい気付くべきだった。友達だからって、何でも言えるわけじゃないもんな」

　知らず知らずの内に、照れからか、イトはレントから視線を外していた。口元には自じ嘲ちようの笑えみが浮うかんでいることに気付き、イトは顔を引き締しめ、レントを真っ直すぐに見つめた。──次に口にする言葉を、彼に信じてもらうために。

「お前はあの時、俺のことを信じて待っててくれた」

　最初にサブナクの身体からだを見つけた時、『サブナクが復活しても決して危害を加えさせない』──そう言ったイトを、レントは信じてくれた。イトがレントの立場なら、きっと信じることなど出来なかっただろう。

「今度は俺が、お前を信じて待ってる。お前は、誰だれかが傷ついたりするような噓うそはつかない。それは、わかってるから」

　イトの言葉の後、レントはしばらくイトを見つめていた。不意にニッと悪戯いたずらっぽく笑うと、レントはイトの肩かたを組んで顔を覗のぞき込んできた。

「それってつまりぃ……イトは僕が何も言わないことに、拗すねてた、とか？」

「違う！」

　睨みつけて否定はしたが、実際の所はそうなのかもしれない。初めて出来た友人だからこそ、どうしていいか悩なやんだ。どうでもいい相手なら悩みもしない。

　イトが苦い顔をしていると、レントはいつもの明るい笑みを浮かべてイトを放した。

「あはは、冗じよう談だんだって！」

　レントは笑っていたが、その深緑の瞳ひとみが、ゆらりと揺ゆれた。明るい笑顔のまま、みるみるうちに彼の目には涙なみだが溜たまり、ついにぼろっと大きな雫しずくが頰を伝い落ちた。突とつ然ぜんのことに、イトは睨んでいた目を丸くしてレントを見つめた。

「お、おい……どうしたんだよ？　急に……」

「ごめ……っ。ありがとう、イト」

　レントは溢あふれた涙を袖そでで拭ぬぐうと、勢いよく顔を上げてニカリと笑った。泣いたせいかまだ少し引きつってはいたが、もうその顔に悲しみや不安の色はない。

「うん。……うん。僕はずっと君の友達だよ、イト。全部終わったら必ず話すから、信じて待ってて欲しい」

「……わかったから、さっさと泣き止やめ、うっとうしい」

「泣いてる相手にうっとうしいって！　慰なぐさめてよ僕の小鳥のようなハートを！」

「俺が泣き止ませてやってもいいけど？」

「ごめんなさい泣いてません！　ていうかそれ余計泣きそう！　暴力反対！」

　イトがぽき、と拳こぶしを鳴らすと、レントは慌てて涙を拭い、目元を赤くしながらも笑った。つられてイトもわずかに笑う。

「じゃあ僕、フーガ先生のとこ行ってくるね！」

　そう言って走り出しながら、レントは一度振ふり返ってイトにキスを投げた。実体はないが、その軌き道どう上にいたイトは首を曲げてそれを避よけた。

「さっさと行け！」

　イトが嫌いやそうに言うと、レントは楽しげに笑い声を上げて再び走り出した。

　笑顔一つで人を信じてみようと思わせる。それは一種の才能だ。笑顔を作ることが苦手なイトには、少し羨うらやましく思えた。

「笑顔、なぁ……」

　指で頰を押し上げ、口元の筋肉を意識してみるが、上手うまくいっている気がしない。

「なーに不自然にニヤついてんだ、イッちゃん？」

　背後から低い声がしてイトは肩を弾はじかせた。肩にのし掛かかってきたサブナクから逃のがれ、睨みつける。
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「に、ニヤついてなんかない！　何だよいきなり！」

「コレをお前に渡わたして欲しいっつーガキがいたから、持ってきてやったんだよ。感謝しろや」

　サブナクが二つ折りにされた紙をイトの額に乗せるようにして渡した。広げた紙には『中庭に来て欲しい』と書かれている。

　後ろから覗き込んできたサブナクが、険しい顔でイトを見下ろしてきた。

「おいおいイッちゃん。狙ねらわれてんじゃねえか。どう見ても告白のお呼び出しだろコレ。おにいさんイッちゃんが襲おそわれないか心配」

「もうボケたのかオッサン。男子校だぞここは。そんなわけあるか」

　サブナクの言葉をきっぱりと一いつ蹴しゆうし、イトは中庭へ向かった。







　中庭に着くと、そこには十人以上の生徒達が集まっていた。何やら楽しそうに騒さわいでいる。

　その様子をイトは物もの陰かげから窺うかがっていた。背後にはサブナクがついて来ていた。

「モテモテだなイッちゃん。あの人数に一いつ斉せいに告られるのか……」

「怖こわいこと言うな！」

　大人数に内心ホッとしたイトに、サブナクは面おも白しろがって冷水を浴びせるようなことを言う。鳥とり肌はだを立てて怒ど鳴なるイトの声で、中庭にいた生徒達がこちらに気付いた。

「イト！　来てくれたんだな！」

　彼らはイトの前に駆かけ寄ってくる。

「いきなり呼び出して、何の用だよ？」

　イトが用件を尋たずねると、一人の生徒が一枚の紙を差し出してきた。

「これにサインしてくれ！」

　隣となりのクラスの生徒がどうやら代表らしい。紙を見て、イトはしばらく固まった。そこには、

『イトファンクラブ～野の良ら猫ねこを手て懐なずける会～』

　と書かれていた──はずだ。文字は読めるはずなのに、何と書いてあるのか、脳が理解しない。奇き妙みような感覚に陥おちいり、イトはしばし用紙を見つめて呆ぼう然ぜんとしていた。

「おー、マジで発ほつ足そくしたのか、それ」

　背後からサブナクがイトにのし掛かるように肩を組み、イトの持つ紙を覗き込んできた。サブナクを見上げ、イトは目を眇すがめた。

「どういうことだ？」

「冗談半分──つーか冗談九割でイトのファンクラブ作れって言ってみたんだが……マジで作ったんだな」

「お前が原因かよ！」

　イトは振り向きざまにサブナクの頰をぶん殴なぐった。

「イト！　認めてくれるよな!?」

「誰が認めるかこんなもん！　何が野良猫だ！」

　興奮した様子で詰め寄ってくる生徒の顔に、イトは怒いかりを込めて用紙を叩たたき返した。

（ネウマの言ってた狙われてるって……こいつらか!?　ああもう、どれのことだよ！）

　踵きびすを返そうとするイトの腕うでを、代表の生徒が泣きそうな顔で摑つかんできた。

「頼たのむよイト～！　ちょっと私物をもらってオークションするぐらいだから！」

「それのどこがぐらいだ！　ふざけんな！　そんなことしたらお前ら全員叩き斬きるからな！」

　イトが大声で怒鳴ると、生徒達は顔を蒼あおくした。しかし数秒何かを考えると、今度は顔を赤らめて頷うなずいた。

「それはそれで……アリかも」

「何がアリなんだよ！　──おい、何でちょっと嬉うれしそうなんだお前らっ!?」

　理解出来ない感覚の彼らに恐きよう怖ふを感じ、今度はイトが顔を蒼あおくして逃にげ出した。追い縋すがる生徒達の声に混じり、サブナクの哄こう笑しようが聞こえてきたが、イトはとにかく逃げることを優先し、全速力で生徒達を振り切った。







　何とか教室まで逃げ帰って来ると、自分の机から白い紙が見えていることに気付いた。

（まさかあいつら、教室にまで来たのかよ……？）

　背筋が寒くなる思いをしながらも、一応見てみようと紙を引っ張り出す。それは白い封ふう筒とうだった。イトは首を傾かしげながらも封を切った。中には紙が一枚だけ入っていた。

　──頼みがある。誰だれにも知られず講堂に来て欲しい。

「頼み……？」

　紙の中央に書かれたその文字を見て、イトは再び教室を出た。手紙の端はしには、差出人の名前が書かれていた。
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　講堂の重い扉とびらを開ける。中はわずかな照明が点ともっているだけで薄うす暗ぐらく、目が慣れるまで少し時間を要した。舞ぶ台たいの方へと歩きながら、イトはいるであろう人物の名を呼んだ。

「レガート？」

　イトの呼びかける声と足音が、薄暗い講堂に響ひびく。しかしイトの他ほかに人ひと影かげはない。

　不意に背後で足音がして、イトは振り返った。

「スラー……？　何でここに？」

　彼がいることに少し戸と惑まどったが、考えてみれば、イトに頼み事をするぐらいだ。一番の友人であるスラーがいても不思議ではない。

　──あいつは……俺の言うこと、全部聞くんだ。

　不意にレガートの言葉を思い出した。スラーはまた彼の言いなりになっているだけなのだろうか。どうしてもそれが気になり、イトは彼を見つめた。

「なぁ、スラー。レガートとは、話し合ったのか？」

　スラーは無表情だったが、イトの言葉を聞くと、その顔から力を抜ぬいた。その反応で、レガートと和解したのだとわかった。スラーは目を伏ふせて静かな声で言う。

「ああ、そういえばお前と話したと言っていたな。今までの暴言も謝って、大事な友人だから、言いたいことを言ってくれ、お前のやりたいことをしてくれと言ってくれた。俺はただ、あいつに従っていた方が楽で……その方が、あいつに嫌きらわれないと思っていただけで、気にしていなかったんだがな。あいつにとってはそうじゃなかったらしい」

　わずかながら口元に笑えみを見せ、スラーは顔を上げてイトを見た。水色の瞳ひとみが、はっきりとした意思をもってイトを見み据すえる。

「だが、そのお陰かげで俺は決心がついた。礼を言うよ、イト」

「決心……？」

　その言葉が少し気になったが、彼らには彼らの事情があるのだろうと、イトは話題を戻もどす。

「それで、レガートは？」

　スラーは無言で講堂の舞台を指さした。よく見るとまだ置かれたままの小道具の陰かげに、誰かが倒たおれていた。赤あか髪がみと聖職者の衣装で、それがレガートだとわかった。舞台へと走りながら、イトはレガートに声を掛けた。

「レガート！　おい、どうしたんだ？」

　舞台に上り、レガートの肩かたを叩く。苦しげに呻うめきながらも、レガートは目を開けた。彼はイトを認にん識しきした瞬しゆん間かん、びくりと身体からだを弾はじかせて身を起こした。レガートは立ち上がろうとするも、よろけて尻しり餅もちをつき、座り込んだまま逃げるようにイトから距きよ離りを取った。

「い、イト……!?　な、何で……!?」

「何でって……お前が呼び出したんだろ？　手紙にお前の名前が……」

「すまない、名前を書き間ま違ちがえたようだ。──呼び出したのは、俺だ」

　事もなげにそう言ったスラーを、イトとレガートは見つめた。そしてイトは、今自分が入って来た出入り口に鍵かぎが掛けられ、さらに法術で結界が張られたことに気付いた。レガートに気を取られていたが、他の出入り口も封ふう鎖さされているようだった。

　イトは鋭するどくスラーを見据える。

「どういうことだ」

「な、何でだ……？　何でこんなことするんだよスラー！」

　舞台に上がってきたスラーは、幼い子どものように動どう揺ようするレガートを見下ろした。

「お前の【使命】を、終わらせるためだ」

「使命……？」

　その言葉を、イトは最近どこかで聞いた。

（そうだ。温室で、レガートが……）

　しかしその【使命】がイトに何の関係があるのか。自分がここにいる意味が摑めない。

「嫌いや、だ……」

　イトは怯おびえた声を発したレガートを見つめた。驚おどろいた表情を恐怖に歪ゆがめ、レガートは立ち上がって舞台から飛び降りようとしたが、その腕をスラーに摑まれる。

「放せスラー！　やめろ！　俺はこんなこと、望んでない！」

　レガートは叫さけびながら、精せい一いつ杯ぱいの力でスラーの腕から逃のがれようともがいた。

「お前は死ぬわけにはいかない。聖職者レガートの血をここで途と絶だえさせてはならない」

　スラーがそう言った直後。

　レガートがハッと目を瞠みはった。そして講堂の扉へと目を向ける。続いてスラーとイトも、そちらへ目を向けた。──多くの何かが押し寄せてくる。

「この気配……魔ま物ものか。こんな時に……っ」

　スラーが悔くやしげな声を絞しぼり出すと、彼の手に捕とらえられたレガートも声を上げた。

「スラー、放せよ！　こんなに多くの魔物、放っておいたら──」

「他にも戦える人はいる。それより今は、重要なことがある」

　レガートの訴うつたえに、スラーは冷たい声で遮さえぎった。

　魔物が襲しゆう撃げきしてくるという事態になっても、スラーはここからレガートとイトを出す気はないようだった。ますます彼の目的がわからない。しかしレガートにはスラーが何を考えているのかわかっているようだった。その目には友人に向けるはずのない、怯えが浮うかんでいた。

　レガートは首を横に振ふりながら、スラーを見上げて震ふるえた声を上げた。

「スラー、噓うそだろ……？　俺は、このままでいいって言ったはずだ！　早くここから出せ！」

「もうお前の命令は聞かなくていいんだろう？　言いたいことを言えと、やりたいことをやれと、そう言ったのはお前だ、レガート」

　驚きよう愕がくの目で見つめるレガートに、スラーは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「お前の決意を無む駄だにする俺を、きっとお前は恨うらむだろう。だから俺はこれまで、この時が来てもお前に嫌われないように振る舞まってきた。思えば、何て甘いことを考えていたんだろうな」

　零こぼれるようにそう呟つぶやくと、スラーは笑みを消してレガートの顎あごを摑んだ。俯うつむこうとするレガートの顔を無む理り矢や理り上げさせる。

「い、嫌だ……っ！　やめろ、やめてくれスラー！」

　スラーを見上げて懇こん願がんするレガートの目は、怯えていた。しかし何を言っても、今のスラーには通じないようだ。レガートは身を震わせながら目を閉じ、力の限りに叫んだ。

「逃にげげろイト！　俺から逃げろ！」

　レガートの叫び声に、イトは混乱した。どう見ても敵意があるのはレガートではなく、スラーの方なのに、彼は俺からと言った。

　状じよう況きようが把は握あく出来ず、イトはその場に立ち竦すくむ。スラーがイトを見つめた。

「レガート。あいつの目を見ろ」

「嫌だっ！　俺は誰も憎にくみたくない！　俺はこのままでいいんだって言ったじゃねえか！」

「聖職者レガートの血は、人類の希望だ。その希望を、ここで失うわけには……──」

　スラーの無感情な声が途と中ちゆうで止まった。彼はレガートを見下ろしてから、再び口を開いた。

「……違ちがう。本当はそんなこと、どうだっていいんだ。俺はどんな形であれ、お前に生きていて欲しいんだ、レガート」

　スラーの静かな懇願の後、ぼた、と、水が落ちるような音がした。小さな音だったが、三人以外誰もいない講堂には、やけに大きく響いた。

「俺は、誰かを犠ぎ牲せいにしてまで生きたくない……っ」

　弱々しくそう言ったレガートの口の端はしから、紅あかい筋が顎へと伝い、閉じた目から溢あふれた涙なみだと混ざって、足あし下もとへ滴したたり落ちていた。何故なぜかイトの直感は、吐と血けつの理由を怪け我がや病気だとは思わなかった。レガートから漂ただよう嫌な空気に、イトは彼を見つめた。

「レガート……」

　イトは思わず、苦しげなレガートに呼びかけていた。その声を聞いたレガートの瞼まぶたが開き、その瞳がゆっくりとイトを見た。

　──金の混じる緑の瞳に、深い青の瞳が映り込む。

「あ……」

　レガートの口から、言葉にならない声が零れる。

　限界まで見開かれたレガートの目に血けつ涙るいが沸わき上がった。その向こうでは、深い憎ぞう悪おの念が渦うず巻まき、それは一心にイトに向けられていた。

　ひゅ、と、レガートの喉のどが鳴った。直後──

「あああああああああ！」

　レガートの引きつった悲鳴が講堂に響ひびき渡わたった。
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　レントが職員室を訪ねると、待ちかねていたらしいフーガに睨にらまれた。職員室横の応接室に通されると、そこには既すでにパルティータとアインザッツ、プロケルがいた。

　フーガがレントを厳しい目で見つめる。

「イトには、言ってないだろうな？」

　頷うなずくレントに、アインザッツが優やさしい笑えみを向けた。

「ですが、もう落ち込んではいないようですね。顔色が良くなっています」

　アインザッツがそう言うと、レントは嬉うれしそうに笑って頷いた。

「……で、報告は？」

　フーガが尋ねると、レントは任務として言い渡されていた調査結果を報告した。

「穢けがれた石を置いた犯人は、スラーです」

「スラー……ですって？」

　パルティータが目を瞠り、その名を繰くり返した。

「はい。彼ならレガートの家から持ち出したとしても、わからないと思います。ただ──」

　レントはそこで言葉を切ると、フーガを見上げた。彼は驚いた表情をした後、眉まゆを寄せて考え込んだ。見れば、アインザッツとパルティータも同じような表情で押し黙だまっている。

「？　どうしたんですか？」

　フーガはさらに顔を険しくして、虚こ空くうを睨んだ。

「まぁいい。続けろ。ただ、何だ？」

「なんとなく、ですけど……スラーが、自分でやっているようには見えなくて……」

「何を言っている。スラーがあの石を置いている現場を見たから、お前は犯人がスラーだと言ってるんだろう？」

「はい。それは確かです。でも、いつものスラーとは、何かが違う気がしました」

　レントは少しだけ考え込んでから、フーガを真っ直すぐに見つめた。

「そのことについても、もう少し調べてみたいんです。時間をもらえませんか？」

　レントがそう言うと、ほとんど同時に二つの笑い声が聞こえた。レントは笑い声の主、アインザッツとパルティータを見つめた。

「アインザッツ司教？　姐ねえさん？　僕、何か変なこと言いました……？」

「いいえ。私達は嬉しいんですよ。レントくんの成長が。ねえ、パルティータ？」

「成長ってほどじゃないわよ。でも、言うようになったじゃない、ヘタレントのくせに」

「成長……？　うん？　僕、もしかして今褒ほめられてます？」

　二人の表情や口ぶりは、レントを褒めているようだが、何を褒められているのかがレントにはわからなかった。

「じゃ、さっさとスラーをとっ捕つかまえて──」

　フーガはそこで言葉を切って、窓まど際ぎわへと走った。すでにパルティータが険しい顔で窓の外を睨んでいる。

「魔物だ……！　しかも、これは……」

「……相当な数ね。よりによってこんな日に来なくてもいいじゃない。──それに……」

「どうした？」

　パルティータは目を眇すがめ、遠くのものを見るように注意深く窓の外を見つめる。

「嫌な気配がするわ……嫌な、強い気配」

「お前が言うのなら確かだろう。魔物をある程度殲せん滅めつしたらお前はそちらへ向かえ」

「言われなくてもわかってるわよエロ眼鏡」

「さっさと行けじゃじゃ馬が！」

　パルティータはフーガに舌を出すと、応接室を出て行った。

「フーガ、一いつ般ぱんの方と生徒の避ひ難なん指示はお願いします」

　アインザッツがそう言うと、フーガは一度神しん妙みように頷いたが、はたと気付く。

「……って、アインザッツ神父！　まさか出る気ですか!?」

「はい。さすがにこの数で出ないわけには行かないでしょう？　行きましょう、プロケル」

　プロケルは頷いて、応接室を出るアインザッツについていった。

「ったく！　あの人は……！　おいレント！　すぐにイトを呼んで来い！」

　フーガの言葉を聞き終える前に、レントは部屋を飛び出していた。
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　迫せまり来る魔ま物ものの気配を感じながら、サブナクは自分の手元にある刀を見つめて呟いた。

「あーあ。こんな時に魔物かよ。コレなしでどうすんだ、あのクソガキ」

「サブナクさん！　お怪我はありませんか？」

　サブナクの背後から、アインザッツが駆かけ寄ってきた。その手には大おお斧おのが握にぎられている。

「たった今、お前のその言葉に精神的ダメージ喰くらったぜ。それともお前流の嫌いやがらせか？」

　その顔に嫌けん悪お感かんを全面に押し出し、サブナクはアインザッツにそう言いながら、向かってきた魔物を刀の鞘さやで殴なぐった。地に倒たおれた魔物の額に、抜ぬいた刀を突つき刺さす。

「？　嫌がらせ……ですか？　そんなつもりはないのですが、気に障さわったのでしたら──」

「俺にダメージを喰らわせたくねえなら、それ以上は言うな。フォルネウスが言ってるみてえで気色悪いんだよ」

　そう言いながら、サブナクは飛んできた鳥に似た魔物を斬きり捨てる。しかし数が多く、いくら斬っても次から次へと向かってくる。その時、アインザッツがサブナクの前に歩み出た。

「……何のつもりだ」

「イトくんを探して来て下さいませんか？　ここは私が引き受けますので」

　アインザッツの言葉に、サブナクは怪け訝げんそうな目を向けた。いくら彼が腕うでの立つ神父と言えど、一人でこの数の魔物を相手にするのは困難のはずだ。彼の瞳ひとみの奥には考えがあるようだが、サブナクにはそれが引っかかった。

「お前がどうなろうが知ったこっちゃねえ。……が、何を考えてやがる。その自信はどこから来る」

「いえ、自信というほどのものではありません。ただ──」

　サブナクとアインザッツの周辺の魔物が、空から降ってきた羽根によって、地に縫ぬい付けられた。アインザッツが上空を見上げると、その白い顔が翳かげった。

「──私はひとりではありませんので」

　ふわりと音もなく傍かたわらに降り立ったプロケルを見て、アインザッツは微笑ほほえんだ。

「……お前とフォルネウスの繫つながりは、まだ切れてねえようだな」

　サブナクは睨むようにアインザッツを見み据すえたが、彼はその言葉には応こたえず、困ったように笑うだけだった。

「まぁいい。今は見み逃のがしてやる」

「ありがとうございます。お気を付けて」

「やめろ吐はきそうだ」

　アインザッツの気き遣づかいを本気で嫌がりながら、サブナクは背を向けた。







「……やる？」

　プロケルはアインザッツを見上げた。アインザッツは相変わらず笑っている。

「ええ。今はあなたとフォルネウスさんに頼たよるしかありませんから」

　アインザッツは左手の手て袋ぶくろを外した。その左手の甲こうには、銀色の蔦つたのような痣あざがある。

「でも、カミサマに背そむくことになるんでしょ……？」

　プロケルには、アインザッツの言う『神様』がどういうものなのか、よくわからない。ただわかるのは、神様とはアインザッツにとって大切な存在のはずだ。自分にとってのフォルネウスのような存在なのではないのかとプロケルは思っていた。そんな存在に背いてまで、やることなのか。

　プロケルは両の掌てのひらでアインザッツの頰ほおをそっと包んだ。

「それに……この魔ま力りよくを使う代だい償しようは、あなたの命なんだよ？」

　人の命は悪あく魔まのそれとは比べものにならないほど短い。それを消費することがどういうことか、彼はわかっているのだろうか。

　プロケルが触ふれた手を、アインザッツが手袋を外した手で握り返し、微笑んだ。

「心配して下さってありがとうございます」

　プロケルはアインザッツの頰から手を下ろしたが、彼はプロケルの手を握ったまま続けた。

「私はもう、神の手に救われることはないでしょう。ですが、私の魂たましいはすでにあなたのこの手に救われました」

「僕に……？」

　目を瞠みはるプロケルに、アインザッツは穏おだやかに微笑んで頷うなずく。

「迫はく害がいされ続け、両親を死に追いやってしまった私のこの姿を、あなたは必要としてくれた。ただ惰だ性せいで生きていたような私には、あなたの言葉は光明だったんです。初めて生きていることが幸せだと思えました。──そしてあなたは、今もなお私の傍そばにいてくれる。これ以上の救いなど、私にはないんです」

　そう言ってから、アインザッツは眉を下げ、少し悲しげな表情で微笑んだ。

「イトくんには申し訳ありませんが……私はフォルネウスさんには感謝しているんです。彼のお陰かげで、あなたがいて、こうして私の傍にもいてくれる」

　心から幸せそうに微笑むアインザッツに、プロケルの胸が軋きしんだ。

（違ちがう……。フォルネウスはとても大事だけど、僕が今、あなたの傍にいるのは……）

　プロケルが軋みの正体を言葉にする前に、アインザッツの手が力を込めてきた。

「プロケル。私は今この手にあるものを守りたいのです。だからどうか、あなたの力を貸して下さい」

　揺ゆらぎのないその笑えみに何も言えないまま、プロケルは目を伏ふせて頷いた。アインザッツの左手を取り、プロケルは言った。

「僕はずっとあなたの傍にいる。忘れないで」

　プロケルは彼の手の甲──銀色の痣に口付ける。自分の中にある魔力が彼の痣に吸い込まれていくのを感じた。銀の痣が、プロケルの瞳と同じ朱しゆ色いろに染まった。

　プロケルが顔を上げると、アインザッツは不思議そうな顔で朱あかく染まった痣を見つめていた。

「何ともない？」

「ええ……少し熱を感じるだけで、あとは何も」

　もう魔物達は目前に迫っている。アインザッツは魔物に目を向けると、まるで空気を撫なでるような仕草で左ひだり腕うでをそっと薙ないだ。

　次の瞬しゆん間かん、辺りが夕暮れ時のような朱色に染まった。

　プロケルがまばゆさに目を閉じたその一瞬で、辺りの魔物が全すべて消えていた。一瞬遅おくれて、爆ばく風ふうがプロケルとアインザッツの顔に吹ふきつけてくる。その風に乗って細かい炭のようなものが足あし下もとで舞まい上がった。それが一瞬前まで魔物だったものだとプロケルが理解したのは、風が止やみ、自分の髪かみが目の前に一ひと房ふさ落ちてきてからだった。

　呆ぼう然ぜんとしていたプロケルはアインザッツを見上げると、彼もまたプロケルと同じように目を丸くしていた。眼鏡がずれて彼も我を取り戻もどしたのか、一つ瞬まばたきをした。

「……これが、魔力……？」

　そう呟つぶやいて、アインザッツは崩くずれ落ちるように座り込んだ。プロケルも彼の傍らに膝ひざを突く。

「大だい丈じよう夫ぶ……？」

「あはは、何ともありません。ただ、慣れないことをしたせいか、疲ひ労ろうはあるようですね」

　アインザッツの気の抜けた笑みを見て、プロケルはほっとして笑った。そして彼のずれたままの眼鏡を指さす。

「眼鏡、落ちちゃうよ」

「ああ、本当ですね」

　アインザッツが左の中指で眼鏡を直した。プロケルの夕ゆう陽ひ色の瞳に、銀の痣が映り、プロケルの顔から笑みが消えた。

（ただの疲労じゃない。命を、使ったから……）

　蔦のような痣は、肘ひじに向かって、手首まで広がっていた。それを見た瞬間、胸の奥が締しめつけられるように痛んだ。気付けばプロケルは彼にぎゅっと抱だきついていた。

「プロケル？　どうかしましたか？」

　プロケルはアインザッツに抱きつきながら首を振ふった。アインザッツはそれ以上何も言わず、プロケルの背を優やさしく叩たたいた。

（きっとあの痣が、胸まで延びた時が──）

　──優しいこの人の命が潰ついえる時。







　膨ぼう大だいな魔力の気配に、サブナクは思わず背後を振り返る。視線の先で、夕陽に似た残光が一瞬見え、魔ま物ものの気配が激減した。

「あいつプロケルか……？」

　そう呟きながらも、魔力の源がプロケルのものではないことがサブナクにはわかっていた。プロケルは魔力を蓄たくわえてはいるが、それを自分で使用することは出来ないと言っていた。やはりフォルネウスが一枚嚙かんでいるとしか思えない。

「しぶとい野や郎ろうだ」

　憎にく々にくしげに呟いたところで、すれ違う人々の中に見慣れた少年を見つける。レントは避ひ難なんするよう呼びかけながら、誰だれかを探しているのか辺りを見回している。と、サブナクと目が合った。

「サブナクさん！　ちょうど良かった！　イト、一いつ緒しよじゃないですか!?　今探してるんですけど、どこにもいなくて！　魔物が出たからイトにも出てもらわないと……！」

「おう、ちょうどいい。俺もお前に訊ききてえことがあんだよ」

「え？　なん──」

　サブナクが目を向けると、レントはぴたりと口を閉とざした。鈍にぶい少年にも、サブナクの殺気は伝わったらしい。

「うちの可愛かわいくねえ猫ねこを手て懐なずけて、一体何を企たくらんでやがる？」

　サブナクの鋭するどい視線に顔を引きつらせながらも、レントは弾はじかれるように声を上げた。

「企むなんて……。そんなこと、考えたこともありません！」

「考えたこともねえ、か。そりゃあ最高だ」

　サブナクは喉のどの奥で笑った後、右みぎ腕うでをレントに向けた。その手にはイトの刀が握にぎられていた。

　白銀の刀身をレントの首に突つきつけ、サブナクは静かに言った。

「──最高に質たちが悪わりぃな。イトは大悪魔サブナク様を復活させようとしている。お前ら教会にとっちゃ、俺の次に危険な奴やつだろう」

　刃は先さきを首に当てると、レントがびくりと身体からだを弾かせた。

「そこを考えてねえってことは、お前にとっちゃ、イトは暇ひまつぶしのオモチャも同然ってわけだ。いつかあいつが教会から追われる時、きっとお前もその中にいるんだろうなぁ？　今からあいつの絶望する顔を想像して楽しんでんのか？　いい趣しゆ味みだな」

「違います！　イトは友達です！　僕は──」

「イトか教会か、どっちを裏切る気だ、お前は？」

　その言葉にレントは怯おびえの表情を消し、口を閉ざした。

「……どっちも、裏切ることなんて出来ません。神様がいたから……教会があったから、僕はこうして生きてこられた。イトに会えた」

　レントは胸むな元もとの十じゆう字じ架かに触れると、サブナクを真っ直すぐに見み据すえてきた。

「イトはあなたを復活させても、危害を加えないと言ってました。僕はそれを信じてます。その言葉を信じられるぐらい、僕はイトが強いことを知ってます。……いつかイトが教会の敵になっても、僕はイトのことだけは絶対に裏切りません。僕は神父として、友達であるイトを守ります。神に──いえ、」

　深緑の瞳ひとみが、サブナクを見上げる。

「あなたに誓ちかいます。サブナクさん」

　サブナクもレントの目を睨にらみ返した。レントはわずかに手が震ふるえているが、決して自分から目を逸そらす気はないらしく、瞬きもせずにサブナクの目を見つめていた。

「十字架握にぎりしめて、何言ってやがる」

　吐はき捨てるようにそう言って、サブナクは刀を収めた。

　息をついたレントに、サブナクは刀以上に鋭い視線を向けて、再び彼を凍こおりつかせた。

「でけえ口を叩いたからには、覚かく悟ごはしておけよ。あいつを裏切るようなことがあれば、お前に生き地じ獄ごくってやつを見せてやる。楽しみにしてろ」

「ぜ、全力で遠えん慮りよします……！」

「レント！」

　その時、レントの背中をパルティータの手が叩いた。

「イトだけど、さっきスラーと一緒にいたみたい」

「スラーと!?　何で……っ」

　レントの顔が引きつったのを見て、サブナクは早足で歩き出した。

「あっ、ちょ、ちょっとサブナクさん！　イト、どこにいるかわかりませんか!?」

　その言葉には答えなかったが、背後からヒールの音が続いてきた。

「行くわよレント！　どうせあいつ、イトの居場所わかってるんだから」

　パルティータの言葉に小さく舌打ちする。確かに、自分の右目を身体に宿しているイトの居場所はわかっていた。追い払はらってもついてくるつもりだろう。サブナクは仕方なくそのまま講堂へと向かった。
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　礼拝堂の地下へと続く階段を見つけた男は、鼻歌混じりに階段を下っていく。光源はないが、男の足取りは危なげがない。鼻歌と共に、男の靴くつ底ぞこが最後の階段を踏ふみしめた。

　無数の鎖くさりと錠じよう前まえ、そして法術で封ふうじられた、大きな扉とびらの前に男は立った。

『誰だ』

　目の前にある扉の向こうから、明らかに人ではない声が、人の言葉を男に向けてきた。

『この封印を施ほどこした者ではないな』

「ええ。ですが、封印はかなり緩ゆるんでいる。──これなら私でも壊こわせそうだ」

　男はそう言って、扉に触ふれた。繊せん細さいなガラス細工が壊れるような音がして、扉は崩れ落ちる。

　土つち煙けむりが上がる中、男は崩れた扉の向こう側へと足を踏み入れた。一歩、二歩と進んだ後、何かを見上げるように顔を仰あおいだ。

「……なるほど。これは封印が必要なわけだ」

　男の前では、何か巨きよ大だいなものが蠢うごめいていた。しかし男は大した関心を持たず、ただ見守るようにその場に立っていた。

「しかしこれは私の手には負えないな。どうしようかなぁ」

　どうしようと言いながらも、男はのんびりと呟つぶやく。まるで慌あわてた様子はない。

　暗くら闇やみの中、二つの紅がギラリと煌きらめき、何かは男を見て笑い声を上げた。

『礼を言うぞ、人間。褒ほう美びに見み逃のがしてやる』

「ああ、それを聞いて安心しました」

　大おお袈げ裟さに頭を下げ、顔を上げると、男は胡う散さん臭くさい笑え顔がおで言った。

「──大だい悪あく魔ま、サブナク様」







　　第五章　ゆずれないもの




　血の混じる涙なみだを滴したたらせ、口からは血と共に憎ぞう悪おの呻うめきを吐き出しながら、レガートはその場に蹲うずくまった。白い聖職者の衣装も、内側から溢あふれた血が滲にじみ、紅あかく染まっていく。

「レガー──」

「殺してやる！」

　レガートが叫さけび、イトに飛びかかってきた。咄とつ嗟さに後退するが、レガートの方が早かった。イトの首に血に塗まみれた手が絡からみつく。

「憎にくい！　お前が憎い！　消えろ瑠る璃りの一族！　消えろぉっ！」

「っ！」

　首に力が込められたのはほんの数秒だった。イトの首を摑つかんだレガートが大きく咳せき込み、イトの頰ほおに生暖かいものがかかった。鉄の臭においが鼻を突く。レガートの手の力は緩くなり、彼の身体はイトの足あし下もとに倒たおれ込んだ。

　イトはすぐさまレガートから距きよ離りを取ると、倒れ込んで蹲る彼を用心深く見つめた。──レガートが向けてきた憎悪と殺意は、本物だった。

「……い……っ」

　喉に溜たまった血を吐き出しながら、レガートが何か言った。血に混じる涙と肩かたの震えで、泣いているのだと気付く。

「嫌いやだ……っ。痛い……くる、し……っ！」

　苦痛の声を上げる度たび、彼の口から血が溢れ、床ゆかを紅く濡ぬらす。その傍そばに、スラーが膝ひざを突つき、その髪かみをそっと撫なでた。

「……レガート。お前は人々の希望だ。生きなきゃいけない。……生きてくれ。見たはずだ、お前に聖職者レガートを重ねた人々の笑顔を」

　スラーは立ち上がって、イトを見据えた。

「俺がその【使命】を、終わらせてやる」

「スラー……レガートのこれは、何なんだ」

　イトは己おのれの血に塗れていくレガートから顔を上げ、スラーを見据えた。レガートの症しよう状じようと自分が、一体どういう関係があるのか、イトには見当がつかない。

（それに、どうしてレガートが瑠璃の一族のことを知ってるんだ……？）

　レガートの叫び声の中で聞こえたその単語に、イトは驚おどろいていた。瑠璃の一族はすでに滅ほろび、歴史からその名を消した一族の名だ。その名を知っているものは、もういないはずだ。

　スラーはただ静かな声でイトに答える。

「これは、聖職者レガートの血を継つぐ者の運命だ。カデンツァ家の者は、代々瑠璃の一族を根絶するための【使命】を受け継いでいる」

「【使命】……？」

　スラーは己の血溜まりで苦しんでいるレガートを一いち瞥べつしてから続けた。

「大悪魔の手先である瑠璃の一族を殺す使命だ。殺さなければ、生しよう涯がいこうやって苦しんで死んでいく」

「そんなの……使命でも何でもない。呪のろいじゃないか！」

「そうだな、呪いと言った方が正しいだろう。瑠璃の一族の血を浴びなくてはこの呪いは解かれないんだ。──そしてお前は」

　スラーは腰こし元もとの長ちよう剣けんを引き抜ぬく。鋭するどい刃やいばを煌めかせるそれは、演劇用のものではなかった。その切っ先がイトに向いた。

「瑠璃の一族の血を引く者。そうだろう？」

「……否定しても、無む駄だなんだよな？」

「レガートがこうして反応したのが何よりの証しよう拠こだ」

　平へい坦たんだったスラーの瞳ひとみに、強い色が宿る。怒いかりや憎しみではない。決意を固めた者の目。

「お前に恨うらみはない。だが、レガートのために死んでくれ。それが手紙に書いた頼たのみだ」

「……俺にはやることがある。ここで死ぬことは出来ない」

　イトがそう言った直後、長剣を構えたスラーが、不意に足下を見つめた。血に塗れた手がスラーの足に触れている。震える手は彼の足を摑もうとしているようだったが、その力すらも今のレガートには残っていないらしい。レガートはスラーを目だけで見上げる。

「やめ、ろ……スラー……！」

　スラーは無表情にレガートを一瞥すると、剣の柄つかを握にぎりしめてイトを見み据すえる。イトの手が無意識に腰元に伸のびるが、イトの愛刀は今、サブナクに預けられていた。

「何故なぜ戦士の末まつ裔えいが、未いまだ聖職者の傍にいるか、わかるか？」

　スラーの動きを慎しん重ちように見み極きわめながら、イトは首を振ふった。スラーはゆっくりと言葉を続ける。

「聖職者は人を殺せない。殺せば法力が落ち、元には戻もどらない。戦士の血筋である我がリード家は、聖職者に代わって瑠璃の一族を殺すという役目があるんだ。俺がお前を殺す。──それが俺の存在する意味だ」

　スラーの足が、レガートの手を落としながら前進した。踏み込んだ一いつ瞬しゆんで、スラーはイトの目の前に肉にく薄はくしていた。

（速い……！）

　振り下ろされる長剣を身を翻ひるがえして避よけ、イトはスラーから距離を取った。が、その距離も一瞬で詰つめられ、イトの左ひだり肩かたに鋭い痛みが走った。左肩を手で押さえるとじわりと血が滲にじむ。

　痛みで一瞬反応が遅おくれた。スラーの剣が目前に迫せまった。その時──

　講堂の扉が封印ごと破は壊かいされ、バキバキと派手な音を立てて扉が砕くだけ散った。瓦が礫れきの中を縫ぬうように、一筋の矢がスラーに向かって飛んだ。スラーはそれを剣で弾はじき、イトから後退する。

「イト！　無事!?」

　瓦礫で舞まった土つち煙けむりの中から、レントが舞ぶ台たいへと走ってくる。その後ろからはパルティータが。

　そして最後に、緊きん張ちよう感かんのないのんびりとした歩調で、サブナクが舞台へと歩み寄って来た。

「待ったか、イッちゃん？」

「待ったに決まってるだろ！　遅おそいんだよ！」

「お。今日は珍めずらしく素す直なおじゃねえか。いつもそうなら俺だってもっと甘やかしてやんのによ」

「寝ね言ごと言ってないでさっさと刀を寄よ越こせ！」

「俺じゃなくて刀かよ！」

　サブナクは怒ど鳴なりながらイトに向かって刀を投げる。刀は回転しながら宙を飛び、イトの手に収まった。

「ったく、助けて男前の大悪魔様～！　って言えば加勢してやろうと思ったのによ。やーめた」

「噓うそつけ！　誰だれが言うか！」

　舞台の一番前の席にどかりと座ったサブナクに怒鳴ってから、イトは刀を抜いた。

　パルティータはスラーよりもレガートを見て、そちらへ走った。しかしスラーの長剣が彼女の行く手を阻はばむ。

「レガートに手は出さないで下さい。あなたの法術が強くとも、レガートに大した効力はない」
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　スラーはパルティータへ長剣を振り上げた。その斬ざん撃げきの速さに彼女も驚きながら避け、イトの傍まで下がった。

「くそ！　邪じや魔まばかり入る……！」

　スラーがぎゅっと長剣の柄を握ったその音が、イトの耳まで聞こえてきた。

　刀を構え、イトはスラーを見据える。尋じん常じようではない身体能力。最初にスラーの戦せん闘とうを見た時はここまでではなかった。

「スラー。お前のその力、法術じゃないだろ。戦士はそんな力を持ってるのか？」

　悔くやしげに歯を食いしばっていたスラーが力を緩ゆるめて口を開いた。

「封ふう印いんされたサブナクに力を借りた。お前を殺すためにな」

　スラーのその言葉で、礼拝堂に封印されているのがサブナクの身体からだであることがより濃のう厚こうになった。

　イトは傍に寄ってきたパルティータにそっと告げる。

「パルティータ、あいつ、サブナクの身体に操あやつられてる可能性がある」

「そのようね。スラーは自分の意思で戦ってるからかしら……？　気付けなかった私もまだまだね」

「ったく、どいつもこいつも、勝手に人の魔ま力りよく使うんじゃねえよ。使用料徴ちよう収しゆうすっぞ」

　最前列に座っていたサブナクは舌打ちしてそう言ってから、不意にイトに笑いかけてきた。

「だが、良かったなぁイト。そいつが俺の身体に操られてるってんなら、お前はそいつにだけは殺されねえよ」

　どういうことだと言いかけて、イトはサブナクの言葉の意味を理解した。サブナクの封印を解けるのは、瑠る璃りの一族であるイトだけだ。イトを殺せば、身体の封印を解くことは出来ない。

　スラーが眉まゆを顰ひそめた。

「馬ば鹿かを言うな。俺はイトを殺すために力を借りたんだ」

「お前は、利用されてるだけだ」

　やってみろと、イトはスラーを見据える。スラーは一瞬だけ驚いたように目を瞠みはったが、すぐに剣を構え、イトの首にその刃を振り下ろした。

「イト！」

　レントの声がしたが、イトはその場から微び動どうだにしなかった。──そしてスラーの持つ剣先もイトの首には至らず、直前で停止していた。

　スラーの目に明らかな動どう揺ようが走る。

「何故、動かない……!?　動け！　イトを殺すために、俺は生きてきたんだぞ！　動けっ！」

　その言葉に応こたえるように、スラーの身体が動いた。しかし彼の意思とは反対に、スラーの身体はイトから弾かれるように飛び退すさった。足が床に着地した直後、スラーはイトに背を向け、倒たおれるレガートへと向かっていた。スラーの足がレガートの血溜まりを踏ふむ。

「違ちがうっ！　俺はレガートを助けるために……！」

　目の前に立ったスラーに気づき、レガートが顔を上げる。赤い髪かみ、紅あかい血のなかから、金色が重なる緑の瞳だけが妙みように明るく見える。荒あらい息の合間に、安あん堵どしたように微笑ほほえんで、レガートはスラーに言った。

「──殺せ」

「っ嫌いやだ！」

　スラーの裏返った悲鳴と共に、剣の先はレガートの首筋に向かっていた。

「やめろ！」

　イトは走り出し、レガートとスラーの間に入って剣を弾いた。

　カランと乾かわいた音を立てて転がっていく剣を見開いた目で一瞥してから、スラーは崩くずれるように膝ひざを突ついた。レガートは気を失ったのか、目を閉じている。

「俺は……っ、レガートを助けるためにここまで来たんだ。邪魔をするな！　もう後には引けないんだ！　あの石だって、もうない……！　レガートをこの使命から解放するには、イトを殺すしかないんだよ！」

　スラーの叫さけび声に、レントが反応した。

「あの石って……穢けがれた石のこと？　このことに、何か関係があるの……？」

　荒らげた息を止め、スラーはゆっくりと話し出した。

「……あの石は、レガートの使命による苦痛を吸い取り、弱めるんだ。封印しているのではなく、あれがないと、レガートの命にかかわるんだ」

「で、でも……校内にあの石を置いたのは、スラーでしょ？」

　レントが戸と惑まどった声でそう言ったが、スラーはまるで言葉の意味がわからないとばかりに、怪け訝げんそうに目を細めていた。

「一体、何の話だ。何故俺が……」

「何の話、って……。僕、見たんだよ。スラーが深夜、学校にあの石を置いているところを」

　レントが深夜に寮りようを抜ぬけ出し、校内にいたのは、あの石を置いた犯人を捜さがし出すためだったようだ。これで合がつ点てんがいった。それにしても、イトに何も相談をしなかったのはどういうことだろう──そこまで考えて、イトはふとフーガの言葉を思い出す。

　──レントにも内密に。

　もしかしたら、レントにも「イトに内密に」という指令を出していたのではないだろうか。

（でも、何でだ……？）

　今考えても答えは出ないだろう。あとでフーガ達に尋たずねるしかない。

「馬鹿を言うなっ！　俺が持ち出すはずないだろう！」

　スラーの大声で、イトは我に返った。

「それにね、レント。あの石を盗ぬすんだ犯人を捜してくれって依い頼らいしてきたのは、スラーなのよ」

　スラーとパルティータの言葉に驚おどろきながらも、レントはさらに言い募つのる。

「で、でも、僕が見たのは確かにスラーだったよ!?」

「……レント。確かにスラーだったのか？」

　レントが言葉をなくした。その際のスラーの様子が、普ふ段だんとは違ちがっていたのだろう。

「覚えてなくても、無理はないのかもな」

「あんたは知らず知らずのうちに、誰かさんに操られていたようね」

　パルティータは項うな垂だれるスラーの前に座り込んだ。顔を上げるスラーに、彼女は安心させるような笑えみを見せた。

「ま、何にせよ、あんたはまだ取り返しがつくわ。安心しな」

　パルティータがスラーの胸に手を当てた。細い手に純白の輝かがやきが宿った瞬しゆん間かん、スラーの顔が苦痛に歪ゆがんだ。パルティータから離はなれようとしたスラーの胸むな元もとを、彼女はもう片方の手で摑つかんで引き寄せた。

「あっ、が……っ！」

「じっとしてな」

　パルティータの法術の光が輝きを増す度たび、スラーの苦痛の声は大きくなる。スラーは苦しみながら、胸元を摑むパルティータの腕うでを引き剝はがそうと爪つめを立て、彼女の腕を傷つけた。しかしパルティータは眉一つ動かさず、さらに法術の光を強くする。

「ね、姐ねえさん、大だい丈じよう夫ぶなんですか……!?」

「大丈夫とは言わないけど、こうしなきゃもっと悪い結果になるわ。……半分以上は身体に取り込んでたのかしらね」

　スラーの口元から紅い血の筋が流れた。それを見て、パルティータは彼から手を放した。

　スラーはその場に蹲うずくまり、大きく咳せき込み出した。咳き込む度に床ゆかにぽつぽつと紅い斑はん点てんが出来ていたが、一ひと際きわ大きな血の塊かたまりを吐はき出し、大きく息をついた。目を凝こらすと、スラーが吐き出したのは血の塊ではなく、あの『穢れた石』だった。

　搔かきむしられて傷ついた腕を撫なで、パルティータは蹲って苦しげに呼吸するスラーを見下ろす。

「何故なぜ……吐き出せるはずがないのに……っ」

　スラーが呆ぼう然ぜんとして、自分の体内から吐き出された石を見つめていた。

「何でその石が、お前から……」

　イトが尋ねると、スラーは大きく息をついて諦あきらめたように言った。

「……こうしていれば、法力も体力も落ちるが、俺がレガートの傍そばに居るだけで、あいつの苦痛を取り除ける」

「じゃあお前、自分で……？」

　スラーは項垂れたまま黙だまっていたが、否定もしなかった。

　パルティータの口から、小さな舌打ちが聞こえた。

「……どうしてどいつもこいつも、自己犠ぎ牲せいに走るのかしらね。大切なものを傷つけられた周りの気持ち、少しは考えな」

　パルティータが呟つぶやいた言葉は、スラーに言っているようで、独白にも聞こえた。彼女は法術を纏まとった手で石を拾い上げ、スラーを見つめた。

「この石を媒ばい介かいにされて、あんたは操あやつられてたみたいね」

　パルティータはそう言った後、色と共に効力を失った石を放ほうり投げ、気を失ったレガートを見み遣やった。

「さて、今度はあっちね。これだけの重じゆう症しようだと、時間が掛かかりそうだけど……」

「無む駄だです。どれだけ法術を使ったところで、使命が終わらない限り、レガートは治らない。そのまま、死んでいく……」

「その使命って、なんなのよ？」

　パルティータが眉を寄せて問うと、スラーは聖職者レガートの受けた使命のことを話した。するとパルティータは柳りゆう眉びを寄せた。

「……誰だれが何のためにそんなことを……？」

「へ？　サブナクさんがやったんじゃないんですか？　──ひぃっ！」

　レントは言ってから、短い悲鳴を上げて肩かたを弾はじかせた。サブナクがレントを鋭するどく睨にらんでいた。

「何で俺が瑠る璃りの一族を滅ほろぼすようなことしなきゃならねえんだよ。ンなことしたら──」

　サブナクはそこまで言って口を閉とざした。イトが胸中でその言葉を引き継つぐ。

（身体からだの封ふう印いんは解けないままだ……）

「その使命とやらを仕し掛かけたのは大方、俺と争ってた大国だろうよ。証しよう拠こに、レガートとかいうそのガキから魔ま力りよくは感じられねえ。もっと別の、恐おそらくは人間の作った呪じゆ術じゆつだろうな」

「あ、そうか……魔力があったら、法力を持てるはずがない……」

　イトは呟き、そしてスラーを振ふり返った。

「なぁ、スラー。取引って……魔力の代わりに、お前は何を差し出したんだ？」

　スラーは少し躊ちゆう躇ちよしたようだったが、口を開くと潔いさぎよい顔で言った。

「全すべてが終わったら、封印を解く……と」

「封印って……礼拝堂の？　封印なんか解いて、どうする気だったんだよ？」

「レガートの使命がなくなれば、もう魔力に用はない。サブナクを、差し違えてでも俺が倒たおす」

　スラーの瞳ひとみには、死をも覚かく悟ごした強い光があった。

「倒すだぁ……？」

　サブナクが怪訝な表情で呟く。彼の声は聞こえなかったのか、スラーは目を閉ざした。

「だが……すべて、奴やつの手の内だったのか……！」

　スラーは項垂れ、握にぎった拳こぶしで床を叩たたいた。そんなスラーに、サブナクの呆あきれた声がかかる。

「おーい。待て待て待て。自己完結してんじゃねえ。どういうことだ？　あそこに封印されてんのは、大だい悪あく魔まサブナクの身体じゃねえのか？」

「身体……？　あそこに封印しているのは、大悪魔サブナクという、強大な魔物だ」

　イトとサブナクは顔を見合わせた。サブナクの顔が歪み、舌打ちが聞こえた。

「この大悪魔様を勝手にランクダウンさせやがって。一体どういうこった？」

　険しい顔をするサブナクを見て、スラーが目を眇すがめた。

「さっきから、まるであなたが大悪魔サブナクのように話しているが……」

「いいのよ気にしなくて。頭がイカれてる奴なの。可哀想かわいそうだから話を合わせてあげてるのよ」

「ぶっ殺すぞエセ。人をイカレた奴扱あつかいするんじゃねえ！」

　にこりとスラーに微笑ほほえむパルティータに、サブナクが低い声を轟とどろかせる。

「……っ」

　突とつ然ぜん、イトの背筋にぞわりと悪お寒かんが這はった。凄すさまじい殺気がすぐ後ろから迫せまってくる。振り返ろうとしたが、遅おそかった。冷えた手がイトの首にきつく絡からみつく。

「イト！」

　濃こい殺気に、その場にいた者全員の視線が、イトと、そしてその首を絞しめるレガートに向いた。

　首を動かすこともままならない。イトは目だけで必死にレガートを見ようとしたが、背後にいる彼の顔色を窺うかがうことは出来ない。

「レガート……！」

「どうして邪じや魔ましたんだよ、イト……」

　今まで血を吐いて倒れていた彼のどこにそんな力があったのかと思う程ほどに、強い力で首を絞められ、息が止まる。腕の力とは裏腹に、レガートの声は弱々しく、泣いていた。

「スラーに殺して欲しかった……。俺を殺さなきゃ、俺はお前を殺してしまうのに……っ」

　レガートの片方の手が解かれた。しかし殺気はまだ強くイトに向けられている。

　血の臭においのする息がイトの耳元に掛かり、その声ははっきりと聞こえた。

『死ね、瑠璃の一族』

　闇やみの奥で蠢うごめくような暗い声。レガートの声ではなかった。憎ぞう悪おと殺意に塗まみれ、苦痛の中死んでいった者達の言葉が、耳から頭の中を侵おかし、イトの動きを止めた。

「イト！」

　誰かがイトに警告の声を上げたが、どうすることも出来ない。レガートの息が、首に掛かった。

「っあ……！」

　首に鋭い激痛が走り、イトは悲鳴にならない叫さけびを上げる。レガートの歯が肉を抉えぐり、傷から熱が流れ出す。その間も、レガートの片かた腕うではイトの首を絞め続けていた。激痛によってようやく動いた腕でもがくが、レガートの腕は鋼はがねのように硬かたくイトの身体を押さえつける。ゆっくりと、しかし確実に、レガートの歯がイトの首の肉に沈しずんでいく。

「レガート！」

　スラーの鋭い叫び声がした。直後、突然レガートの手が離はなれ、息苦しさが消えた。

「イト！」

　レガートから解放されたイトが倒れ込むと、レントが駆かけ寄ってその身体を支えた。痛みを訴うつたえる首を押さえると、脈みやく拍はくと共に血が流れていくのがわかった。

　激痛に苛さいなまれながらも、どうして助かったのかと目だけを彷徨さまよわせた。レガートがいた場所には、片足で立っているサブナクがいた。上げていたもう片方の足を下ろす。サブナクが睨む先にはレガートが力なく倒れていた。どうやらサブナクがレガートを蹴けり飛ばしたようだ。

　スラーが駆け寄って抱だき上げると、レガートの呻うめく声が聞こえてきた。

「勝手なことしてんじゃねえぞ……。俺もまだやったことねえってのによ！」

「今後、もっ！　絶対！　ない……っ！」

　イトは首から血が吹ふき出すのを感じながらもしっかりとサブナクに宣言しておく。これに対たい抗こうしてやられたらたまらない。

「あーはいはい。主張したい気持ちはわかるけど、ちょっと口閉じてじっとしてな」

　イトの傍かたわらに膝ひざを突ついたパルティータが、呆れ顔で首に手を当ててきた。温かい光と共に、傷口が塞ふさがっていく。パルティータには黙っていろと言われたが、レガートとスラーに歩み寄るサブナクがイトの刀を摑つかんだのを見て、イトは口を開いた。

「やめろ、サブナク！　殺すな……っ」

　サブナクは呆れ顔で刀を肩に担かつぎながらイトを振り返った。

「お前が殺やらねえからだろ。それとも大人しくエサになってやる気か？」

　レガートを守るように、スラーがサブナクの前に立ち塞がる。その手には拾い上げた彼の長ちよう剣けんがあった。

「させない。レガートだけは、殺させは──」

　キン、と、刃やいばのかち合う澄すんだ音がした。

　スラーが構えた長剣が宙を舞まい、離はなれた位置にカランと落ちた。スラーの首に、サブナクが刀の切っ先を向けた。スラーの首から紅あかい筋が伝う。

「俺もイトに死んでもらっちゃ困るんでな。まずはお前が死ぬか？」

「サブナク！　やめろ！」

　イトの叫びに重なって、講堂の外から何かが崩ほう壊かいする大きな音が聞こえた。すると数秒もしないうちに、講堂が轟ごう音おんと共に大きく揺ゆれる。音のした方向を見ると、壊こわれた壁かべの向こうに、巨きよ大だいな魔物がいた。講堂は三階席まであるが、その頭は二階席の高さにある。

　魔物は一見すると、二足歩行の黒い石の人形だった。太く伸のびた腕うでには鋭い爪つめが生え、一ひと振ふりで講堂の二階席を粉々に粉ふん砕さいしていた。その背中には不ふ揃ぞろいな、何対もの翼つばさが生えていた。

「な……何あれ？　あんな大きな魔物、いるの……？」

「俺も見たことないけど、ここにいるみたい、だな……っ」

　恐きよう怖ふよりも驚おどろきが勝まさっているらしい、苦笑いするレントにそう言いながら、イトは立ち上がろうとする。パルティータがその肩かたを押さえつけた。

「……まだダメよ。傷は塞いだけど、身体に負担はあるはずよ」

　強い眼まな差ざしで言われたが、構わずイトは立ち上がる。レガートから受けた傷は、パルティータが治してくれなければ致ち命めい傷しようであったはずだ。その傷を治したパルティータにも疲ひ労ろうがあるのか、彼女の額には汗あせが浮ういている。パルティータもまた消しよう耗もうしていることは明らかだった。しかしこの巨大な魔物を相手にするのに、休んではいられない。

「サブナク、さっさと刀返せ！」

　イトは魔物を見み据すえたままサブナクに手を差し出した。彼の舌打ちと共に、鞘さやに収まった刀がイトの手に戻もどる。鞘から抜ぬき、刀を構えた際に一いつ瞬しゆんだけ、血の気のない自分の顔が映った。血が足りないのか、立ち上がった今も視界がゆらゆらと揺れている。

　イトは一度目を閉じる。右目に意識を集中させ、熱を感じると瞼まぶたを開いた。サブナクの魔力を借りることで強化した身体からふらつきがなくなる。イトは青いままの左目と紅くなった右目で、迫り来る魔物を見据えた。

　背後からスラーの震ふるえた声が響ひびいた。

「何故なぜここに、奴が……!?」

「──もしかして、あれが？」

　イトが尋たずねると、スラーは魔物を見据えたまま頷うなずいた。

「黒い岩の肌はだに、幾いく対もの翼。そして紅い目──言い伝え通りの姿だ。あれが大悪魔サブナクだ。何故ここにいる!?　まだ封ふう印いんは解いていないはずだ！」

　動どう揺ようするスラーの叫び声を嘲あざ笑わらうように、魔物は両りよう翼よくを大きく羽ばたかせ大きく咆ほう吼こうした。耳を劈つんざく大音量に、イトは耳を塞ぐ。

「なるほどな。そういうことか」

　魔物の咆吼にも顔色一つ変えず、じっと魔物を見据えていたサブナクが、喉のどの奥で笑い出す。

「イト。嬉うれしいお知らせだ」

　イトが尋ねると、サブナクは片頰ほおを歪ゆがめる笑えみを浮かべて答えた。

「俺の身体からだ、あったぞ」

「え？　どこに──」

　サブナクの視線の先を、イトも見た。

「まさ、か……？」

「俺だってのも、あながち間ま違ちがいじゃねえな」

　イトは魔物をじっと見据えた。右目が自分の一部を求め、熱を孕はらんで訴える。

「俺の身体は……あの魔ま物ものの中だ」

　魔物は再び咆吼すると、イトとサブナクを紅い目で見つめ、耳みみ障ざわりな声を向けてきた。

『見つけたぞ、我が一部よ』




　イトは刀を構えながら、魔物の巨大な身体を見上げた。

「一応訊きくけど……お前は、サブナクの【身体】か？　それとも魔物か？」

『魔物に人語を解し、人を操あやつるような知能があると思うか？』

　魔物は喉を鳴らしながらそう言った。

「何でスラーを操って、あの石を校内に置いた？」

『あの石は、俺を封印した者にかけられた呪のろいを軽減する』

　魔物の言葉に、イトは血に塗れたレガートを一いち瞥べつした。

（やっぱり、レガートの言ってる使命って、呪いなのか……）

『しかし、それではならぬ。俺を封印した者には、弱ってもらい、封印を緩ゆるませてもらわねば。……目もく論ろ見み通り、俺はこうして復活することが出来た』

「お前は、自分で封印を壊して出て来たのか？」

　魔物の喉が鳴る。笑っている。

（違ちがう、のか……？　だったら一体、誰だれが？）

　スラーもレガートもここにいた。しかし封印が弱まっていたのなら、誰かが壊した可能性も考えれらる。

　イトの隣となりで、低い笑い声がした。

「何にしろ、そっちから出て来てくれたんなら好都合だ。後はその腹をかっ捌さばきゃいい」

『ふん。首だけの貴様に何が出来る』

「魔物の身体で粋いきがってる奴やつに言われたかねえな。俺の一部のくせに、趣しゆ味みが悪わりぃんだよ」

「──なぁ。まさかとは、思うけどさ……」

　イトは今訊くべきではないとは思ったが、どうしても気になるその疑問を、魔物──サブナクの【身体】に向かって口にしていた。

「魔物に食われたから、そうなったのか……？」

　イトの背後で、パルティータが吹き出し、笑う声が聞こえた。隣でサブナクがパルティータを射殺せんばかりの眼光で睨にらんでいたが、イトはじっと答えが返ってくるのを待っていた。

　魔物は大きな口をさらに大きく開け、咆吼のような怒ど声せいを上げた。

『わざと取り込ませたに決まっているだろう！』

「……だよな」

　イトは少しほっとした。サブナクもため息をついていた。

「それを聞いて俺も安心したぜ。一部とは言え、この俺がこんな魔物に食われるなんざ、許せるわけがねえ。──そんでお前はいつまで笑ってんだエセ！　食われてねえっつってんだろ！」

　背後を見ると、レガートに治ち癒ゆ法術を施ほどこしながらパルティータはまだ肩を震わせていた。

　イトは刀を構え直し、再び魔物を睨み据すえる。

「気になることも聞いたし、さっさと終わらせてやる」

『やってみるがいい！』

　魔物の姿を借りたサブナクの【身体】は、舞ぶ台たいに突とつ進しんしながら、巨大な腕を振ふり上げた。イトはそれを避よけたが、その衝しよう撃げきは舞台にまで及およんでいた。イトは叫さけんだ。

「危ない！　避けろ！」

　レガートをパルティータが、スラーをレントが支えながら舞台を下りる。一瞬後には、舞台は粉々に破は壊かいされていた。

　イトはサブナクの力を借りて大きく跳ちよう躍やくし、魔物の首を斬きりつけようとした。が、その直前、魔物は鋭するどく伸びた爪を薙ないできた。刀で爪を防いだが、そのあまりの力に床ゆかに叩たたき落とされる。受け身は取ったつもりだったが、先ほどレガートに嚙かみ付かれた傷のせいか、すぐに立ち上がることが出来なかった。

　目を閉じた一瞬後、倒たおれたイトの頭上には、すでに二撃目が迫せまっていた。

（しまった……！）

　鋭い爪つめに、イトの身体は刺さし貫つらぬかれる──そう思ったが、魔物の爪はイトには届かなかった。

　白い光がイトの頭上で弾はじけた。あまりの光量にイトも目を瞑つぶった。瞼を閉じていても明るい純白の光の中、魔物は一ひと際きわ大きな叫び声を上げていた。

　イトが目を開くと、魔物は顔の半分が焼け爛ただれ、煙けむりが上がっていた。イトはすかさず跳躍し、目に刀を突つき立てる。苦痛の叫びを上げて暴れる魔物から飛び降り、この隙すきに鋭い爪のある両りよう腕うでを切り落とした。黒い体液をまき散らせながら、魔物はさらに大きな叫びを上げる。

　イトが振り返ると、パルティータに支えらえてレガートがこちらに身体を向けていた。

「今の法術……」

「レガートよ。私は治癒で精せい一いつ杯ぱいだもの。これ以上働きたくないわ」

　パルティータが答えると、わずかに目を開けて、レガートがイトを見つめた。

「使命は？　俺が憎にくくないのか？」

「俺は──」

　レガートは苦しげに息をつきながらも、その目に誇ほこりを宿して笑った。

「聖職者レガートの末まつ裔えい、だからな……。みんなを、守らなきゃいけないから……」

　その『みんな』に、今もイトは入っているのか。

「イト！」

　サブナクの鋭い叫び声がして、イトは慌あわてて魔物を振り返ったが、襲おそってきたのは爆ばく風ふうだった。翼を羽ばたかせ、魔物は宙へと舞まっていた。

「空って……卑ひ怯きようだろ！」

　講堂の屋根を突き破り、夜空へ舞い上がった。落下してくる瓦が礫れきを避けると、イトとサブナクは出口へと走った。その際イトは、スラーを庇かばいながら瓦礫の当たらない位置に避ひ難なんしていたレントを振り返り、叫んだ。

「レント、来てくれ！」

　スラーの身体を支えていたレントは目を丸くしてイトを見つめていたが、イトは彼の答えを待たずに走り出した。──彼が来てくれることを信じて。

　講堂を出て魔物を探す。全身が黒いために夜空と闇やみに紛まぎれていたが、気配と紅あかい目を頼たよりに探すと、校舎の方に向かっていた。両腕をなくしたダメージが大きいのか、飛び方が不安定だった。見失わないよう見上げながらその姿を追う。

「イト！」

　追いついてきたレントを一瞥してから、魔物の姿を見つめたまま、イトはレントに言った。

「あいつの身体、狙ねらえるか？　出来れば、もう片方の目」

　黒い身体は闇に溶とけ、こうして追っている今も見失いそうになる。そしてその目はいくら巨きよ体たいと言えど、空に舞えば豆まめ粒つぶよりも小さくなる。無む茶ちやを言っていることはわかっていたが、飛ばれてしまうとイトの刀は届かない。レントの弓の腕うでを頼るしかなかった。

「わかった」

　レントは頷うなずいて弓を構えた。その際、彼は少し苦しげに顔を歪ゆがめた。

　レントの矢は続けざまに二本、魔物に向かったが、背に当たっただけで刺さらず、虚むなしく落ちていく。しかし三本目が当たった時、魔物の目がこちらを向いた。これが狙いだったようだ。レントはすでに弦げんを弾はじいていた矢を放った。

　レントの放った矢は吸い込まれるように魔物の目に突き刺さる。魔物は軋きしむような悲鳴を上げ、地面へと落ちていった。

　イトが走り出そうとする隣で、レントが崩くずれるように地に膝ひざを突いた。見下ろすと、彼の背中は服が破れ、血が滲にじんでいた。講堂で瓦礫からスラーを庇った際に出来たものだろう。

「お前、怪け我がしてたのかよ！　何で言わないんだ！」

「言ったら、休ませてくれる？」

　言葉を詰つまらせるイトに、レントは痛みを堪こらえながらも笑えみを浮うかべた。

「僕はまだまだヘタレントだけど、イトと対等になりたいんだ。頼ってくれて、嬉うれしかった」

「寒い青春ごっこは後にしろ！　イト、さっさと来い！」

　先を行っていたサブナクに怒ど鳴なられ、イトは再び魔物を追って駆かけだした。その際一度だけ振り返り、レントに笑いかけた。

「ありがとな」

　イトの言葉を受けて、レントは嬉しそうにニカリと笑った。







　魔ま物ものが落ちた場所は、皮肉にも彼が長年封ふう印いんされていた礼拝堂の前だった。その目にはレントが放った矢が深々と刺さっている。

「サブナクの身体からだ、返してもらうぞ」

　イトは静かにそう言って刀を逆手に持つと、魔物の首に刀を突き立てた。黒い体液と共に、魔物の口から弱々しく短い叫び声が迸ほとばしり、動かなくなった。

　イトは刀を魔物の首から引き抜ぬき、刀に付着した体液を払はらい落としてから、右目に意識を集中させて魔物の身体を見下ろす。身体は腹の中にあるだろうと思っていたが、どうやらもう少し上、胸の辺りにあるようだった。

　胸を見み据すえて刃やいばを触ふれさせた──その瞬しゆん間かん、

「……っ！」

　魔物が起き上がり、開いた口をイトに向けてきた。既すでに息絶えているものだと思っていたために油断した。避けようにも間に合わない。鋭い牙きばがイトの身体に突き刺さる。

　しかしすんでのところで、魔物の牙は軌き道どうを変えた。否いな、変えざるを得なくなった。──サブナクがその頭を蹴けりつけたために。

「俺の身体のくせに、往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ」

　サブナクは魔物の傍かたわらに立ち、冷れい酷こくな目で見下ろした。

　蹴られたことによっておかしな方向に曲がった魔物の首を、サブナクの靴くつ底ぞこが強い力で踏ふみつける。魔物の最さい期ごの悲鳴は、骨が砕くだける音と共に終しゆう焉えんを迎むかえた。黒い体液が辺りに飛び散った。それでもまだ生命活動は続いているらしく、魔物の身体は一度だけびくんと跳はねた。

「さっさとやれ、イト」

　頭を踏みつけたままサブナクが言うと、イトは頷いて刀を閃ひらめかせた。裂さかれた胸部から黒い体液がどろりと零こぼれる。サブナクは屈かがみ込み、イトの刀が切り裂いた胸に手を突っ込んだ。

　サブナクの手が魔物の胸からずるりと引き抜かれる。黒く濡ぬれた手には、ちょうど彼が腕を伸のばしたぐらいの、細長い箱があった。

「イト」

　サブナクがイトに箱を差し出す。まだ温かさの残る魔物の体液に顔を顰しかめながら、イトは箱を受け取った。黒い体液を袖そでで拭ぬぐうと、イトの目と同じ、深い青色の石がはめこまれていた。

　背後にサブナクの気配を感じながら、イトはゆっくりとその蓋ふたを開いた。

　箱の中には、紅い布の上に男の左ひだり腕うで──肩かたから掌てのひらまでが横たわっていた。

「ビンゴ、だな」

　サブナクが片頰ほおを歪めて笑うとイトも彼を見上げて笑みを浮かべ、頷いた。

「ブラーヴォー！」

　場ば違ちがいな明るい声がして、イトとサブナクは同時にそちらへ顔を向けた。

　礼拝堂の前に、夜の闇より黒い影かげがあった。

　黒い影──ネウマは一人で口笛を鳴らして拍はく手しゆをし、どこから出したのかパフパフとうるさいラッパを鳴らした。

「あんた、いつからそこに……」

「私の方が先客だよ。ここでぼーっとしていたら、君たちが来たのさ。──で、それは何だい？」

　ネウマがイトの人形で指さしたのは、サブナクの身体の入った箱だった。慌てて箱を後ろに隠かくすイトに、ネウマはくすりと笑った。

「やだな、横取りなんて野や蛮ばんな真似まねはしないよ。ちょっとした興味じゃないか」

　サブナクが目を眇すがめてネウマを見つめる。

「……本当に偶ぐう然ぜんか？」

「どうして君はいつも私を信じてくれないのかなぁ」

「胡う散さん臭くせぇんだよ。存在自体がな」

「酷ひどいなぁ。少しは力になれるかと思って声を掛かけたのに。──その腕、一本じゃ足りないだろう？」

　ネウマの言葉を聞いて、サブナクが彼を睨にらみつけた。肌はだがひりつくほどのサブナクの殺気に気付いていないわけはないだろう。しかしネウマは飄ひよう々ひようと続けた。

「私は葬そう儀ぎ屋。私なら身体の一部や二部や三部、見つけられるかもしれないよ？」

　ネウマの目がサングラスの向こうからサブナクを見つめる。

「どうだい、サブナク。私なら君の望む仮の身体をすぐに用意出来る。良いパートナーになれるんじゃないかな？」

「何、を……っ」

　呆ぼう然ぜんとするイトに、ネウマは笑みを向け、サングラスを少しずらした。

「君は死体を扱あつかうことが嫌いやなんだろう？　人のものではない力も、本心では恐おそろしいと感じているんじゃないかい？」

　ネウマの瞳ひとみ──どこまでも黒く、ガラス玉めいた虚うつろな瞳に、イトの首筋に寒気が走る。

「──私が君の役目を引き受けようと言っているんだよ、イト」

　笑ってはいるが冗じよう談だんではなさそうなネウマの様子に、イトは何も言えずに摑つかんだ箱に力を込めた。

　ネウマはくすりと笑うとサングラスを元の位置に戻もどし、再び瞳を隠した。

「ぼうやのその小さな肩には、あまりにも荷が重すぎる役目じゃないか。……いつか潰つぶされてしまうよ？」

　ネウマはイトに似た人形を掲かかげて見せ、人形を摑む手に力を込めた。人形がわずかに軋み、その姿が醜みにくく歪む。

「こんな風に、ね？」

　プツン、と音がした。

　人形の首と身体を繫つなぐ糸が切れ、首元から鮮せん血けつが吹ふき出す──そんな光景がイトの脳のう裏りを掠かすめたが、無論そんなはずはなく、人形の首からは白い綿が無残にはみ出ているだけだった。

　ネウマは今気付いたかのように綿の出た人形を見つめ、その頭を優やさしく撫なでた。

「おっと、可哀想かわいそうなことをしてしまった。──とにかく、こうして潰されてしまう前に、君は陽ひの光の下へ帰りたまえ。明るい居場所が、君にはもうあるだろう？」

　居場所──諭さとすように優しげに言うネウマの言葉を聞いてイトの頭に浮かんだのは、レントやアインザッツ、パルティータのいるアスセナ教会だった。彼らのいるあの場所が、自分の居場所だと思っているのだろうか。……そう思っても、良いのだろうか。

「未来ある少年を魔まの道に引きずり込むのは心が痛まないかい、サブナク？」

　ネウマの言葉がサブナクに向かい、イトはハッとして顔を上げた。

「ぼうやは光の下で生きるべきだ。死し臭しゆうの漂ただよう暗くら闇やみの中、死体と並ぶべきではないと、君も本心では思っているんじゃないのかい？」

　イトはサブナクを見上げた。その横顔からは、何を考えているのかは窺うかがえない。ネウマに、彼はどう答えるのか。

　──もし、サブナクがネウマの提案を吞のんだら？

　拳こぶしを握にぎるイトの手に力がこもる。サブナクに向かって何かを叫さけびたい。しかし何を叫べばいいのか、何故なぜ叫びたいのか、その理由もわからず、イトはただ焦あせっていた。言葉は何一つ浮うかんでこない。

「俺は──」

　サブナクの低い声がして、右の拳にわずかな痛みが走る。それと同時にサブナクの声が途と切ぎれた。

「いきなり何しやがるクソガキ！」

　隣となりからサブナクが怒ど鳴なってきてようやく、イトは彼の頰を殴なぐりつけたのだと気付いた。

「……っこれは俺が決めたことだ！」

　イトはサブナクを無視してネウマを睨み、声を上げていた。サブナクが驚おどろいたような目でイトを見下ろしてきたが、イトは続けた。

「サブナクの封印を解いたことも、契けい約やくしたことも、今こいつとここにいることも、全部俺が決めたことだ！　俺とこいつの生き方を、お前が勝手に決めるな！」

　居場所と聞いて脳裏に浮かんだ者達に、偽いつわりはない。イトの前に、レント達は確かにいる。──だが、サブナクは違ちがう。

「こいつは……っ」

　サブナクはどんな時でも、今の立ち位置と同じく隣に──傍そばにいた。視界に入らなくても、彼は必ずそこにいる。それは十年前からずっと変わらない事実だ。

　イトの居場所は、イトとサブナクがいるこの場にある。どこへ行ってもそれは変わらない。

　イトは箱をサブナクに押しつけ、刀を抜ぬいてネウマの喉のど元もとに突つきつけた。

「こいつの身体からだは俺が見つける。それが俺の命を賭かけた役目だ。誰だれにも譲ゆずる気はない！」

　ネウマは微び動どうだにせず、ただ困ったような笑え顔がおで、降参とばかりに人形の両手を上げた。

　イトの隣で、低く笑う声がした。

「そういうこった。俺にはすでに優ゆう秀しゆうな契約者がいるんでな」

　サブナクは笑いを収め、ネウマを見み据すえた。

「──失うせろ」

　轟とどろくような低い声にも、ネウマはわざとらしく残念そうな顔をしてみせた。

「それは残念だ。しかし私は諦あきらめが悪くってねえ……」

　イトが強く睨むと、ネウマは微笑ほほえましそうにくすりと笑って肩を竦すくめた。

「またのご利用をお待ちしているよ、ぼうや」

　そう言って彼は恭うやうやしく一礼し、背を向けて歩き出した。肩かた越ごしに、首から綿を出した人形が手を振ふっていた。

　最初に彼の漆しつ黒こくの髪かみが闇やみに溶とけ、やがてその後ろ姿も消えていった。
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　創立祭の夜、魔ま物ものの襲しゆう撃げきによる講堂その他建物の破損により、創立祭から一週間、聖カルファーノ学園は臨時休校になっていた。

　創立祭当日の後夜祭は中止になってしまったが、クラス対たい抗こうの投票の結果は後日発表された。

　優勝はたった一票の差でレガート達のクラスだった。

　しかしそこに待ったをかけたのは、レガートだった。彼は生徒会に自分はまだ票を入れていないと殴り込んだ。レガートとスラーは未投票だった自分達の票をイトのクラスに入れろと言って、二つの票を提出した。

　レガートの剣けん幕まくに押されてか、生徒会は二つの票を特別に受理した。

　かくして聖カルファーノ学園二百年目の創立祭は、大だい悪あく魔まをテーマにした演目が一番の票を集めるという、予想外の展開で幕を閉じた。

「この学校的にいいのか？　この結果は……」

　結果を聞いたイトも嬉うれしくないわけではなかったが、思わずそう呟つぶやいていた。







　臨時休校中のその日、イトとレントはフーガに呼び出され、職員寮りようの一室を訪ねていた。そこにはアインザッツとプロケル、パルティータの姿があった。プロケルは相変わらずアインザッツの膝ひざで眠ねむっていた。

「今回の任務の件、大方予想はしてると思うが……」

　フーガはそう言って、イトとレントを交こう互ごに見た。

「お前ら二人には、あの石の調査……つまり同じ任務をさせていた」

　やっぱり。イトがそう思う隣では、レントが間の抜けた声を上げた。

「え……？　えええええ!?　だ、だって、あの石、危険だから絶対に誰にも触さわらせるなって、先生言ったじゃないですか！　特にイトには危険とか言ってませんでした!?」

「あんなもん噓うそに決まっているだろう。悪魔の力を使ってる奴やつがそんな柔やわなわけないだろうが」

　目と口を開けたまま固まるレントを横目に、イトはフーガに尋たずねた。

「何故協力させなかったんです？」

「一つは、イト、お前の実力を見るためだ。法術がない状態で、一体どこまでお前が任務を遂とげられるか、この目で見てみたくてな。毒を以もつて毒を制すってやつだ」

「そして、あなたが仲間を信しん頼らいできるかどうかを見させて頂きました」

　目を瞠みはるイトに、アインザッツは優しい微笑みで続けた。

「信用していなかったわけではありませんよ？　ですが、あなたは誰かを頼たよることを良しとはしないところがあります。しかしそれでは、これからの任務で誰かと協力する際に、それが障害となります。誰かを信用して頼ることが出来る方なら、相手もまた同じように頼ってくれます。ですから──」

　アインザッツの言葉を引き継つぎ、パルティータがニッと笑いながら口を開く。

「今回はわざと、あんたとレントを仲なか違たがいさせるような任務内容にしたのよ」

　イトにレントを疑わせ、レントにはイトを突き放すような行動を取らせる。一時でもその思おも惑わくに乗ってしまった自分が腹立たしく、イトはむすっと黙だまり込んだ。

「ですが、今回のことで予想以上に二人の絆きずなが深まったようで、私達も嬉しいですよ」

　アインザッツがそう言うと、レントは照れたのか顔を紅あかくしたが、イトは首を傾かしげた。

「深まった……か？」

「ええ!?　何でまだ疑いの目してるのイト!?　泣くよ!?」

　じーっとレントを見つめるが、自分と彼の仲がそう変わったようには思えない。それでも、こうしてまたレントと話せるのは、悪い気分ではない。

　そこでふと、イトはあることに気付いてアインザッツを見つめた。何故イトが、レントの言葉を信じる気になったのか──それはアインザッツの授業中の言葉がきっかけだった。

　彼は、相手が本当に言いたい言葉に気付いてあげられることが大切だと言った。

「アインザッツ司教。もしかして、あの特別授業って……」

　イトがそう言うと、アインザッツが何か言う前にパルティータが声を上げた。

「あー！　あんたあの授業、こいつらのためだったのね!?　迂う闊かつだったわ……っ」

「アインザッツ神父……お優やさしいのは構いませんが、こいつらにそこまで甘くする必要はないのでは？」

　フーガがそう言うと、アインザッツはいつもの優しい微笑みを浮かべて言った。

「私は神父の心構えの一つをお話ししただけですよ。それに、人の言葉を心に留め、それを活いかすことも大切なことです。ね？」

「ね？　じゃないわよ！　ったく、あの授業に協力してあげた私まで甘いみたいじゃない！」

「お前は邪じや魔ましていただけだろうが！」

　腕うでを組んでそっぽを向くパルティータに、フーガがすかさず怒鳴りつけた。

　フーガは一つため息をつくと、レントに向き直った。

「それからな、レント。お前の実力だが……イトには勘かん付づかれてはいたが、まぁ、調査はやり遂げようとしていたし、及きゆう第だい点だ」

　突とつ然ぜんのフーガの言葉に、レントはきょとんとして自分の顔を指さした。

「？　何ですか、及第点って？　何の及第点ですか？」

「この創立祭は、裏でフロムヘヴンの試験の一つを兼かねている。だから容易に中止出来なかったんだ。そしてレント、お前の場合、任務と併あわせた入門試験だったんだよ」

「へ……？」

　フーガは一枚の書類を呆ぼう然ぜんとするレントに手て渡わたした。イトも見たことがあるそれには、レントの名前が書いてあった。そしてその下に、アインザッツ、フーガ、パルティータのサイン。下部には教皇庁の正式な書類であることを示す判が押してあった。

「アインザッツ神父、パルティータ、そして俺が判断した。お前はフロムヘヴンとして合格だ。これからは正式にフロムヘヴンの一員として任務に当たるように。ま、お前に拒きよ否ひ権なんぞないがな」

　フーガが渡わたしたのは、対魔物専門のエクソシスト部隊【フロムヘヴン】の認にん定てい書しよだった。

「へえ。良かったな。──レント？」

　イトは目と口を丸くして固まっているレントに呼びかけたが、反応がない。肘ひじで腕を突くと、レントは夢から覚めたような顔をしてから、大声を上げた。

「え……えええええ!?　ぼ、僕別に、フロムヘヴンになりたいわけじゃないんですけど！　いや、今はイトに追いつきたいし、なりたくないって言ったら噓になりますけど、でもまだ早いっていうか、心の準備がですね……っ」

　今度はフーガとイトが目を丸くする番だった。フーガが怪け訝げんそうに目を細める。

「何を言っている？　お前が申しん請せいしたんだろう？　だから俺達は試験をしたんだぞ」

「いやいやいやいや！　僕、申請なんてしてませんよ!?　そんな手続きがあることすら、今知ったばかりなんですけど！」

「どういうこ──」

　フーガは言葉を止め、ぐるりと勢いよくパルティータを振り返った。

「パル！　お前の仕し業わざか！」

「えー？　何言ってんのか、パルわっかんなぁ～い」

　パルティータはレントとフーガを上うわ目め遣づかいで見つめて首を傾げ、少女のような声を上げた。しらばっくれる気がまったくないしらばっくれ方をする彼女に、レントが詰つめ寄る。

「姐ねえさん！　何でこんなこと……！」

　レントがそう言うと、疲つかれたとばかりに上目遣いをあっさりやめ、パルティータはレントを強い目で見つめた。しかしその表情は、柔らかく笑えんでいる。

「だってあんた、その弓の腕を燻くすぶらせてんのははっきり言ってもったいないわよ？　その力は人々のために使うべきだわ」

「ね、姐さん……！　僕のこと、そんな風に……」

　普ふ段だんはヘタレントなどと呼んでいるが、パルティータはレントのことをそれなりに高く評価していたのだ。アスセナでの特訓も、この試験のためだったのだろう。

　レントの顔が嬉しさからか紅潮するのを見て、イトもひっそりと笑った。
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　パルティータは優しい笑みで頷うなずき、レントの肩かたをぽんと叩たたいて言った。

「そうよ、レント。頑がん張ばんな。そして私は楽をしたいの」

「はい、がんば──」

　女め神がみのような美しい笑顔と美しい声に惑まどわされ、レントは最初、言葉の意味を理解出来なかったのだろう。頷きかけて笑顔のまま固まった。顔色が赤から蒼に変わると、ようやく笑みを消して叫さけんだ。

「仕事押しつける気満々じゃないですかー！　絶対にそっちが本音ですよね!?」

「だったら何よ？　教会のものは全部私のものなのよ。覚えときな」

「ええー!?　超ちよう横暴！　いや知ってましたけど！」

　パルティータとレントのやりとりを呆あきれ顔で見ていたフーガは、ため息をついた。

「通ってしまったものは仕方がない。諦あきらめてフロムヘヴンとして働け。ちょうど人手不足だ」

「嵌はめられたー！　僕の純じゆん粋すいな心が弄もてあそばれた！　大人って汚きたない！」

　悲痛な叫びを上げるレントを無視し、フーガの目がイトを見つめてきた。

「それから、イト。お前も中級エクソシストに昇しよう級きゆうだ」

「えっ？　中、級……？　昇級なんて……ありましたっけ？」

　イトが驚おどろいてそう聞くとフーガは仕方なく、という様子で答える。

「表には出ていないがな。エクソシスト部隊の階級は、下級から始まって中級、上級と上がっていく。お前の実力が認められたということだ。喜べ」

「はぁ。ありがとうございます……って、返事してもいいんですよね、今度は？」

　曖あい昧まいにそう言ったイトに、フーガは悪戯いたずらっぽく笑って言葉を続けた。

「無論、より危険な任務についてもらう。そのせいか昇級したがらない奴の方が多くてな」

「もしかしてそれで、抜ぬき打ちで試験を？」

「逃にげ道は塞ふさいでおこうと思ってな。今さら足あ搔がいても無む駄だだぞ」

　逃げという言葉に、イトはムッとした。

「俺は逃げたりしない」

　フーガを強く見み据すえ、イトは即そく座ざに答えた。

　サブナクの身体からだを取り戻もどすためには、魔ま物ものの情報は重要な手て掛がかりになる。ならば任務は危険な方が、情報も多く集まるはずだ。

　フーガは一度つまらなそうな顔をした。

「ふん。生意気だが……いい返事だ」

　後の言葉を口にした際、彼の口元は堪こらえきれなくなったように柔やわらかく微笑ほほえんでいた。

　フーガの笑みに驚きながらも、イトは真しん剣けんな表情で彼を見上げた。これだけは聞いておかなくてはならない。

「昇級ってことは給料は上がるんですよね？」

「この俺が褒ほめてやったことより金かこのガキ！　これだから男は嫌きらいなんだ！」

　ネウマからサブナクの仮の身体を買い取ったことで、イトの懐ふところは非常に寂さびしいことになっている。フーガが怒おこるのも気にせず、イトは真剣に彼の答えを待った。







　部屋を出ると、廊ろう下かを歩きながらイトは拳こぶしを握にぎりしめた。

「ホント、大人って汚いよな……！」

「イトはお金に汚──」

「何か言ったか？」

「何でもありません！」

　怒いかりを足に込めてつかつかと進むイトがぎろりと睨にらむと、レントは慌あわてて首を振ふった。

　あの後イトはフーガに給料のことを問い質ただしたが、基本給は大して上がらないらしい。イトもレントと同じように項うな垂だれた。

　レントが不意に足を止めて、イトの手を摑つかんできた。振り返ると、そこには真剣にイトを見つめるレントの顔があった。

　足を止め、イトもレントに身体を向けた。

「あのさ、イト」

　真しん摯しな瞳ひとみに、レントは少しだけ悲しげな色を見せる。

「イトは今まで、サブナクさん以外、誰だれにも頼たよらずに生きてきたんだよね」

　レントの言葉を肯こう定ていも否定もせず、イトは黙だまってレントの言葉を聞いていた。

「なんとなくだけど、僕はそれがわかってた。僕も孤こ児じだったから、わからなくもなかったし」

「孤児、だったのか……？」

「うん。生まれてしばらくは親と暮らしてた気がするんだけど、いつの間にかひとりぼっちになってて、教会に拾われたんだ」

　レントの突とつ然ぜんの告白に、イトはいささか驚いていた。レントの明るい笑顔から、勝手に両親や兄弟と共に生きてきたのだと漠ばく然ぜんと思っていた。レントにはレントの、胸の奥底に沈しずめた暗い思いがあるのだろう。それを知っていてなお、この少年は明るく笑う。

「ひとりで生きる覚かく悟ごも、そこから誰かを信用する怖こわさも、僕は知ってる。なのに、僕はイトを裏切るような真似まねをした。任務を放ほうり出してでも謝りたかった。でもそうすれば、誰かが被ひ害がいに遭あうかもしれない。すごく迷って、創立祭が終わった後、もう任務なんだって言ってしまおうと思ったんだ。そしたら、イトの方から僕を信用してくれるって言ってくれた」

　俯うつむいていたレントの顔が、イトを真っ直すぐ見つめた。

「信しん頼らいしてなかったのは、僕の方だったのかもしれない。ごめん」

「……あの時、全部言わなくて良かったな」

　イトは歩き出しながら、戸と惑まどうレントに答えた。

「俺なんかのために任務を遂すい行こう出来ない奴やつなんて、俺の友達にはいらない」

　突つき放した言い方になった。しかし撤てつ回かいするのもおかしくて、イトがちらりとレントを窺うかがうと、彼にはしっかり伝わっていたのか、その顔は嬉うれしそうに笑っていた。

「ひっどいなぁ、もう。イトはその口の悪さを直さなきゃ、僕の他ほかに友達出来ないよ？」

「うるさい。今さら直るかよ。それに、友達なんてお前みたいなのがひとりいれば十分だ」

　イトが何気なくそう言った後、レントの足がぴたりと止まった。レントが隣となりにいないことに気付き、イトが後ろを振り返った瞬しゆん間かん、目に涙なみだを溜ためたレントが抱だきついてきた。

「イトおおおおおおお！」

「うわっ！　何だよ急に！　うっとうしいな、離はなれ──何泣いてんだよお前!?」

「だって、だってイトが……っ！　僕がいればって言ってくれたからぁぁぁ……！」

「お前みたいなのがこれ以上増えたらうるさくてしょうがないだろ」

「え、あれ!?　そういう意味!?」

　イトが頷くと、レントはまた泣きそうな顔になった。







　　エピローグ　別れの時




　創立祭が終わり、また魔物の出現率も減少したことが確かく認にんされたため、イト達はアスセナ教会へと帰ることになった。

　学園を去るその日、イトはレガートとスラーに温室に呼び出されていた。イトも二人に言いたいことがある。帰る前に、必ずそれを伝えておきたかった。

　温室に着くと、椅い子すに座ったレガートと、そしてスラーが待っていた。

「二人とも、もう平気なのか」

　スラーはともかく、レガートはあれだけの血を吐はいていた。それに、瑠る璃りの一族を憎にくみ、殺そうとする【使命】も発動していた。

　レガートは敵意のない目で頷うなずいた。

「まだ身体は少しおかしいけど、もうお前を見ても何ともねえよ」

　レガートはそう言ってイトを見上げ、そしてすぐに逸そらした。その視線の先は、イトの顔ではなく、首筋に向かっていた。

　恐おそらくあの時イトの血を浴びたのが、レガートが受けている呪のろいの『瑠璃の一族を恨うらむ』という部分を失わせたようだと、レガートは言った。

「……ただ、俺はお前を──」

「お前達が死ななくて良かった」

　何か言おうとしたレガートの言葉を遮さえぎり、イトは明めい瞭りような声でそう言った。目を瞠みはるレガートとスラーにイトは当然のように言う。

「お前達は聖戦士で、人々の希望なんだろ？　そんな奴らをあそこで死なせたら、教会に何言われるかわからないだろ」

「けど、聖戦士の伝説は違ちがったんだろ？　大だい悪あく魔まサブナクは、イトと一いつ緒しよにいたあの人で……」

「やっぱりバカなんだな、お前」

「なっ……！　何だと!?」

　声を上げるレガートに、イトは言った。

「そんなことどうだっていいだろ。お前達だって見ただろ、創立祭で、お前達を慕したう人達の姿。あの人達にとっては聖戦士の伝説が真実で、それを支えに生きてるんじゃないのかよ？」

　そう言ったのはスラーだが、二人の演じている姿を見て、イトもそう感じていた。

「お前達は、あの期待を裏切る気か？　お前達の言う誇ほこりって、そんなもんだったのかよ？」

　イトがわざと挑ちよう発はつすると、レガートが立ち上がってイトを睨んだ。

「馬ば鹿かにすんじゃねえ！　俺達はずっとその誇りを守って来たんだ！」

「じゃあ、今さらぐだぐだ言うなよ」

　イトが言うと、レガートは肩かたを怒らせ、初めて会った日と同じようにイトを指さしてきた。

「っもういい！　せめてお前には、間ま違ちがった伝説のことを謝ろうと思ったけど、やめた！　これからも聖戦士達は大悪魔を倒たおした英えい雄ゆうだって言い続けてやる！」

「そうしろって言ってるだろ」

　一人で熱くなるレガートにイトはそう言って苦く笑しようした。

　レガートは真っ直ぐにイトを見み据すえると、大声で言った。

「おい、いいかイト！　俺は使命から解放された。もう俺に恐れるもんなんかねえ。俺もすぐにフロムヘヴンになってやる！　その時こそ俺の真の凄すごさをわからせてやるから、覚悟しとけよ！」

「ああそうかよ……」

　どこまでも上から目線のレガートにイトがそう返すと、不満だったのか彼は声を荒あらげた。

「適当に返事すんな！　絶対後こう悔かいさせてやるからな！」

　拳を握って勢い込むレガートの隣で、スラーが静かに口を開いた。

「レガートを使命から解放してくれたことは、感謝してもしきれない。早くフロムヘヴンになって、せめてお前の助けになりたいと思っている。そのぐらい、俺はお前に恩を感じてる。フロムヘヴンになった暁あかつきには、必ずお前を助けに行くよ」

　スラーの言葉を、レガートは最初の内は頷きながら聞いていたが、後半になるにつれ、その顔を真っ赤にして震ふるえ出した。スラーが全すべて言い終わると、レガートは彼の胸むなぐらを摑んで怒ど鳴なった。

「俺の言葉を通訳すんなああああああっ！」

「いやー、何のことだか。俺は俺の意見を言っただけだぞ？」

「噓うそつけえっ！　おいこら！　俺の目を見てもっかい言ってみろスラー！」

　しらばっくれるスラーを、レガートはがくがくと揺ゆらしたが、スラーは顔色一つ変えない。そんな二人を見て、不意にイトは、以前レガートと温室で話していたことを思い出した。

（言いたいこと言い合える仲になってるな、こいつら）

　レガートの求めていた友の姿は、きっと今のスラーなのだろう。

（レガートが一方的に遊ばれてるような気がしなくもないけど……）

　あまり表情の変わらないスラーが真しん剣けんなのかからかっているのかは定さだかではないが、誰だれが見ても今の二人を仲が悪いとは言わないだろう。

　レガートがスラーを離したところで、イトは二人に言いたかったことを思い出した。

「そういえば、俺達のクラスが優勝したのって、お前達が後から投票してくれたからなんだってな」

「なっ……！　お前、それ誰に聞いた!?」

「誰って……学校中の噂うわさだろ。知らないのか？」

　イトがそう言うと、レガートは拳こぶしを握にぎって怒いかりを込めた声で呟つぶやく。

「生徒会の奴ら……！　絶対言うなって言ったのに！」

「いや、広めたのは俺だ」

　そう言ってスラーが手を上げる。レガートは目を限界まで見開いて彼を見つめた。

「はあ!?　何でだよ!?」

「お前がイトの演武に感動して、あいつらが優勝じゃなきゃおかしい！　ってあんまりにも必死だったものだから、つい」

　さらりと言ったスラーの言葉に、レガートはボッと顔を赤くした。

「な、何でよりによって本人の前で全部バラすんだよ馬ば鹿か野や郎ろう！」

「お前が良い奴やつだってこと、イトにも知ってもらっとこうと思って」

「何だよそれ！　お前は俺の母親か！」

　レガートに再び胸ぐらを摑つかまれても、スラーはしれっとしている。わかりやすいレガートの表情に、イトは堪こらえきれずに笑えみを零こぼし、二人を見た。

「いい思い出が出来た。ありがとな」

　イトがそう言うと、レガートは首筋や耳まで真っ赤にして、爆ばく発はつするように叫さけんだ。

「う、うるせえっ!!　死ぬほど牛乳飲めチビ!!」

「誰がチビだリンゴ爆ばく弾だん！」

「その名前で呼ぶなーっ！　もうお前なんか知るか！　牛乳で溺おぼれろバーカ！」

　レガートは叫んで、真っ赤な顔のまま温室から走り去った。

　残されたイトとスラーは、レガートが出て行った出口を見つめて少しの間だけ黙だまっていた。やがてスラーが口を開く。

「……謝って許されることではないと、わかっている」

「でも、間違ったことをしたとも思ってないんだろ？」

　イトが即そく座ざにそう言うと、スラーは静かに笑った。

「悪いな」

「いいよ。俺も、その気持ちはわかる。でももうレガートに噓はつくなよ。あいつはお前の友達なんだろ？」

「ああ、そうだな。俺の中では、レガートが第一だ。だから嫌きらわれるのが怖こわくて、あいつに従っていた。大事だから……嫌われても、死んで欲しくなかったんだ」

「……あいつがお前を嫌うようには、とても見えないけど」

　イトがそう言うと、スラーは少しだけ目を瞠った後、静かに微笑ほほえんだ。

「そういえばレガートの奴、今日俺達が帰るって知ってるのか？」

「知らないだろうな。言ってないし。お前が帰ると知ったら、きっとあいつは三日三晩は泣くからな。知らなきゃ怒おこるだけだし、泣くのと怒るのなら、爆発した方がいいかと思ってな」

「過保護っていうか、なんていうか……」

「過保護もあるが──」

　いつもあまり表情を変えないスラーが、この時ばかりはニヤッと意地の悪い笑みを浮うかべた。

「後から知って爆発するレガートを見るのも面おも白しろいからな」

「……薄うす々うす思ってたけど、お前、あいつをからかって楽しんでるだろ」




　　　　[image: ]




　巨きよ大だいな魔ま物ものを倒し、ネウマが去った後、イトは考えていたことをサブナクに言った。

「やっぱり魔物は、お前の魔ま力りよくに反応して、引き寄せられてるのかな……？」

「そうみてえだな。俺の身体からだの魔力が自分のものになるとでも思ってんのかもな。そして他ほかの部分は、本体である俺が復活したことで目を覚まし、封ふう印いんを破ろうとしてる……ってところか？」

「どれだけバラバラにされてるかわからないけど、全部に自我があるってことかよ？」

　イトはそう言ってから、言葉にしたことを後悔した。肩に見えない何かがのし掛かかったように、イトも、そしてサブナクも項うな垂だれた。

「……だったら面めん倒どう臭くせぇな」

「……契けい約やく破は棄きって今からでも可能？」

「バカ言えクソガキ」

　疲つかれた声で言うイトにサブナクも吐はき捨てるように返す。

　そこでふと、サブナクがイトを見下ろしてきた。

「残念だったなぁ、陽ひの光の下でぬくぬくと生きるチャンスだったかもしれねえのによ？」

「……乗るつもりだったのかよ、あいつの提案に」

「お前はその方が良かったんじゃねえか？」

　試ためすようなその物言いに苛いら立だち、イトはサブナクから顔を逸そらして言った。

「バカ言えオッサン。俺の居場所は俺が決める」

　イトがそう言うと、サブナクが顔を近づけてきた。ニヤニヤと笑っている。

「俺を譲ゆずる気はねえんだもんな？」

「なっ……！　お前じゃない！　そんなこと言ってない！」

「同じようなもんだろうが。細けえこと気にすんな」

「大おお違ちがいだバカ！　……っ」

　怒鳴るイトの頭を、サブナクの手が強い力で撫なでた。

「舞ぶ台たい上で、お前言っただろ。大だい悪あく魔まのことは、俺だけがわかってりゃいいってよ」

　サブナクの言葉を聞いて、イトは彼の手を払はらい除のけようとした手をぴたりと止めた。

[image: ]

「っ……！　あ、あれはただの芝しば居いだ！　お前が変なこと言うから……っ」

　イトは慌あわててそう言ったが、サブナクはイトの言い分など聞いていないかのように笑い、言葉を続けた。

「お前の言う通り、俺のことをわかってんのはお前だけでいい」

　サブナクはいつもの片頰ほおを歪ゆがめた笑みをイトに向ける。

「俺の契約者は、お前以外にいねえよ」

　何気ないその言葉を聞いて、イトはサブナクを睨にらんだ。正確には、サブナクの瞳ひとみに映っている自分を。

（……何で、ちょっとホッとしてるんだよ、俺……っ！）

　内心で安あん堵どしつつ落ち込むイトの髪かみを散々ぐしゃぐしゃにしてから、満足したのかサブナクは歩き出した。

「俺と離はなれたくねえからって、探すの嫌いやとか言うなよ～？」

「お前と早く離れたいから探してんだよバカ！」

　サブナクの身体がすべて見つかった時──それはイトとサブナクの別れの時だ。

　それでもイトの足は止まることなく前へと進む。







　　あとがき







　こんにちは。初めましての方は初めましてです。時とき田たとおると申します。

　今回の舞ぶ台たいは学園です。学生の明るいテンションで楽しく書かせて頂きました。

　前作からのメンバーに加え、新しいキャラクターも登場します。残念ながら暴走気味の変人ばかりですが。その分イトがさらに苦労している気がします（笑）。




　サマミヤアカザ様。今回もまた超ちよう絶ぜつ素す敵てきなイラストをありがとうございました！　ネウマの格好良さとイト人形の可愛かわいさに震ふるえが止まりません。そして絶賛発売中のあすかコミックスＤＸ『鳥籠シンドローム第１巻』も、心待ちにしておりました！　楽しませて頂きます！

　担当様。いつもありがとうございます。お陰かげ様さまで本当に楽しく書かせて頂いております。

　また、本作品を出版するにあたり、尽じん力りよく下さった各関係者の方々にも厚くお礼申し上げます。

　そしてこの本をお手にとって下さった読者の皆みな様さまに、心からの感謝を！　前作ではたくさんのご感想をありがとうございました。嬉うれしくて嬉しくて、泣きながら読ませて頂きました。宝物です！　今作も少しでも楽しんで頂ければ幸いです。

　それでは。またお会い出来ることを心から願っております。


時田　とおる　　
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俺おれの悪あく魔まは色いろ々いろたりない！




黒くろの葬そう儀ぎ屋やとワケあり転てん校こう生せい








時とき田たとおる
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